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ま　え　が　き

　当財団では、国民が犯罪に対して有する不安感等について、2002 年の第一回調査以来、数
年ごとに抽出調査を実施しており、今回は、全国の 20 歳以上の 3300 人の男女（有効回収数
1718 票）を対象にして、2014 年以来 4年ぶりに調査を実施しました。

　警察白書によれば、刑法犯認知件数は、2002 年に戦後最高の 285 万件余に達しましたが、
その後減少に転じ、2017 年には 91 万件余とピーク時の 3分の１にまで減少しました。

　しかし、国民が感じている不安感は、残念ながら犯罪の減少と比例して軽減しているとは言
えません。

　その詳細は、本報告書をお読みいただきたいのですが、警察当局をはじめ、関係機関・団体
等が、国民の不安感を軽減するために、それぞれの立場で対策を講じていかなければならない
ことがわかると思います。

　例えば、現在、高齢者を主な対象とする特殊詐欺が大きな社会問題になっているにもかかわ
らず、本調査では、自分が何らかの犯罪の被害にあうのではないかとの不安を感じている 70
歳以上の人は、26.2％（国民全体では 38.3％）にすぎないという結果が見られています。

　本報告書が、安心して暮らせる社会の構築の一助になれば幸いです。

平成 31 年（2019 年）3月
公益財団法人　日工組社会安全研究財団

専務理事　綿貫　茂
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第１章　エグゼクティブ・サマリー

　本章は、各章の内容を要約したものであり、本書の概略となる。

調査の目的と調査実施の概要（第Ⅰ部 第２章）

　本調査は、特殊詐欺を含む犯罪被害、犯罪被害にあう不安感、地域の治安や防犯対策、子供
を狙った犯罪や少年非行等の実態・意識を知るために企画された。全国の市区町村に居住する
20 歳以上（上限なし）の男女個人を対象とする確率標本抽出に基づいた社会調査である。具
体的には、住民基本台帳を用いた層化二段無作為抽出法によって対象者を 3,300 人抽出し、地
点当たりの人数を 22 人とし、都市規模と地域ブロックによって 55 層 150 地点に比例配分した。
調査法は、郵送留め置き・訪問回収法（郵送返送・ウェブ回答併用）による混合法を用いた。
有効回収数は 1,718 票、有効回収率は 52.1％であった。
　有効回収票と母集団人口とを性・年齢層で比較すると、男性の 20 代・30 代、女性の 70 歳
以上の回収比率が少なかった。逆に、男性の 50 代以上、女性の 50 代の回収比率が多かった。
なお、訪問調査の質を高めるための工夫と確認（監査）を行った。
　本報告書の各章は、（公財）日工組社会安全研究財団内に設置された「犯罪に対する不安感
等に関する調査研究会」の研究メンバー 6 名が執筆している。

有効回答者の基本属性等（第Ⅰ部 第３章）

　本章では有効回答者の基本属性等を報告している。
　回答者の 5 割弱が中核市・政令市・23 区に住んでいた。約 4 割が正規雇用の給与所得者で、
自営業は 1 割、専業主婦（夫）ならびにアルバイト・パートタイマーはそれぞれ約 1 割 5 分だっ
た。居所の集合住宅比率は 2 割だった。同居家族の人数（自分を含めた数）は、「2 人」が 3
割弱、「3 人」「4 人」が各 2 割強、「1 人」が 1 割だった。回答者の 8 割が結婚の経験を有して
いたが 20 代の未婚率は 8 割、30 代でも 3 割 5 分を占めた。同居家族の中に 65 歳以上の人が
いると答えたのは 4 割だった。現在の居所での居住年数はおおむね、年齢があがるほど長い傾
向にあった。居住地域の印象についてはよい印象をもっている回答者が多かった。
　近所に相互扶助できる人がいるかについては、女性より男性の方が、若年齢層より高年齢層
の方が多くいると答えた人の割合が多かった。近所の小・中学生を知っているかについては、
7 割の回答者があまり知らない・知らないと答えた。
　メディア利用については、固定電話で話すことが全くないと答えた回答者は 5 割弱にのぼっ
た。他方でメールやメッセージの送受信を一日に数回以上している回答者も 6 割 5 分にのぼっ
た。報道に関するメディア視聴については、テレビのニュースをよく見ると答えた層は全体の
9 割超に達したが、新聞・インターネットのニュースをよく見ると答えた層は、全体の 5 割弱
にとどまった。
　調査票に回答をする方法（回答モード）は、6 割弱が郵送での返送を選び、3 割弱が訪問調
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査員への手渡しを選び、残りの約 1 割 5 分がウェブ回答を選んだ。女性より男性が、また高年
齢層より若年齢層がウェブ回答を選んでいた。

犯罪被害の実態（第Ⅱ部 第１章）

　本章では、犯罪被害の実態をとりあげている。
平成 29 年 9 月現在で、全国の市区町村に居住する 20 歳以上の男女を対象に調査を行ったとこ
ろ、過去 1 年間（平成 29 年 9 月 1 日から平成 30 年 8 月 31 日まで）に、自分や同居の家族が
何らかの犯罪の被害にあった世帯は 12.6％であった。今回の調査結果を、2007 年、2010 年、
2014 年に行われた過去 3 回の調査と比較すると、2007 年から 2010 年までに犯罪被害率は減少
し、その後ほぼ横ばいとなっている。
　被害率を回答者が住む都市規模別に比較すると、都市部ほど被害率は高く、町村部では被害
率は低かった。2014 年調査と比較すると、被害率は、東京都区部や中規模の都市では減少し
ているが、政令指定都市では微増していた。
　被害率を犯罪の種類別にみると、「自宅や敷地内に無断で侵入された」の被害率が 3.3％と最
も高く、次いで「自転車盗」（3.1％）、「人につきまとわれたり、のぞかれたりした」（1.9％）、「自
宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりした」（1.6%）、「自宅にどろぼう（空き巣など）
に入られた」（1.5％）、「インターネットを利用した犯罪の被害にあった」（1.0％）の順となっ
ていた。2014 年調査と比較すると、「自宅や敷地内に無断で侵入された」での被害率が増加し
ていた。
　ひったくり、自動車内の金品の窃盗（車上ねらい）といった犯罪は、1 人の被害者が 1 回の
み経験する単発の被害として発生していたのに対し、自宅へのどろぼう（空き巣など）、自転
車盗、痴漢、特殊詐欺、住居侵入、つきまとい・のぞきといった犯罪では、1 人の被害者が複
数回の被害を経験する反復被害として発生していた。
　今回の調査で把握された被害総数 618 件のうち、被害者が警察へ届け出たのは 155 件（通報
率 25.1%）、届け出なかったのは 463 件（74.9%）であった。警察への届け出の有無は、犯罪の
種類によって異なっており、窃盗の通報率は、自転車盗等の軽微なものを含めて高く、痴漢や
つきまとい、覗き等の性的犯罪や対人犯罪の通報率は低かった。
　警察に被害を届け出なかった理由は、「事件がそれほど重大でなかった」、「届けるのが面倒
くさい」、「未遂だった、損失がなかった、被害が少なかった」といった回答が目立った半面、「警
察は何もしてくれない、届けてもむだ」、「証拠がない、信じてもらえない」といった理由も見
受けられた。
　特殊詐欺の前兆的な電話や郵便に関して、回答者の 7.8% が、過去 1 年に架空請求詐欺の郵便、
3.8% が架空請求詐欺の電話、2.2% が還付金詐欺等の電話、2.1% がオレオレ詐欺（2.1%）の電
話を経験していた。年齢層別にみると、70 歳以上では性別を問わず、オレオレ詐欺と還付金
等詐欺の前兆電話の経験率が高くなっていた。
　前兆電話を経験した回答者 121 名のうち 95 名（78.5%）は電話で相手を話している際にその
電話が詐欺と気付いているが、20 名（16.5%）は電話を切るまでその電話が詐欺だとは気付か
なかった。
　前兆電話の経験者のうち、8 割程度はその電話が詐欺であったことに自分自身で看破してい
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るが、家族に話したことがきっかけで看破した回答者が 2 割程度存在する。その傾向は類型別
では大きな差異は見られないが、年齢層別にみた場合、自分自身で気がついた回答者の割合は、 
60 代（95.7%）に比べて、70 代（87.1%）、80 代以上（75.0%）では低くなっている。逆に家族
に話した気付いた回答者の割合は 60 代（8.7%）に比べて、70 代（22.6%）、80 代以上（25.0%）
で高く、特殊詐欺に脆弱な高齢者のうち、相談できる相手がそばにいない独居の高齢者や、相
談相手も高齢者となる高齢者のみ世帯に対する対策強化の必要性が示唆された。
　前兆電話の通報率は 1 割程度に留まり、地域社会での特殊詐欺の検挙・予防対策を推進する
ために通報率をあげるための取組みの必要性が示唆された。
　予防行動に関して、ナンバーディスプレイの利用（31.6%）、在宅時の留守番電話（25.8%）、
電話帳からの名前の除外（15.8%）が多く見られた。他方で、4 割程度の回答者が「特に心が
けていることはない」との回答だった。
　世帯構成別にみると、高齢者のみ世帯ではナンバーディスプレイや在宅時の留守番電話、電
話帳から名前の除外の行動者率が高齢者世帯よりも低い。特殊詐欺対策では、ナンバーディス
プレイや自動電話録音機といったハード面の対策が有効であるが、高齢者のみ世帯では特に金
銭コストや初期設置の手間が障壁になると考えられるため、その障壁を減らすための対策が求
められる。

犯罪被害に対する不安感等（第Ⅱ部 第２章）
　自分自身が犯罪の被害にあうのではないかという不安を感じている人は、全体で 38.3% で
あった。性別でみると、男性で不安を感じている人が 33.9% であるのに対し、女性では 42.3%
であった。年齢層別では、中年層で不安が高く（30 歳代：48.7%、40 歳代：46.1%）、高齢層で
低い（70 歳以上：26.2%、60 歳代：34.9%）という結果であった。都市規模別では、とくに 23
区で不安が高く（50.5%）、中核市（33.3%）と町村（34.1%）で低かった。
　同居の家族の犯罪被害に対しては、45.8% の回答者が不安を感じていた。性別では、不安が
あると回答した女性は 48.4%、男性は 42.8% であり、女性のほうが男性よりも家族の犯罪被害
に対して高い不安を感じていた。年齢層別では、30 歳代（61.2%）と 40 歳代（60.2%）で不安
が高く、60 歳代（38.3%）と 70 歳以上（26.2%）で低かった。
　自分自身および同居の家族の犯罪被害に対する罪種別の不安については、「不安あり」の割
合が最も高かった項目は「飲酒運転による交通事故、ひき逃げなどの悪質・危険な交通法令違
反の被害にあう不安」（73.6%）であった。その他の項目では「自宅にどろぼう（空き巣など）
に入られる不安」（70.7%）、「自宅や敷地内に無断で侵入される不安」（58.6%）、「インターネッ
トを利用した犯罪の被害にあう不安」（57.6%）が高かった。
　自分自身および同居の家族が犯罪被害にあう可能性の見積り（リスク知覚）については、不
安感と同様に、「飲酒運転による交通事故、ひき逃げなどの悪質・危険な交通法令違反の被害
にあう可能性」（38.9%）、「自宅にどろぼう（空き巣など）に入られる可能性」（35.8%）、「自宅
や敷地内に無断で侵入される可能性」（33.1%）、「インターネットを利用した犯罪の被害にあう
可能性」（30.5%）で被害の可能性が高く見積もられていた。
　犯罪被害への不安が生じる場所については、「路上」（59.7%）、「繁華街」（41.7%）、「駅」（36.4%）、

「電車やバスなどの乗り物の中」（29.6%）、「インターネット空間」（26.5%）で不安が生じやす
いことが示された。性別では、「電車やバスなどの乗り物の中」、「エレベーター」、「空き家、
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空き店舗、廃ビルなどの管理されていない所」で、女性のほうが不安を感じると回答する割合
が高かった。反対に、男性のほうが不安を感じる者の割合が高い場所は「繁華街」と「インター
ネット空間」であった。
　夜間に居住地域で一人歩きすることに対する不安については、不安を感じている者は全体で
33.5% であったが、性別でみると男性が 25.0%、女性が 41.1% と、大きな性差が確認された。
年齢別では、20 歳代が 44.1% と最も高く、次いで 30 歳代と 50 歳代（いずれも 40.9%）、40 歳
代（40.5%）、60 歳代（25.3%）、70 歳代以上（19.7%）の順であった。
　家族の夜間の一人歩きに対する不安については、不安ありの回答が全体で 46.2% であり、自
分自身の一人歩きの不安感よりも高かった。性別でみると、不安ありと回答した割合は男性で
41.4%、女性で 50.4% であった。
　「同性・同年代と比べた、自分自身が犯罪被害にあう可能性の見積り（リスク知覚）」と主観
的健康の間に関連がみられた。同性・同年代と比べてリスクが「低い」もしくは「同程度」と
考えている者で「主観的健康がよくない」と回答した割合はそれぞれ 13.0%、13.1% であった
のに対し、リスクを高く見積もっている者では、「主観的健康がよくない」と回答した割合が
28.3% であった。

治安意識と防犯対策（１）── 地域レベルを中心に（第Ⅱ部 第３章）

　本章では、地域レベルに焦点をあてて治安意識と防犯対策について分析をしている。１．居
住地域と日本全体の治安評価、２．高齢者・子ども対象の犯罪の評価、３．地域防犯活動の認
知、４．地域活動のなかの自主防犯活動、と 4 つのトピックスをとりあげた。
　居住地域の治安評価については、「悪くなった」という評価が 2004 年調査時点から微減の傾
向にあることが分かった。ただし、「良くなった」という評価は増加しておらず、増えたのは「分
からない」「変わらない」という評価であった。
　他方、日本全体の治安評価に関しても「悪くなった」という評価は 2004 年以降減少傾向に
あり、2018 年調査では 2004 年調査時点から 27.7 ポイント低下していた。しかし、「良くなった」
という評価が増えたわけではなく、「変わらない」「分からない」という評価が上昇していた。
　居住地域の治安評価と日本全体の治安評価を比べると、居住地域については 7 割が「変わら
ない」と最多であったが、日本全体の評価では「悪くなった」が 5 割弱で最多であった。両者
がまったく異なる様相をみせるのは、2002 年の第 1 回調査から一貫した結果である。
　高齢者・子ども対象の犯罪の増減の評価についても、治安評価と同様、居住地域と日本全体
とでまったく異なる様相であった。高齢者狙いと子ども狙いの違いはみられないが、居住地域
では 5 割が「分からない」という回答であり、3 割が「変わらない」という回答で、両者で 8
割を占めた。他方、日本全体では「増えた」という評価が 6 割程度であった。日本全体の犯罪
について、増加という評価を人びとが下していることが分かった。
　地域防犯活動の認知については、もっとも見かけられているものは警察のパトカーであり、
7 割の人が見かけるとしていた。次に多いのは住民による防犯パトロールの 5 割弱であった。
青色パトロール車、警察官によるパトロール、交番や民間交番で勤務する警察官・相談員につ
いてはいずれも 4 割と同水準であった。こうした結果は、前回調査である 2014 年調査と大き
な違いはなかった。
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　今回の 2018 年調査で、地域での自主防犯活動単独ではなく、その他の様々な地域活動への
参加経験や活動への関心と並列でたずねる設問項目をたてた。このようにすることによって、
地域での様々な活動のなかにおける地域防犯活動の位置を把握できると考えたためである。
　地域防犯活動への参加経験率は 1 割程度であり、その他の活動と比較してむしろ低かった。
しかしながら、地域防犯活動に関心をもつ人は 5 割おり、その他の活動と遜色のない関心のも
たれ方であることが見いだされた。
　関心のあり方を相関分析したところ、地域防犯活動は防災訓練などの災害対策活動との相関
が高かった。また、様々な地域活動と正の相関関係にあり、なにかひとつに関心が向けられる
と他方への関心が低下するということはなく、何かに関心があればそれ以外の活動にも関心が
向くということが析出された。
　地域防犯活動への関心を規定する要因について分析したところ、性別、年代、小学生以下の
子供の有無が規定していることが見いだされたが、自身ではなく、同居家族にかかる犯罪不安
に、地域防犯活動への関心を高める効果があることが析出された。

治安意識と防犯対策（２）── 個人・家族レベルでの意識・対策（第Ⅱ部 第４章）

　本章では、個人・家族レベルに焦点をあてて治安意識と防犯対策について分析している。
（１）個人次元の治安・防犯活動に関する認識

　防犯に関する認識として、約 6 割の人は個人で対策を講じれば犯罪被害は防止できると認識
しており、また半数以上の人はそのような行動を自分は取れると認識している一方で、犯罪の
被害に遭うのは運次第と思っている人も半数以上いる。
（２）防犯関連情報に関する認知

　防犯関連情報の認知状況については、警察広報紙を「見たことがない」という回答が約 3 分
の 2 であった。これは前回調査とほとんど変わらない。
　過去 1 年間にどんな防犯関連情報を見たかを調べたところ、「自治体の広報誌」「テレビ・ラ
ジオ」が半数を超え、「新聞・雑誌・書籍」が 27.1% と認知率が高かった。ネットを介した防
犯情報の認知度は紙媒体に比べて回答者全体としては全体的に低かったが、40 歳台において
は「学校・PTA の配布物」「自治体や学校からの防犯メール」が約 3 割と認知率が高かった。
（３）無防備的軽率行動の経験

　犯罪に対して無防備な軽率行動をした経験としては、「窓やドアの戸締りをせずに 10 分以上
自宅を留守にした」「携帯電話・スマートフォン・音楽プレーヤーを使いながら道を歩いた」
が概ね 3 人に 1 人、「訪問者が誰かを確認せずに自宅のドアを開けた」が 4 人に 1 人と高頻度
であった。前回・前々回の調査と比較すると、全体的には無防備的軽率行動は減少傾向にあっ
た。
（４）犯罪の被害にあわないための個人対策

　犯罪の被害にあわないための個人による対策としては、「危ないとされる場所に近づかない」
「夜遅く出歩かない」は半数以上、「鍵をかえるなど戸締りを厳重にする」は 4 割強の人が心が
けていた。それ以外の対策実行率はぐっと低かった。「インターネットでの買物に注意する」
は前回より数 % の微増して 2 割強、「隣近所と声をかけあいお互いに注意する」は前回より 6.1%
低下して 15.7% であった。
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（５）地域の犯罪被害抑止のための対策等に対する重要度の認識

　対策等についての重要度を問う設問を新たに設けたが、全体的にはどの項目も 8 割超の人が
重要視（「とても重要」「重要である」）しているという結果であった。特に「個人の防犯対策」

「学校での防犯対策」「警察の防犯活動の充実」の重視度は高く、「とくに重要」だけで 40% 台
となる。「自治体」「企業や事業所」「地域住民」の取り組みや活動の重視度はこれらに比べる
と相対的に低く、「とくに重要」の割合はいずれも 25% 未満となる。また、どの項目も女性の
重視度が男性より高かった。

犯罪における子供の加害と被害（第Ⅱ部 第５章）

　本章では、犯罪における子供の加害と被害についての調査結果を報告している。

１．子供を狙った犯罪被害の抑止
（１）子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪）

　子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために重要な
事柄では、「家庭での子育て」が重要であると 9 割強が回答した。

２．犯罪における子供の加害（少年の非行・犯罪）
（１）少年の非行・犯罪に対する認識の量的動向

　少年の非行・犯罪が増えていると思うかは、「増えていると思う」が 51.6％と回答者全体の
約半数が少年の非行・犯罪は増加傾向にあると認識していた。しかし、経年比較では、2010
年より少年非行・犯罪増加の認識は減少している。性別では、男性が「増えていると思う」が
44.6％と半数を割るのに対して、女性は 57.9％で半数を超えていたことから、少年の非行・犯
罪が増えているという認識は女性の方が高かった。
（２）少年の非行・犯罪に対する認識の質的動向

　少年の非行・犯罪が悪質になっているかは、「悪質になっていると思う」が 64.8％で、回答
者の 6 割以上が、少年の非行・犯罪は悪質化の傾向にあると考えていた。性別では、少年の非
行・犯罪が悪質化しているという意識は、どちらかといえば女性において高かった。
　年齢層別では、非行・犯罪が悪質化しているという意識は 30 代、40 代、50 代、60 代、70
代はすべて 6 割を超え、少年に近い 20 代は 6 割を割り、他の世代に比べて少なかった。
（３）少年の非行・犯罪に対しての警察の取り締まりの強化に関しての意見

　警察による少年の非行・犯罪の厳しい取り締まりの強化に賛成する態度である者は、そう思
う（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」）が 91.4％で 9 割を超えた。また、性別では、
賛成が占める割合において、女性の方が多かった。年齢別では、少年に近い 20 代において反
対の割合が他の上の世代より多いことが示された。
（４）　少年非行の抑止に重要な事柄

　少年非行の抑止に重要な事柄では、重要である（「とても重要」＋「重要である」）という回
答で「家庭での保護者の子育て」、「学校での教師の教育」、「警察による非行防止の取組み」が、
9 割を超えていた。そのなかでも、「家庭での保護者の子育て」は、「とても重要」という回答
が 7 割を超え、少年非行の抑止するためには、「家庭での保護者の子育て」がとても重要であ
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ることが示された。

３．児童虐待の通報

　子供に対する虐待または虐待が疑われる状況を警察や児童相談所に通報するかどうかでは、
通報する（「通報する」＋「どちらかといえば通報する」）が 5 割半（55.8％）、通報しない（「通
報しない」＋「どちらかといえば通報しない」）の 1 割未満（5.9％）よりも回答割合が高い結
果であった。しかしながら、「その場にならないと分からない」の回答も 3 割強（37.1％）と
少なくなかった。「虐待」だけでなく「虐待が疑われる状況」も通報の対象になっていること
から、子供を犯罪から守るために、社会における児童虐待への意識を高める必要がある。

４．子供たちだけでの学校からの帰宅

　小学生を子供たちだけで学校から帰宅させるべきではないの意見は、そう思う（「そう思う」
＋「ある程度そう思う」）が 3 割（33.0％）、そう思わない（「そう思わない」＋「どちらかと
いえばそう思わない」）が 2 割強（27.6％）、「どちらともいえない」は 3 割強（38.2％）という
結果であり、賛成または反対の意見が顕著に多いといった傾向は示されなかった。
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１．調査の目的

　この調査は、犯罪の被害にあった経験、犯罪の被害にあう不安、地域の治安および防犯対策
等に関する住民の意識について調査し、住民の治安に関する意識を知る基礎資料とすることを
目的として実施した。調査に際しては、その時々に課題になっている犯罪関連問題も取り上げ
ることとし、今回の調査では、前回の調査で取り上げたいくつかの質問項目および選択肢を削
除または訂正し、新たに質問項目を追加した。追加した主な質問は、特殊詐欺の経験や被害防
止策、地域での活動への参加経験、子供を狙った犯罪や少年の非行・犯罪の抑止、学童だけの
下校について、地域ダイバーシティ、主観的健康等に関する項目である。
　また、この調査を定期的に実施することにより、その間における日本在住の人々の意識の変
化を把握することも目的の一部としている。その第 1 回調査を平成 14（2002）年度、第 2 回
調査を平成 16（2004）年度、第 3 回調査を平成 19（2007）年度、第 4 回調査を平成 22（2010）
年度、第 5 回調査を平成 26（2014）年度に実施したので、今回の平成 30（2018）年度調査が
第 6 回になる。

２．調査項目

　（１）犯罪被害の経験と警察への届出の有無
　（２）犯罪被害に対する不安感とリスク知覚
　（３）地域の治安と特殊詐欺、防犯対策について
　（４）子供を狙った犯罪と少年の非行・犯罪
　（５）調査対象者の地域の状況と地域への関わり
　（６）調査対象者の属性
　52 問、12 ページ編成、ページずらしあり。

３．調査設計

（１）調査対象者
　2017 年 9 月 1 日現在、全国の市区町村に居住する 20 歳以上の男女個人。

（２）調査方法
　郵送留置・訪問回収法（郵送返送・ウェブ回答を併用）。

（３）調査期間
　2017 年 9 月 4 日（火）から 10 月 31 日（水）までの間。
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（４）調査スケジュール（2018年）
　9 月 3 日（月） 調査票投函
　9 月 13 日（木） 訪問回収開始
　9 月 30 日（日） 訪問調査 終了設定日
　10 月 8 日（月） 当初郵送調査 投函締切設定日
　10 月 9 日（火） 当初ウェブ回答 締切設定日
　10 月 11 日（木） 催促書類発送
   （一時不在者、郵送またはウェブ回答を希望し未回答の対象者に投函）
　10 月 21 日（日） 郵送調査投函・ウェブ回答 最終締切設定日
   （郵送調査は 10 月 31 日まで受け付けた）
　10 月～ 11 月  論理矛盾判定ならびにデータクリーニング

（５）抽出方法
　層化二段無作為抽出法。
　2017 年 1 月 1 日の 20 歳以上の住民基本台帳を母集団人口とした。
　日本全国を 11 の地域ブロックならびに 5 通りの都市規模によって 55 層に分割し（表Ⅰ -2-
1）、各 55 層の 20 歳以上の人口を求め、150 地点を人口数で比例配分した（表Ⅰ -2-2）。
　なお、これまで都市規模は、「政令市」「東京都 23 区」「人口 10 万人以上の市」「人口 10 万
人未満の市」「町村」で層化してきたが、平成の大合併以降、人口 10 万人未満の市が少なくな
り、自治体の人口と都市化の実態が必ずしも対応しない自治体が増えてきた。このため、政令
市以外の市については、都道府県の事務権限を一部委譲された「中核市」と「中核市以外の市」
に分けることとした。2017 年 1 月 1 日現在の母集団人口は、「中核市」で約 1,700 万人、「中核
市以外の市」で約 4,900 万人である。

表Ⅰ -2-1　地域ブロック（上）と都市規模（下）

地域ブロック

1 北海道 北海道
2 東北 青森県､ 岩手県､ 宮城県､ 秋田県､ 山形県､ 福島県
3 北関東 茨城県､ 栃木県､ 群馬県
4 南関東 埼玉県､ 千葉県､ 東京都､ 神奈川県､ 山梨県
5 北信越 富山県､ 石川県､ 福井県､ 新潟県､ 長野県
6 東海 岐阜県､ 静岡県､ 愛知県､ 三重県
7 近畿 滋賀県､ 京都府､ 大阪府､ 兵庫県､ 奈良県､ 和歌山県
8 中国 鳥取県､ 島根県､ 岡山県､ 広島県､ 山口県
9 四国 徳島県､ 香川県､ 愛媛県､ 高知県
10 北九州 福岡県､ 佐賀県､ 長崎県､ 大分県
11 南九州 熊本県､ 宮崎県､ 鹿児島県､ 沖縄県
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都市規模

1 政令市
2 23 区
3 中核市
4 中核市以外の市
5 町村

表Ⅰ -2-2　母集団人口（上）と比例配分された地点（下）

母集団人口（単位：人）

政令市 23 区 中核市 中核市以外の市 町村
合　計

層 1 層 2 層 3 層 4 層 5
北海道 1,640,645 0 517,206 1,536,461 833,075 4,527,387
東北 873,096 0 1,720,050 3,553,749 1,370,043 7,516,938
北関東 0 0 1,012,641 4,041,060 684,740 5,738,441
南関東 6,744,197 7,901,930 2,726,897 12,538,852 1,032,346 30,944,222
北信越 664,715 0 1,031,541 3,755,917 712,672 6,164,845
東海 3,139,648 0 1,295,135 7,022,123 967,618 12,424,524
近畿 5,432,516 0 3,926,232 6,825,905 966,571 17,151,224
中国 1,542,763 0 1,517,126 2,599,704 486,436 6,146,029
四国 0 0 1,048,084 1,670,540 525,844 3,244,468
北九州 2,036,911 0 1,206,983 2,921,187 821,073 6,986,154
南九州 592,398 0 1,074,526 2,353,548 856,713 4,877,185
合　計 22,666,889 7,901,930 17,076,421 48,819,046 9,257,131 105,721,417

地点割当表（単位：地点数）

政令市 23 区 中核市 中核市以外の市 町村
合　計

層 1 層 2 層 3 層 4 層 5
北海道 2 0 1 2 1 6
東北 1 0 2 5 2 10
北関東 0 0 1 6 1 8
南関東 10 11 4 18 2 45
北信越 1 0 1 5 1 8
東海 4 0 2 10 1 17
近畿 8 0 6 10 1 25
中国 2 0 2 4 1 9
四国 0 0 2 2 1 5
北九州 3 0 2 4 1 10
南九州 1 0 2 3 1 7
合　計 32 11 25 69 13 150

　次に、全国の大字町丁目を単位として、各層の地点を確率比例抽出した。
　続いて、各地点において 22 人が選ばれるよう、ランダムスタートならびに等間隔抽出法を
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用いて抽出を行った。住民基本台帳からの対象者の抽出は 2018 年 6 月 18 日～ 8 月 9 日にかけ
て行った。各層の標本数は表Ⅰ -2-3 の通り。

表Ⅰ -2-3　各層の標本数

各層の標本数（単位：人）

政令市 23 区 中核市 中核市以外の市 町村
合　計

層 1 層 2 層 3 層 4 層 5
北海道 44 0 22 44 22 132
東北 22 0 44 110 44 220
北関東 0 0 22 132 22 176
南関東 220 242 88 396 44 990
北信越 22 0 22 110 22 176
東海 88 0 44 220 22 374
近畿 176 0 132 220 22 550
中国 44 0 44 88 22 198
四国 0 0 44 44 22 110
北九州 66 0 44 88 22 220
南九州 22 0 44 66 22 154
合　計 704 242 550 1,518 286 3,300

　なお、「転居」「住所不明」「対象者死亡」の場合に限り、予備サンプルを稼働させることにし、
1 地点あたり 4 サンプルを予備抽出した。この抽出も正規サンプルの抽出時に併せて行った。

（６）調査方法
　調査資材の到達ならびに調査票の回収は混合法を用いた。
　調査協力依頼ハガキを投函した後に、調査員訪問に先立って郵送にて調査資材一式を到達さ
せる郵送留め置き法を用いた。
　回答は、調査員による訪問回収・郵送返送・ウェブブラウザを用いた回答から対象者が自由
に選択できるようにした。
　ウェブ回答に際しては、二重回答を防ぐため、独自の ID とパスワードを割りあてた。
　ユーザビリティの向上のため、「ウェブ回答の手引き」には回答用画面の URL（https://
cgi1.dstyleweb.com/e/180726anzen/） の QR コードを刷りこむとともに、回答 URL にリダイ
レクトするためのドメイン（anzen.link）を別途取得し、提示した。また、実際のウェブ回答
の際は、回答デバイス（スマートフォン、タブレット、パソコン）を自動認識し、デバイスに
応じて最適化した画面を表示する仕様を採用した。この仕様においては、例えば横長のマトリ
クス形式の質問は、スマートフォンにおいて、一問一答形式として表示される。
　色覚障がい・高齢者等のアクセシビリティの確保のため、画面表示には色覚バリアフリーカ
ラーを用い、コントラスト比を強める等の配慮を行った。
　回答データの情報保全をはかるため、回答送信の際には SSL 暗号化をほどこした。



－ 13 －

第２章　調査の目的と調査実施の概要

（７）調査実施機関
　一般社団法人 新情報センター

４．回収率及び標本構成

（１）回収率
　回収率の算出には、予備サンプルが「転居」「住所不明」「対象者死亡」の場合や、予備サン
プルが左記と同じ状況であった場合に用いた別の予備サンプルも含まれる。予備サンプルの稼
働数は 150 票（4.5％）であった。
　有効回収票は 1,718 票であり、有効回収率は 52.1％である。なお、有効・無効票判断の前の
段階における回収票は 1,761 票、回収率は 53.4％であったが、代理と思われる回答、質問紙とウェ
ブの重複回答、いちじるしい回答不良の票は無効票として除いた。正規サンプルと予備サンプ
ルの稼働状況は下表 I-2-4 のとおりである。

表Ⅰ -2-4 正規サンプル・予備サンプル

正規サンプル 予備サンプルからの稼働※

完
了

1 訪問完了 456 13.8% 1,703 51.6% 21 13.6% 58 37.7%
2 郵送回答完了 1,004 30.4% 27 17.5%
3 ウェブ回答完了 243 7.4% 10 6.5%

不
能

7 依頼後未回収で終了　ウェブ回答依頼 30 0.9% 236 7.2% 1 0.6% 17 11.0%
8 依頼後未回収で終了　郵送回答依頼 206 6.2% 16 10.4%
9 拒否 / 居留守 702 21.3% 702 21.3% 30 19.5% 30 19.5%
10 一時不在 426 12.9% 458 13.9% 34 22.1% 35 22.7%
11 長期不在 32 1.0% 1 0.6%
12 日本語読解不可 2 0.1% 44 1.3% 1 0.6% 2 1.3%
13 その他不能 42 1.3% 1 0.6%
4 住所不明 48 1.5% 157 4.8% 5 3.2% 12 7.8%
5 対象者死亡 3 0.1% 0 0.0%
6 転居 106 3.2% 7 4.5%

合　計 3,300 100.0% 3,300 100.0% 154 100.0% 154 100.0%
※  1 地点で 5 名以上の「転居」等があった場合や、調査終了間際に状況が判明した場合、予備が稼働できな

いケースがあった。
※予備サンプル稼働後「転居」等により、再び別の予備抽出対象を訪問したケースを含む。

正規＋予備 稼働合計 予備サンプル相殺後調査対象サ
ンプル（予備稼働部分相殺後）

完
了

1 訪問完了 477 13.8% 1,761 51.0% 477 14.5% 1,761 53.4%
2 郵送回答完了 1,031 29.8% 1,031 31.2%
3 ウェブ回答完了 253 7.3% 253 7.7%

不
能

7 依頼後未回収で終了　ウェブ回答依頼 31 0.9% 253 7.3% 31 0.9% 253 7.7%
8 依頼後未回収で終了　郵送回答依頼 222 6.4% 222 6.7%
9 拒否 / 居留守 732 21.2% 732 21.2% 732 22.2% 732 22.2%
10 一時不在 460 13.3% 493 14.3% 460 13.9% 493 14.9%
11 長期不在 33 1.0% 33 1.0%
12 日本語読解不可 3 0.1% 46 1.3% 3 0.1% 46 1.4%
13 その他不能 43 1.2% 43 1.3%
4 住所不明 53 1.5% 169 4.9% 10 0.3% 15 0.5%
5 対象者死亡 3 0.1% 0 0.0%
6 転居 113 3.3% 5 0.2%

合　計 3,454 100.0% 3,454 100.0% 3,300 100.0% 3,300 100.0%
※予備出動で住所不明、死亡、転居を差し替え後のサンプル数。
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（２）有効回答の回答日の推移
　有効回答の回答日の推移は下図Ⅰ -2-1 ～図Ⅰ -2-5 のとおりである。

図Ⅰ-2-1　有効回収数（累積数）の推移
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図Ⅰ-2-2　モード別有効回収数（累積数）の推移
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図Ⅰ-2-3　訪問回収の有効回収数の推移
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図Ⅰ-2-4　郵送返送の有効回収数の推移
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図Ⅰ-2-5　ウェブ回答の有効回収数の推移
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（３）　正規抽出標本の標本構成と回収結果
　正規抽出標本 3,300 人の性別・年代別構成および回収結果は表Ⅰ -2-5 のとおりである。
　回収率をみると、性別では男性より女性が 5 ポイント高くなっている。
　性別・年代別でみると、女性は年代による回収率に大きな差はみられないが、男性は 40 代
以下で回収率 50％未満となっており、特に男性 20 代では回収率が 32％と極端に低い。調査書
類を事前に郵送配布し、回収は訪問・郵送・ウェブの複数の回収方法を設けて実施したにもか
かわらず、特に男性の 20 代～ 40 代での回収率が低迷した。
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表Ⅰ -2-5　標本構成と回収結果

標本構成 回収結果
男性 女性 計 男性 女性 計

20 代 196 174 370 63（32％） 98（56％） 161（44％）
30 代 223 240 463 96（43％） 136（57％） 232（50％）
40 代 327 314 641 144（44％） 170（54％） 314（49％）
50 代 272 267 539 152（56％） 154（58％） 306（57％）
60 代 285 316 601 166（58％） 173（55％） 339（56％）
70 代以上 335 351 686 190（57％） 176（50％） 366（53％）

計 1,638 1,662 3,300 811（50％） 907（55％） 1,718（52％）

（４）母集団に対する正規抽出標本と回収の偏り
　正規抽出標本における性別・年代別の比率と母集団人口の比率を比較すると、男性では 50
代が多く、女性では 70 歳以上が少なく抽出された（表Ⅰ -2-6 上）。
　有効回収標本における性別・年代別の比率と母集団人口の比率を比較すると、男性では 20
代～ 30 代、女性では 70 歳以上の回答比率が少なかった。また男性では 50 代以上、女性では
50 代の回答比率が多かった（表Ⅰ -2-6 下）。

表Ⅰ -2-6　正規抽出標本と回収の偏り

正規抽出標本対母比率
男性 20 代 -0.81 ＜ ± 1.96

30 代 -1.77 ＜ ± 1.96
40 代 1.29 ＜ ± 1.96
50 代 2.00 ＞ ± 1.96 ＊
60 代 0.44 ＜ ± 1.96
70 歳以上 1.48 ＜ ± 1.96

女性 20 代 -1.67 ＜ ± 1.96
30 代 -0.02 ＜ ± 1.96
40 代 1.05 ＜ ± 1.96
50 代 1.76 ＜ ± 1.96
60 代 1.55 ＜ ± 1.96
70 歳以上 -4.65 ＞ ± 1.96 ＊

有効回収標本対母比率
男性 20 代 -6.19 ＞ ± 1.96 ＊

30 代 -4.31 ＞ ± 1.96 ＊
40 代 -1.73 ＜ ± 1.96
50 代 3.34 ＞ ± 1.96 ＊
60 代 2.56 ＞ ± 1.96 ＊
70 歳以上 3.28 ＞ ± 1.96 ＊

女性 20 代 -0.45 ＜ ± 1.96
30 代 1.01 ＜ ± 1.96
40 代 1.31 ＜ ± 1.96
50 代 2.66 ＞ ± 1.96 ＊
60 代 1.84 ＜ ± 1.96
70 歳以上 -3.84 ＞ ± 1.96 ＊

母比率に関する検定　z(0.025)=1.96
＊ = 統計的有意差あり（5% 水準）
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（５）調査員バイアスの低減および監査の実施
　調査請負事業者では、調査の実施にあたり、調査員の介在により回答に偏りが出ないように
各地域において調査員説明会を開催し、調査対応方法等について調査指示書を配布し説明した。
　訪問調査に関する監査は、協力者のうち 1 地点あたり 3 人を選出し、往復ハガキを送付した。
監査ハガキには「調査員訪問の有無」「調査協力の有無」「調査票の記入者（本人か、家族か）」

「謝礼品受領の有無」「調査員の態度や印象」「自由意見」をたずねた。その結果、問題があっ
た回答は 0 件であった。

５．調査研究の機関

　この研究は、（公財）日工組社会安全研究財団内に設置された「犯罪に対する不安感等に関
する調査研究会」が調査の企画、立案、調査結果の分析、報告書の作成を行った。本報告書の
第Ⅱ部「調査結果の分析」は、研究会の各メンバーが分析課題を設けて執筆した。研究会の構
成と各メンバーが担当した部および章は次のとおりである。

　代表　山本　功 淑徳大学コミュニティ政策学部教授
   （第Ⅱ部 第３章）
　　　　島田貴仁 科学警察研究所犯罪行動科学部犯罪予防研究室長
   （第Ⅱ部 第１章）
　　　　高木大資 東京大学大学院医学系研究科講師
   （第Ⅱ部 第２章）
　　　　小島隆矢 早稲田大学人間科学学術院教授
   （第Ⅱ部 第４章）
　　　　永房典之 淑徳大学短期大学部こども学科教授
   （第Ⅱ部 第５章）
　　　　石田　仁 （公財）日工組社会安全研究財団主任研究員
   （第Ⅰ部 第２章・第３章）
　第Ⅰ部第 1 章 エグゼクティブ・サマリー は、上記執筆者全員が各章について執筆した。

６．本章のまとめ

　本調査は、特殊詐欺を含む犯罪被害、犯罪被害にあう不安感、地域の治安や防犯対策、子供
を狙った犯罪や少年非行等の実態・意識を知るために企画された。全国の市区町村に居住する
20 歳以上（上限なし）の男女個人を対象とする確率標本抽出に基づいた社会調査である。具
体的には、住民基本台帳を用いた層化二段無作為抽出法によって対象者を 3,300 人抽出し、地
点当たりの人数を 22 人とし、都市規模と地域ブロックによって 55 層 150 地点に比例配分した。
　調査法は、郵送留め置き・訪問回収法（郵送返送・ウェブ回答併用）による混合法を用いた。
　有効回収数は 1,718 票、有効回収率は 52.1％であった。
　有効回収票と母集団人口を性・年齢層で比較すると、男性の 20 代・30 代、女性の 70 歳以
上の回収比率が少なかった。逆に、男性の 50 代～ 70 代、女性の 50 代の回収比率が多かった。
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　なお、訪問調査の質を高めるための工夫と確認（監査）を行った。
　本報告書の各章は、（公財）日工組社会安全研究財団内に設置された「犯罪に対する不安感
等に関する調査研究会」の研究メンバー 6 名によって執筆された。各章の帯グラフは四捨五入
の関係から、合計しても「100.0％」にならないことがある。
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資料　地点一覧表　　　（調査協力者の個人情報保全の観点から、市区町村までの表記とした）

連番 地点番号  県　名    市町村名 連番 地点番号  県　名    市町村名
1 0121      北海道    札幌市白石区 51 0411      東京都    江戸川区
2 0122      北海道    札幌市手稲区 52 0443      東京都    八王子市
3 0141      北海道    旭川市 53 0461      東京都    三鷹市
4 0151      北海道    釧路市 54 0462      東京都    調布市
5 0152      北海道    三笠市 55 0463      東京都    日野市
6 0181      北海道    沙流郡日高町 56 0464      東京都    東久留米市
7 0251      青森県    弘前市 57 0482      東京都    西多摩郡瑞穂町
8 0241      青森県    八戸市 58 0424      神奈川県  横浜市中区
9 0252      岩手県    北上市 59 0425      神奈川県  横浜市金沢区

10 0221      宮城県    仙台市青葉区 60 0426      神奈川県  横浜市港南区
11 0253      宮城県    登米市 61 0427      神奈川県  横浜市栄区
12 0281      宮城県    伊具郡丸森町 62 0428      神奈川県  川崎市川崎区
13 0254      秋田県    大仙市 63 0429      神奈川県  川崎市多摩区
14 0255      山形県    天童市 64 0430      神奈川県  相模原市中央区
15 0242      福島県    福島市 65 0444      神奈川県  横須賀市
16 0282      福島県    西白河郡泉崎村 66 0465      神奈川県  平塚市
17 0351      茨城県    日立市 67 0466      神奈川県  小田原市
18 0352      茨城県    笠間市 68 0467      神奈川県  厚木市
19 0353      茨城県    常陸大宮市 69 0468      山梨県    甲府市
20 0381      茨城県    稲敷郡阿見町 70 0521      新潟県    新潟市秋葉区
21 0354      栃木県    栃木市 71 0551      新潟県    柏崎市
22 0355      栃木県    那須塩原市 72 0552      新潟県    魚沼市
23 0341      群馬県    高崎市 73 0541      富山県    富山市
24 0356      群馬県    沼田市 74 0553      石川県    加賀市
25 0421      埼玉県    さいたま市見沼区 75 0554      福井県    越前市
26 0422      埼玉県    さいたま市岩槻区 76 0555      長野県    中野市
27 0441      埼玉県    川口市 77 0581      長野県    北安曇郡池田町
28 0451      埼玉県    行田市 78 0651      岐阜県    大垣市
29 0452      埼玉県    狭山市 79 0652      岐阜県    各務原市
30 0453      埼玉県    鴻巣市 80 0621      静岡県    静岡市駿河区
31 0454      埼玉県    志木市 81 0622      静岡県    浜松市南区
32 0455      埼玉県    三郷市 82 0653      静岡県    富士宮市
33 0481      埼玉県    入間郡越生町 83 0654      静岡県    掛川市
34 0423      千葉県    千葉市緑区 84 0623      愛知県    名古屋市中区
35 0456      千葉県    市川市 85 0624      愛知県    名古屋市守山区
36 0442      千葉県    船橋市 86 0641      愛知県    豊橋市
37 0457      千葉県    松戸市 87 0655      愛知県    一宮市
38 0458      千葉県    旭市 88 0656      愛知県    津島市
39 0459      千葉県    八千代市 89 0642      愛知県    豊田市
40 0460      千葉県    袖ヶ浦市 90 0657      愛知県    常滑市
41 0401      東京都    港区 91 0658      愛知県    尾張旭市
42 0402      東京都    墨田区 92 0681      愛知県    知多郡南知多町
43 0403      東京都    品川区 93 0659      三重県    津市
44 0404      東京都    大田区 94 0660      三重県    松阪市
45 0405      東京都    世田谷区 95 0751      滋賀県    守山市
46 0406      東京都    中野区 96 0721      京都府    京都市中京区
47 0407      東京都    豊島区 97 0722      京都府    京都市山科区
48 0408      東京都    板橋区 98 0752      京都府    綾部市
49 0409      東京都    練馬区 99 0723      大阪府    大阪市天王寺区
50 0410      東京都    足立区 100 0724      大阪府    大阪市城東区
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連番 地点番号  県　名    市町村名
101 0725      大阪府    大阪市住之江区
102 0726      大阪府    堺市東区
103 0741      大阪府    豊中市
104 0753      大阪府    池田市
105 0742      大阪府    枚方市
106 0754      大阪府    富田林市
107 0755      大阪府    松原市
108 0756      大阪府    藤井寺市
109 0743      大阪府    東大阪市
110 0727      兵庫県    神戸市灘区
111 0728      兵庫県    神戸市北区
112 0744      兵庫県    姫路市
113 0745      兵庫県    明石市
114 0757      兵庫県    伊丹市
115 0758      兵庫県    高砂市
116 0781      兵庫県    加古郡播磨町
117 0746      奈良県    奈良市
118 0759      奈良県    天理市
119 0760      和歌山県  有田市
120 0881      鳥取県    東伯郡琴浦町
121 0851      島根県    安来市
122 0821      岡山県    岡山市北区
123 0841      岡山県    倉敷市
124 0822      広島県    広島市南区
125 0852      広島県    三原市
126 0842      広島県    福山市
127 0853      山口県    宇部市
128 0854      山口県    周南市
129 0951      徳島県    小松島市
130 0941      香川県    高松市
131 0952      愛媛県    新居浜市
132 0981      愛媛県    上浮穴郡久万高原町
133 0942      高知県    高知市
134 1021      福岡県    北九州市小倉北区
135 1022      福岡県    福岡市東区
136 1023      福岡県    福岡市西区
137 1041      福岡県    久留米市
138 1051      福岡県    飯塚市
139 1052      福岡県    宗像市
140 1053      佐賀県    唐津市
141 1042      長崎県    佐世保市
142 1081      長崎県    西彼杵郡長与町
143 1054      大分県    別府市
144 1121      熊本県    熊本市西区
145 1181      熊本県    芦北郡芦北町
146 1151      宮崎県    都城市
147 1141      鹿児島県  鹿児島市
148 1152      鹿児島県  霧島市
149 1142      沖縄県    那覇市
150 1153      沖縄県    うるま市
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第３章　有効回答者の基本属性等

　本章では、有効回答者（以下、回答者）1,718 名の基本属性等について報告する。加えて、
第Ⅱ部の各論で単純集計が掲載されない質問項目のうち、重要なものについても、概況を示す
こととする。なお、以下の分析における回答者総数は、すべて 1,718 名である。
　回答者の男女別・年齢層別の内訳は、表Ⅰ -3-1 の通りである。

表Ⅰ -3-1　回答者の内訳

区　分 総　数 男　性 女　性
20 代 161（ 9.4）     63（ 7.8）     98（10.8）
30 代 232（13.5）     96（11.8）    136（15.0）
40 代 314（18.3）    144（17.8）    170（18.7）
50 代 306（17.8）    152（18.7）    154（17.0）
60 代 339（19.7）    166（20.5）    173（19.1）
70 歳以上 366（21.3）    190（23.4）    176（19.4）

計  1,718（100.0）    811（100.0）    907（100.0）

（１）都市規模
　層化に用いた都市規模別に回答者の分布をみた（図Ⅰ -3-1）。約 2 割 5 分の回答者が政令市
もしくは東京都 23 区に住んでいた。2 割弱の回答者が中核市に、5 割弱の回答者が政令市・中
核市以外の市に住んでいた。町村在住者は 1 割であった。
　男女別にみると、女性より男性の方が都市部に住んでいる割合が高かった。年齢層別にみる
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図Ⅰ-3-1　都市規模（男女別、年齢層別）
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と、20 代が 23 区に住む割合が多く、町村部に住む割合が少なかった。そのほかは線形的な結
果となっておらず、年齢以外の要因が複合的に働いているものと思われる。

（２）警察管区

　警察管区別にみた回答者の分布は、表Ⅰ -3-2 の通りである。男女の内訳とともに示す。

表Ⅰ -3-2　警察官区別回答者の分布（男女別）

区　分 総　数 男　性 女　性
北 海 道    74（ 4.3）    35（ 4.3）    39（ 4.3）
東北管区   123（ 7.2）    55（ 6.8）    68（ 7.5）
警 視 庁   181（10.5）    78（ 9.6）   103（11.4）
関東管区   480（27.9）   250（30.8）   230（25.4）
中部管区   197（11.5）    94（11.6）   103（11.4）
近畿管区   292（17.0）   139（17.1）   153（16.9）
中国管区   113（ 6.6）    48（ 5.9）    65（ 7.2）
四国管区    60（ 3.5）    28（ 3.5）    32（ 3.5）
九州管区   198（11.5）    84（10.4）   114（12.6）

計  1,718（100.0）   811（100.0）   907（100.0）
注　本報告書における警察管区別の都道府県は次のとおりである。
　　　北海道：北海道
　　　東北管区：青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県
　　　警視庁：東京都
　　　関東管区：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県
　　　中部管区：富山県、石川県、福井県、岐阜県、愛知県、三重県
　　　近畿管区：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
　　　中国管区：鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県
　　　四国管区：徳島県、香川県、愛媛県、高知県
　　　九州管区：福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県
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（３）職業
　職業別にみた回答者の分布は、表Ⅰ -3-3 の通りである。男女の内訳とともに示す。

表Ⅰ -3-3　職業別回答者の分布（男女別）

区　分 総　数 男　性 女　性
　自営業・家族従業者   176（10.2）    98（12.1）    78（ 8.6）
　経営・管理職    61（ 3.6）    57（ 7.0）     4（ 0.4）
　専門職・教育職   175（10.2）    74（ 9.1）   101（11.1）
　事務的職業   144（ 8.4）    48（ 5.9）    96（10.6）
　生産・技能職   156（ 9.1）   134（16.5）    22（ 2.4）
　営業・販売・サービス業   165（ 9.6）   110（13.6）    55（ 6.1）
　専業主婦・主夫   247（14.4）     9（ 1.1）   238（26.2）
　学　生    34（ 2.0）    15（ 1.8）    19（ 2.1）
　アルバイト・パートタイマー   227（13.2）    46（ 5.7）   181（20.0）
　無　職   291（16.9）   198（24.4）    93（10.3）
　その他    18（ 1.0)     9（ 1.1）     9（ 1.0）
　無回答    24（ 1.4）    13（ 1.6）    11（ 1.2）

計  1,718（100.0）   811（100.0）   907（100.0）

（４）住居形態
　住宅の形態別にみた回答者の分布は、表Ⅰ -3-4 の通りである。男女の内訳とともに示す。

表Ⅰ -3-4　住宅の形態別回答者の分布（男女別）

区　分 総　数 男　性 女　性
　一戸建て  1,346（78.3）    648（79.9）    698（77.0）
　集合住宅 358（20.8）    159（19.6）    199（21.9）
　　５階建て以上 149（ 8.7）       62（ 7.6）        87（ 9.6）
　　４階建て以下 202（11.8）       94（11.6）       108（11.9）
　　階数無回答 7（ 0.4）        3（ 0.4）         4（ 0.4）
　その他     6（ 0.3）     2（ 0.2）     4（ 0.4）
　無回答 8（ 0.5） 2（ 0.2） 6（ 0.7）

計  1,718（100.0）   811（100.0）   907（100.0）

（５）同居人数（本人も含む）
　同居人数（本人も含む）別にみた回答者の分布は、表Ⅰ -3-5 の通りである。男女の内訳と
ともに示す。
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表Ⅰ -3-5　同居人数別回答者の分布（男女別）

区　分 総　数 男　性 女　性
　１　人 162（ 9.4）    80（ 9.9）    82（ 9.0）
　２　人 477（27.8）   239（29.5）   238（26.2）
　３　人 393（22.9）   191（23.6）   202（22.3）
　４　人 361（21.0）   174（21.5）   187（20.6）
　５　人 169（ 9.8）    70（ 8.6）    99（10.9）
　６人以上 104（ 6.1）    41（ 5.1）    63（ 6.9）
　無効回答※ 42（ 2.4）    12（ 1.5）    30（ 3.3）
　無回答    10（ 0.6）     4（ 0.5）     6（ 0.7）

     計  1,718（100.0）   811（100.0）   907（100.0）
同居人数は本人を含む。「1 人」は一人暮らしである。
※ 同居人数の回答が、それ以外の質問の回答と論理的に矛盾すると判定された場合、「無効回答」として集計

を行った。

（６）結婚の状況・結婚の経験
　結婚の状況・結婚の経験についてたずねた。回答者の約 2 割が未婚であり、1 割強に離死別
経験があった。女性より男性の方が、3 ポイント程度未婚率が高かった。年齢層別にみると年
齢が若いほど未婚率は高く、20 代では 8 割、30 代では 3 割 5 分が未婚であった。50 代でも 1
割強が未婚であった（図Ⅰ -3-2）。
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図Ⅰ-3-2　結婚の状況・結婚の経験（男女別、年齢層別）
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（７）家族の状況
　家族の状況や家財等の所有についてたずねた。文言は、「あなたやご家族についてお聞きし
ます」とし、表Ⅰ -3-6 にあるように a から m までの 13 項目をたずねた。未就学児がいる回
答者は全体の約 1 割、65 歳以上の家族（自分も含む）がいる回答者は全体の 4 割であった。
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　　　　　　　　　　　　　　表Ⅰ -3-6　家族の状況や家財等の所有　　　　　　　　　　　　（％）
はい いいえ 無回答

a 同居している家族に、未就学児がいる 11.8 84.8 3.4
b 同居している家族に、小学生の女の子がいる 6.2 90.3 3.4
c 同居している家族に、小学生の男の子がいる 7.3 89.1 3.7
d 同居している家族に、中学・高等学校相当年齢の女子がいる 8.5 88.0 3.6
e 同居している家族に、中学・高等学校相当年齢の男子がいる 8.4 87.9 3.7
f 同居している家族に、６５歳以上の人がいる 40.0 56.7 3.3
g 同居のご家族は、あなたを含めて全員６５歳以上である 17.3 79.4 3.3
h あなたまたは同居のご家族は、自動車を所有している 79.3 17.3 3.4
i あなたまたは同居のご家族は、オートバイを所有している 15.7 80.4 3.9
j あなたまたは同居のご家族は、自転車を所有している 68.0 28.3 3.6
k あなたまたは同居のご家族は、犬を飼っている 13.9 82.2 4.0
l あなたまたは同居のご家族は、インターネットを利用している 76.9 19.3 3.8
m あなたまたは同居のご家族は、町内会・自治会（マンション管理組合）に加入している 75.4 21.0 3.6

（８）世帯年収
　世帯年収（税込み、含む年金）について、「200 万円未満」から「1200 万円以上」の 7 カテ
ゴリーならびに「分からない」の選択肢を加えた合計 8 つの選択肢でたずねた。
　回答者のうち、400 万円未満の者が 4 割弱を、400 万円以上 800 万円未満の者が約 3 割を占
めた。分からない・無回答が約 1 割半を占めた（図Ⅰ -3-3）。
　男女別にみると、男性より女性の方が少ない年収を選択する人の割合が多く、また、「分か
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らない」の回答が多かった。年齢層別にみると、30 代から 50 代までは年齢層が高くなるにつれ、
高い年収を選ぶ人の割合が多かった。「200 万円未満」と回答した人の割合は、60 代・70 代で、
それぞれ約 1 割半・3 割弱であった。20 代では 3 人に 1 人が「分からない」と回答した。

（９）居住年数
　居住年数をたずねた（文言は、「あなたは、現在の地域にどれくらい住んでいますか。ここ
でいう「地域」は、小・中学校区くらいの範囲をお考えください」）。全体の 6 割弱がその場所
に 20 年以上住んでいると答えた。1 割の回答者が 5 年未満と答えた。男性より女性の方が、
また、高年齢層より若年齢層の方が長期間住んでいると答える人の割合が少なかった（図Ⅰ
-3-4）。
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（10）居住地域の印象
　「あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。」という文言で、表Ⅰ -3-7
にあるように a から t までの 20 項目をたずねた（表Ⅰ -3-7）。
　「とてもそう思う」「ややそう思う」を合わせた人の割合が高かった上位 5 項目は、「総合的
にみて、住みよい」（86.0％）、「この地域に住み続けたい」（80.4%）、「通勤・通学、日常の買
い物などの便がよい」（75.4%）、「夜、街灯が貧弱で暗いところが多い」（64.6%）、「緑・水辺な
ど自然とふれあえる場所が多い」（57.7％）であった。この 5 つのうち、ネガティブ項目は「街
灯が貧弱」のみだった。おおむね、多くの人が現在の地域に満足しているといえる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　 表Ⅰ -3-7　居住地域の印象　　　　　　　　　　　　　　  （％）
とても 

そう思う
やや 

そう思う
あまりそう 
思わない

全くそう 
思わない 無回答

a 通勤・通学、日常の買い物などの便がよい 34.3 41.1 19.0 5.2 0.5 
b 子供の遊び場・公園などが充実している 11.1 35.0 43.1 10.0 0.9 
c 緑・水辺など自然とふれあえる場所が多い 17.1 40.6 34.8 6.5 1.0 
d まちなみ、景観がよい 9.5 39.5 43.8 6.2 1.1 
e 子供がのびのびと遊べる場所が多い 6.8 29.3 50.8 11.9 1.3 
f 空き家、空き店舗などの管理されていない所が多い 8.7 31.6 49.1 9.1 1.5 
g 夜、街灯が貧弱で暗いところが多い 18.2 46.4 30.6 3.8 0.9 
h 木や茂みなどの管理が行き届いていない 9.1 32.1 51.4 5.9 1.4 
i ゴミやタバコの吸い殻が落ちていることが多い 7.2 27.3 56.9 7.9 0.8 
j スプレーによる落書きが多い 1.2 5.9 52.2 39.9 0.8 
k 風俗産業などの有害環境が目につく 0.9 3.1 35.2 59.8 1.0 
l 非行少年のたまり場が多い 0.8 4.5 52.2 41.3 1.1 
m たばこを吸っている中学生や高校生が多い 1.1 6.1 45.6 46.2 1.0 
n 路上に乗り捨てられた自転車やバイクが多い 1.4 10.0 46.0 41.3 1.3 
o トラブルを起こす人がいる 2.3 12.2 54.1 30.1 1.3 
p 昼、学校をさぼっている中高生が目につく 0.3 2.7 46.7 48.9 1.3 
q 夜、たむろしている若者が目につく 0.9 8.2 45.9 43.6 1.4 
r 暴力団とかかわりのある人がいる 0.8 3.5 40.3 53.8 1.6 
s 総合的にみて、住みよい 25.1 60.9 10.0 3.1 0.9 
t この地域に住み続けたい 28.0 52.4 14.3 3.6 1.6 

（11）近隣の相互扶助
　近隣の相互扶助についてたずねた（文言は「あなたには、ご近所に、お互いに相談したり助
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図Ⅰ-3-5　近隣の相互扶助
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け合ったりしている人がいますか」）。約半数の人が「あまりいない」もしくは「ほとんどいな
い」（以下＜いない＞）を選択した。男性より女性の方が＜いない＞を選択する割合が高かった。
年齢層別にみると、20 代から 40 代までは傾向に大きな違いはなく、50 代・60 代ではそれよ
り若い世代に比べ、＜いない＞を選択する割合が少なかった。70 代ではその選択の割合が逆
に増えた（図Ⅰ -3-5）。

（12）近所の小・中学生の認知
　近所の小・中学生の認知についてたずねた（文言は「あなたは、近所の小・中学生がどこの
家の子供か知っていますか」）。結果を図Ⅰ -3-6 に示す。
　全体の 7 割の回答者が「あまり知らない」あるいは「ほとんど知らない」（以下＜知らない＞）
と答えた。女性より男性の方が＜知らない＞と答える割合が高かった。年齢層別でみると、「ほ
とんど知っている」「だいたい知っている」を選ぶ割合は、子どもが小・中学生である場合が
比較的多い 40 代で最も高かった。20 代の半数は「ほとんど知らない」と回答した。
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■ ほとんど知っている　■ だいたい知っている　■ あまり知らない　■ ほとんど知らない　■ 無回答

図Ⅰ-3-6　近所の小・中学生の認知
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（13）メディア接触
　ふだんのメディア接触について、表 I-3-8 にあるように a から g までの 7 項目をたずねた。
自宅の固定電話で電話をすることが「全くない」と答えたのは全体の 5 割弱にのぼった。他方
で携帯電話等で通話をすること（アプリでの通話も含む）は、約 3 割の回答者が「1 日数回以上」
と回答していた。メールやメッセージを送受信することは、5 割以上の回答者が「1 日数回以上」
と回答していた。インターネットサイトの視聴も多くの回答者が活発に行っていたが、ソーシャ
ルメディア（ツイッター、フェイスブックなど）に限定すると、「1 日数回以上」「1 日 1 回程度」
の視聴者の割合はインターネットサイトの場合の約半数程度にとどまった。ソーシャルメディ
アへの投稿を頻繁に行っているものはさらに少なく、4 人に 3 人が「全くない」と答えた（表
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Ⅰ -3-8）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　表Ⅰ -3-8　メディア接触　　　　　　　　　　　　　　　（％）
１日数回 

以上
１日１回 

程度 週に数回 週に１回 
以下 全くない 無回答

a 自宅の固定電話で電話をすること 3.0 3.7 14.9 30.6 46.4 1.3 
b 自宅の固定電話に電話がかかってくること 9.8 12.2 31.0 21.4 24.0 1.6 

c 携帯電話・スマートフォンで通話すること 
（LINE 通話、スカイプ等を含みます） 31.7 18.7 27.9 12.6 7.0 2.1 

d メールや LINE 等のメッセージを送受信す
ること 54.4 11.2 13.0 5.0 14.6 1.7 

e インターネットのサイトを見ること 52.3 10.2 7.4 3.8 24.5 1.8 

f ツイッター、フェイスブック等のソーシャ
ルメディアを見ること 25.6 6.9 6.5 6.2 52.9 1.9 

g ツイッター、フェイスブック等のソーシャ
ルメディアに投稿すること 4.8 2.6 6.1 10.1 74.5 1.9 

（14）メディア視聴（報道）
　報道に関するメディア接触について、新聞記事、テレビのニュース、インターネットのニュー
スの 7 項目をたずねた。「よく見る」「たまに見る」（以下＜見る＞）と答えた回答者は、新聞
記事で 6 割強、テレビのニュースが 9 割以上、インターネットのニュースが 7 割弱であった。
　なお、年齢層別にみると、＜見る＞と答えた回答者は年齢層で大きな差がみられた。以下、
煩雑になるので表にはしていないが、＜見る＞と答えた「20 代」と「70 歳以上」のみについ
て比較すると、テレビは 20 代が 7 割 5 分、70 歳以上のほぼ全員と、多くの回答者が＜見る＞
と回答したのに対して、新聞については、70 歳以上で 8 割強がそう回答したものの、20 代で
は 3 割弱にとどまった。インターネットはその逆で、20 代の約 9 割が＜見る＞と回答したも
のの、70 歳以上では 2 割強にとどまった（表Ⅰ -3-9）。

　　　　　　　　　　　　　　　表Ⅰ -3-9　メディア視聴（報道）　　　　　　　　　　 　　　（％）

よく見る たまに 
見る

あまり 
見ない

ほとんど 
見ない 無回答

a 新聞記事 46.6 16.5 11.2 24.6 1.2
b テレビのニュース 76.0 16.2 4.2 3.1 0.5
c インターネットのニュース 46.4 20.3 6.0 24.8 2.5

（15）回答モード
　どのような方法で回答をしたか（回答モード）の内訳を表Ⅰ -3-10 に示す。全体の 27.6％が
訪問員への調査票の手渡しを選び、58.3％が郵送による返送を選んだ。ウェブ画面からの回答
を選んだのは 14.1％だった。
　男女別、年齢層別にみても、いずれも郵送返送を選ぶ割合が最も多かった。
　男女別で比較すると、女性より男性の方がウェブ回答を選択する人の割合が多かった。年齢
層別にみると、おおむね年齢層が高くなるにつれ、訪問回収を選ぶ割合が高かった。若い年齢
層ほどウェブ回答を選ぶ割合が多く、20 代の 3 割が、30 代の 2 割 5 分が、ウェブ回答を利用
していた。60 代以上のウェブ回答は少なかった。
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　なお財団は、2017 年 1 ～ 2 月にかけて「安全安心な社会とレジャーに関するアンケート（パ
チンコ・パチスロ遊技障害全国調査）」を行っている。この調査と今回の調査は、まったく同
じ回答モードを採用した（「郵送留置・訪問回収（郵送返送・ウェブ回答併用）法」）。2017 年
調査の回答モード比は、訪問：郵送：ウェブで、36％：47％：17％であった。今回は、その調
査と比べて、訪問・郵送で 10 ポイント程度の違いが生じたが、ウェブ回答の比率はほぼ似た
数値となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　表Ⅰ -3-10　回答モード　　　　　　　　　　　 　　　　（％）

訪問回収 郵送返送 web 回答
web 回答（内訳、全回答数比）

スマートフォン タブレット パソコン
全体 27.6 58.3 14.1 7.2 0.8 6.2

男 25.6 56.8 17.5 7.0 1.1 9.4
女 29.4 59.5 11.0 7.3 0.4 3.3

20 代 21.7 49.1 29.2 21.1 0.0 8.1
30 代 21.6 53.0 25.4 16.8 0.9 7.8
40 代 27.4 53.2 19.4 8.6 1.6 9.2
50 代 24.5 60.5 15.0 6.9 1.3 6.9
60 代 29.5 65.2 5.3 0.3 0.3 4.7
70 歳以上 35.2 61.7 3.0 0.3 0.3 2.5

（16）本章のまとめ
　本章では有効回答者の基本属性等を報告した。回答者の 5 割弱が中核市・政令市・23 区に
住んでいた。職業は約 4 割が正規雇用の給与所得者で、自営業は 1 割、専業主婦（夫）は 1 割
5 分だった。居所の集合住宅比率は 2 割だった。同居家族の人数（自分を含めた数）は、「2 人」
が 3 割弱、「3 人」「4 人」が各 2 割強、「1 人」が 1 割だった。回答者の 8 割が結婚の経験を有
していたが 20 代の未婚率は 8 割、30 代でも 3 割 5 分にとどまった。同居家族の中に 65 歳以
上の人がいると答えたのは 4 割だった。現在の居所での居住年数はおおむね、年齢があがるほ
ど長い傾向にあった。居住地域の印象についてはよい印象をもっている回答者が多かった。
　近所に相互扶助できる人がいるかについては、女性より男性の方が、若年齢層より高年齢層
の方が多くいると答えた人の割合が多かった。近所の小・中学生を知っているかについては、
7 割の回答者があまり知らない・知らないと答えた。
　メディア利用については、固定電話で話すことが全くないと答えた回答者は 5 割弱にのぼっ
た。他方でメールやメッセージの送受信を一日に数回以上している回答者も 6 割 5 分にのぼっ
た。報道に関するメディア視聴については、テレビのニュースをよく見ると答えた層は全体の
9 割超に達したが、新聞・インターネットのニュースをよく見ると答えた層は、全体の 5 割弱
にとどまった。
　調査票に回答をする方法（回答モード）は、6 割弱が郵送での返送を選び、3 割弱が訪問調
査員への手渡しを選び、残りの約 1 割 5 分がウェブ回答だった。女性より男性が、また高年齢
層より若年齢層がウェブ回答を選んでいた。
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第１章　犯罪被害の実態

１．犯罪被害の経験

　自分や同居の家族が、この 1 年間（平成 29 年 9 月 1 日から平成 30 年 8 月 31 日まで）に、
犯罪の被害にあったことがあるか（世帯犯罪被害）を尋ねたところ、何らかの犯罪の被害を受
けたことがある世帯は 216 世帯（12.6％）であり、被害を受けたことがないのは 1,411 世帯

（82.1％）であった。
　図Ⅱ -1-1 は、今回の調査（2017 年 9 月～ 10 月実施）と 2002 年 1 月、2004 年 10 月、2007
年 9 月、2010 年 10 月および 2014 年 9 月に実施した調査（以下、それぞれ「2002 年調査」、「2004
年調査」、「2007 年調査」、「2010 年調査」、「2014 年調査」という）における犯罪被害経験の有
無を比較したものである。
　2004 年調査で世帯犯罪被害を申告した回答者の割合は 30.3% で最も高く、以降、2007 年調査、
2010 年調査で減っていたが、前回（2014 年）、今回調査とあわせて近年は 13％程度の水準で
ほぼ横ばいとなっている。

図Ⅱ-1-1　この 1年間に自分自身・家族が犯罪被害にあった経験
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（１）都市規模別の被害の有無
　図Ⅱ -1-2 と図Ⅱ -1-3 は、今回の調査と 2014 年調査における都市規模別の世帯犯罪被害の有
無を比較したものである。
　今回調査で、都市規模別で世帯犯罪の被害率が最も高いのは政令指定都市（15.0%）であった。
次いで、東京都区部（14.1%）、中核市以外の市（13.4%）、中核市（12.7%）の順であり、町村（9.9%）
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での世帯犯罪被害率が最も低くなっている。
　市町村合併の進展や政令指定都市の拡大を踏まえ、2014 年調査までは都市規模の分類変数
が「人口 10 万人以上の市」「人口 10 万人未満の市」であったのが今回調査からは「中核市」

図Ⅱ-1-3　都市規模別の被害の有無（2014 年調査）
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図Ⅱ-1-2　都市規模別の被害の有無（2018 年調査）
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と「中核市以外の市」と変更された。2014 年調査では、「人口 10 万人以上の市」と「人口 10
万人未満の市」とで被害ありの回答者の割合に 5 ポイント程度の差があったが、今回調査では、

「中核市」と「中核市以外の市」の差異は 2 ポイント程度に縮小している。
　2014 年調査と比較すると、世帯犯罪被害率は、東京都区部では減少しているが、政令指定
都市では増加している。

（２）被害にあった犯罪の種類
　図Ⅱ -1-4 は、この 1 年間の世帯犯罪の被害率を、犯罪の種類別に示したものである（なお、
複数回答可となっている）。「自宅や敷地内に無断で侵入された」の被害率が 3.3％と最も高く、

「自転車盗」（3.1％）がほぼ同じ水準で続く。その後は、「人につきまとわれたり、のぞかれた
りした」（1.9％）、「自宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりした」（1.6%）、「自宅に
どろぼう（空き巣など）に入られた」（1.5％）、「インターネットを利用した犯罪の被害にあった」

（1.0％）の順となっている。
　2007 年調査から今回調査までの 4 回（11 年）の推移をみると、「自転車盗」や「自宅や自動
車などに落書きされたり、壊されたりした」は減少傾向にあるものの、「自宅や敷地内に無断
で侵入された」は今回調査で増加、「人につきまとわれたり、のぞかれたりした」などは微増
している。全体の被害率はここ 3 回の調査でほぼ横ばいであったが、被害に遭う犯罪の種類に
は変化がみられる。

表Ⅱ -1-1　犯罪の種類別の被害回数

１回    ２回 ３回以上
合計回答

者数
構成
割合

回答
者数

構成
割合

回答
者数

構成
割合

暴行や傷害などの暴力的な犯罪 12 (80.0%) 2 (13.3%) 1 (6.7%) 15
自宅にどろぼう（空き巣など） 21 (84.0%) 2 (8.0%) 2 (8.0%) 25
ひったくり 4 (100.0%) - - - - 4
自転車盗 38 (74.5%) 4 (7.8%) 9 (17.6%) 51
自動車やオートバイ 8 (80.0%) 2 (20.0%) - - 10
すり 4 (80.0%) - - 1 (20.0%) 5
車上ねらい 6 (100.0%) - - - - 6
痴漢 10 (66.7%) 1 (6.7%) 4 (26.7%) 15
特殊詐欺（振り込め詐欺等） 13 (81.3%) 1 (6.3%) 2 (12.5%) 16
悪質商法 9 (81.8%) 1 (9.1%) 1 (9.1%) 11
器物損壊 23 (82.1%) 2 (7.1%) 3 (10.7%) 28
住居侵入 36 (72.0%) 6 (12.0%) 8 (16.0%) 50
つきまとい・のぞき 21 (65.6%) 5 (15.6%) 6 (18.8%) 32
インターネット犯罪 13 (72.2%) 4 (22.2%) 1 (5.6%) 18
殺人、放火、強盗、強制性交等 3 (100.0%) - - - - 3
子供の声かけ等 7 (77.8%) 2 (22.2%) - - 9



第Ⅱ部　調査の結果

－ 34 －

自宅や敷地内に無断で侵入された

自転車が盗まれた

人につきまとわれたり、のぞかれたりした

自宅や自動車などに落書きされたり、壊され
たりした

自宅にどろぼう（空き巣など）に入られた

インターネットを利用した犯罪の被害にあった

暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあった

痴漢にあった

振り込め詐欺や悪質商法などの詐欺犯罪

特殊詐欺（振り込め詐欺等）にあった

悪質商法などでお金を取られた

自動車やオートバイが盗まれた

子どもが不審者に声をかけられたり、
追いかけられたりした

自動車内の金品を盗まれた

すりにあった

ひったくりにあった

凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強姦）にまき
こまれた

その他（交通事故を除く）

被害あり（計）

0 5 10 15 20 25（％）

図Ⅱ-1-4　被害にあった犯罪の種類（複数回答）
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（３）被害の回数
　表Ⅱ -1-2 は、この 1 年に犯罪の被害にあったと回答した人に対して、被害の回数を尋ね、
その回数を 1 回、2 回、3 回以上に分類して、回答者数と構成割合を示したものである。1 回
のみの犯罪被害を単数被害、2 回以上の被害は反復被害といわれている。
　ひったくり、自動車内の金品の窃盗（車上ねらい）といった犯罪では、被害を申告した回答
者のすべてが単数被害者であった。これに対し、自宅へのどろぼう（空き巣など）、自転車盗、
痴漢、特殊詐欺、住居侵入、つきまとい・のぞきといった多くの犯罪の種類では、被害の多く
が反復被害として発生していることが伺える。

２．犯罪被害の警察への届出

　図Ⅱ -1-5 は、過去 1 年間に何らかの犯罪の被害にあった世帯について、警察にその被害を
届け出た比率（以下、「通報率」という）を罪種別に示したものである。総数は、全ての種類
の犯罪の被害数の合計を表している。過去 1 年間に、複数回被害にあった世帯があるため、事
件数は被害世帯の総数よりも多くなる。
　犯罪被害全体でみると、総数 618 件のうち、被害者が警察へ届け出たのは 155 件（通報率
25.1％）、届け出なかったのは 463 件（74.9％）であった。
　被害数 10 件以上の犯罪について通報率をみると、自動車・オートバイ盗（100％）が最も高
く、次いで、自転車盗（44.7％）、自宅へのどろぼう（空き巣など）（41.9％）、悪質商法（33.3％）
の順に高かった。
　他方、痴漢（5.4％）、つきまとい・のぞき（11.6％）、住居侵入（14.4％）、インターネット
犯罪（16.7％）、特殊詐欺（23.8％）、暴行や傷害などの暴力的な犯罪（26.9％）では、通報率
がいずれも 30％を下回っている。
　全体的にみると、窃盗の通報率は、自転車盗等の軽微なものを含めて高く、痴漢やつきまと
い、覗き等の性的犯罪や対人犯罪の通報率は低いといえよう。
　図Ⅱ -1-6 には、今回（2018 年）調査において、被害人数が 10 名以上となった犯罪種別に
ついて、2014 年調査との間で通報率を比較している。「自動車盗・オートバイ盗」、「器物損壊」、

「インターネット犯罪」を除く複数の罪種で通報率が減少していた。特に、痴漢や子供声かけ
等といった被害は 2014 年に比べて、通報率が大きく減少している。
　この 1 年間に犯罪の被害にあったけれども警察に被害を届け出なかった回答者 156 名に対し
て、その理由を複数回答で尋ねたところ、図Ⅱ -1-7 に示すように、「事件がそれほど重大でな
かった」（回答者に対する選択率 28.1％、以下同じ）、「未遂だった、損失がなかった、被害が
少なかった」（20.3％）、「届けるのが面倒くさい」（19.5％）といった理由が多く選択されていた。
　これらからは、届け出に要する時間や手間といったコスト評価が、被害の重大性や被害の回
復可能性といった届け出で得られるベネフィットの評価を上回ったために届出に至らないこと
が伺える。ただし、「証拠がない、信じてもらえない」（18.8％）、「警察は何もしてくれない、
届けてもむだ」（15.6％）といった回答が一定程度選択されていることには留意が必要である。
　犯罪被害の届け出は、その後の犯罪捜査や犯罪者の矯正処遇といった刑事司法手続きの最上
流に位置しているため、犯罪被害が暗数化せずに届け出されることは、刑事司法を通じて社会
の安全を守り、さらに被害者に対しても被害回復や支援の契機となる。このため、犯罪被害の
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図Ⅱ-1-6　主要な犯罪の通報率の変化
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届け出を阻害する要因を見出して改善することは大変重要であろう。

３．特殊詐欺の前兆電話・郵便の経験率と予防行動

　近年、特殊詐欺被害が大きな社会問題になっている。全国での特殊詐欺の認知件数は 2009
年の 7340 件から増加を続け 2017 年には 18212 件となっている。そして、その被害額は、この
数年は減少しているものの、それでも年間 400 億円となっており、刑法犯全体の 1/4 を占めて
いる。
　特殊詐欺の主要な手口は、親族等を騙ってその危機を訴えて解決のために金品を騙し取るオ
レオレ詐欺、いわれのない未払い料金や商取引のトラブルの解決金を要求する架空請求詐欺、
ATM で過払いの医療費や税金等の払い戻しが受けられるという架空請求詐欺である。
　現金交付の手段もさまざまであり、金融機関での振込のみならず、被害者宅や待ち合わせ場
所で現金で受け渡す「現金手交型」、同じくキャッシュカードを受け渡す「キャッシュカード
手交型」、郵便や宅配便で現金を送付させる「現金送付型」、電子マネーを受け渡す「電子マネー
型」が知られている。
　特殊詐欺の被害で顕著なのは高齢者の被害である。特殊詐欺の被害のうち 72.5% が 65 歳以
上の高齢者の被害となっており、特にオレオレ詐欺と還付金等詐欺では高齢者が被害にあう件
数が全認知件数の 9 割以上を占める。
　特殊詐欺の大きな特徴は、当初の連絡が電話またはハガキで行われ、詐欺を働こうとする犯
罪者と直接的には接触しないことである。このため、今回の調査の問 14 から問 16 までで、特
殊詐欺に焦点を当てた項目を作成・実施した。扱った特殊詐欺の類型は、オレオレ詐欺、還付

図Ⅱ-1-7　被害を警察に届けなかった理由（複数回答）
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金等詐欺、架空請求詐欺である。
　本調査では問 14 で、過去 1 年間の「商品やサービスについての、しつこいセールス電話」
と「無言電話」の経験を尋ねた上で、問 15 で特殊詐欺の前兆電話や郵便の受領経験について
尋ねた。結果を表Ⅱ -1-2 に示す。今回取り扱った類型の中で最も経験率が高かったのは、架
空請求詐欺の郵便（7.8%）であり、続いて、架空請求詐欺の電話（3.8%）、還付金詐欺等の電
話（2.2%）、オレオレ詐欺（2.1%）であった。

表Ⅱ -1-2　特殊詐欺前兆電話・郵便の経験率

類型 文言 前兆電話経験率
（過去１年）

オレオレ詐欺 あなたの子や孫を装 ( よそお ) った人間からの「電話番号が変わっ
た」「鞄 ( かばん ) をなくした」などの電話

2.1

還付金等詐欺 公的機関を装った人間からの「税金や医療費が還付される」などの
電話

2.2

架空請求詐欺（電話）あなたが覚えのない、未払い代金を要求する電話 3.8
架空請求詐欺（郵便）あなたが覚えのない、未払い代金を要求するハガキ 7.8

　これらの特殊詐欺の前兆電話・郵便の性・年齢層別の経験率を図Ⅱ -1- 8 に示す。オレオレ
詐欺の前兆電話経験率は 60 代まででは性・年齢層の間に大きな差異はないが、70 歳以上では
男性（5.7%）・女性（12.5%）ともに高くなっている。また、還付金等詐欺の前兆電話について
も、70 歳以上の経験率が男性（4.4%）、女性（7.4%）ともに高くなっている。架空請求詐欺の

図Ⅱ-1-8　前兆電話の経験率（性・年齢層別）
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電話は、性・年齢層別で大きな差異はみられないが、架空請求詐欺の郵便（ハガキ）は 50 代
女性（17.6%）・60 代女性（15.8%）で高くなっている。
　問 15 の付問 1 では、特殊詐欺の前兆電話（オレオレ詐欺、還付金等詐欺、架空請求詐欺）
について、その前兆電話が詐欺だと看破したタイミングについて尋ねている。問 15 の設問で
これらの前兆電話の 1 種類にのみについて経験した回答者はその種類について、2 つ以上の種
類について経験した回答者は「複合」として分類した。
　前兆電話を経験した回答者 121 名のうち 95 名（78.5%）は電話で相手を話している際にその
電話が詐欺と気付いているが、20 名（16.5%）は電話を切るまでその電話が詐欺だとは気付か
なかった。このうち 2 名は既遂に至っている。
　看破したタイミングを類型別にみると、オレオレ詐欺、還付金等詐欺、架空請求詐欺の間で
大きな差異はみられない（表Ⅱ -1-3）。また、年齢層別にみた場合、架電中に詐欺と気付いた
回答者の割合は 60 代（87.5%）に比べて、70 代（78.1%）と 80 代（81.0%）ではやや低くなっ
ている（表Ⅱ -1-4）。なお、前兆電話を経験した 20 代の回答者 6 名のうち 4 名は架電後に詐
欺だと気付いているが、これは架空請求の電話であった。特殊詐欺の既遂被害は高齢者で多く
みられるため、今回の調査でも主に高齢者の被害を念頭に、オレオレ詐欺や還付金等詐欺の前
兆電話を取り扱ったが、若者対象のネットの消費料金等の架空請求詐欺にも目を向ける必要が

表Ⅱ -1-3　特殊詐欺前兆電話を看破したタイミング（類型別）

架電中 架電後（未遂） 架電後（既遂） 無回答 合計

オレオレ詐欺 24 82.8% 5 17.2% 0 0.0% 0 0.0% 29
還付金等詐欺 18 78.3% 4 17.4% 0 0.0% 1 4.3% 23
架空請求詐欺 42 77.8% 6 11.1% 1 1.9% 5 9.3% 54
複合 11 73.3% 3 20.0% 1 6.7% 0 0.0% 15
合計 95 78.5% 18 14.9% 2 1.7% 6 5.0% 121

（選択肢文言）
架電中　　　　 電話で相手と話している時に詐欺だと気がついた
架電後（未遂）　電話で相手と話している時は詐欺だと気がつかなかったが、お金は取られなかった
架電後（既遂）　詐欺であることを最後まで気がつかずにお金をだましとられた

表Ⅱ -1-4　特殊詐欺前兆電話を看破したタイミング（年齢層別）

架電中 架電後（未遂） 架電後（既遂） 無回答 合計

20 代 1 16.7% 4 66.7% 1 16.7% 0 0.0% 6
30 代 4 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 4
40 代 12 80.0% 2 13.3% 0 0.0% 1 6.7% 15
50 代 15 78.9% 2 10.5% 0 0.0% 2 10.5% 19
60 代 21 87.5% 2 8.3% 0 0.0% 1 4.2% 24
70 代 25 78.1% 5 15.6% 0 0.0% 2 6.3% 32
80 歳以上 17 81.0% 3 14.3% 1 4.8% 0 0.0% 21
合計 95 78.5% 18 14.9% 2 1.7% 6 5.0% 121

（選択肢文言）
架電中　　　　 電話で相手と話している時に詐欺だと気がついた
架電後（未遂）　電話で相手と話している時は詐欺だと気がつかなかったが、お金は取られなかった
架電後（既遂）　詐欺であることを最後まで気がつかずにお金をだましとられた
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あると思われる。
　問 15 の付問 2 では、特殊詐欺の前兆電話（オレオレ詐欺、還付金等詐欺、架空請求詐欺）
について、看破したのが自分自身であったのか、それとも他者の助けを借りたのかを複数回答
で尋ねた。8 割程度の回答者は自分自身で気付いているが、家族に話したことがきっかけで看
破した回答者が 2 割程度存在する。類型別では大きな差異は見られないが（表Ⅱ -1-5）、年齢
層別にみた場合、自分自身で気がついた回答者の割合は、 60 代（95.7%）に比べて、70 代（87.1%）、
80 代以上（75.0%）では低くなっている（表Ⅱ -1-6）。逆に家族に話した気付いた回答者の割
合は 60 代（8.7%）に比べて、70 代（22.6%）、80 代以上（25.0%）で高い。今回の調査で得ら
れた前兆電話の経験者は 100 名程度に留まるため確定的なことはいえないが、加齢にしたがっ
て電話を受けた本人の電話口での判断能力が衰えてくるため、詐欺を看破するためには家族の
役割が重要になると思われる。すなわち、相談できる相手がそばにいない独居の高齢者や、相
談相手も高齢者となる高齢者のみ世帯に対する対策を強化する必要がある。

　　　　　　　　　表Ⅱ -1-5　特殊詐欺前兆電話を看破したきっかけ（類型別）　　　　　　　　（％）

自分自身で 家族に話して 近所の人に
話して

金融機関に
言われて

警察官に
言われて

オレオレ詐欺（n=29） 82.8 20.7 0.0 0.0 0.0
還付金等詐欺（n=22） 81.8 18.2 0.0 4.6 0.0
架空請求詐欺（n=49） 85.7 16.3 2.0 2.0 4.1
複合（n=14） 78.6 28.6 0.0 0.0 0.0
合計（n=114） 83.3 19.3 0.9 1.8 1.8

　　　　　　　　  表Ⅱ -1-6　特殊詐欺前兆電話を看破したきっかけ（年齢層別）　　　 　　　　（％）

自分自身で 家族に話して 近所の人に
話して

金融機関に
言われて

警察官に 
言われて

20 代（n=6） 50.0 33.3 0.0 0.0 16.7
30 代（n=4） 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0
40 代（n=13） 76.9 23.1 7.7 0.0 0.0
50 代（n=17） 88.2 11.8 0.0 0.0 0.0
60 代（n=23） 95.7 8.7 0.0 0.0 0.0
70 代（n=31） 87.1 22.6 0.0 3.2 0.0
80 歳以上（n=20） 75.0 25.0 0.0 5.0 5.0
合計（n=114） 83.3 19.3 0.9 1.8 1.8

　問 15 の付問 3 では、前兆電話を看破した後の対応について複数回答で尋ねた。8 割程度の
回答者が家族に、3 割弱の回答者が近所の人に、それぞれ前兆電話の経験を話している（表Ⅱ
-1-7）。一方で、警察への通報率は 1 割程度であった。特殊詐欺の前兆電話は、電話帳、町内会・
自治会の地縁団体や学校の同窓会名簿を利用して架電することが多いため、地域で集中して発
生するといわれている。また、特殊詐欺の犯罪集団もあらかじめ金品を受け取る「受け子」を
地域に配置する、このため、ある地域への架電集中を検知して、その地域の住民に対して広報
車や防災無線で警戒を呼びかけるとともに、職務質問を強化するといった対策が有効であるが、
その場合、鍵になるのが地域住民からの前兆電話の通報であるため、通報率をあげるための取
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組みが必要であろう。

　　　　　　　　　表Ⅱ -1-7　特殊詐欺前兆電話を看破した後の対応（類型別）　　　　　　　　（％）

家族に話した 近所の人に話した 警察に通報した 誰にも話さな 
かった

オレオレ詐欺 (n=29) 96.6 27.6 3.5 0.0
還付金等詐欺 (n=22) 59.1 36.4 13.6 22.7
架空請求詐欺 (n=48) 77.1 18.8 6.3 16.7
複合 (n=15) 80.0 26.7 26.7 6.7
合計 (n=114) 79.0 25.4 9.7 12.3
　
問 16 では、特殊詐欺に特化した予防行動を複数回答で尋ねた。回答者 1656 名のうち、ナンバー
ディスプレイを使っているとの回答が最も多く（31.6%）、在宅時の留守番電話（25.8%）、電話
帳からの名前の除外（15.8%）の順であった（図Ⅱ -1-9）。自動電話録音機等の防犯用電話の
利用は 1.9% に留まった。また、4 割程度の回答者が「特に心がけていることはない」との回
答だった。
　世帯構成別にみると、高齢者（65 歳以上）がいる世帯は、非高齢者のみの世帯、高齢者の
み世帯に比べてナンバーディスプレイや、在宅時の留守番電話機能の利用率が高く、対策未実
施率も低い（図Ⅱ -1-10）。一方で、高齢者のみ世帯では、電話のそばに標語（8.0%）や防犯
用電話（3.5%）の利用率は他よりも高いものの、ナンバーディスプレイ（27.4%）や在宅時の

図Ⅱ-1-9　特殊詐欺の予防行動率 
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留守番電話（22.9%）、電話帳から名前の除外（12.4%）の行動者率は高齢者世帯よりも低い。
特殊詐欺対策では、ナンバーディスプレイや自動電話録音機といったハード面の対策が有効で
あるが、高齢者のみ世帯では特に金銭コストや初期設置の手間が障壁になると考えられる。そ
の障壁を減らすための対策が求められる。

４．まとめ

　平成 29 年 9 月現在で、全国の市区町村に居住する 20 歳以上の男女を対象に調査を行ったと
ころ、過去 1 年間（平成 29 年 9 月 1 日から平成 30 年 8 月 31 日まで）に、自分や同居の家族
が何らかの犯罪の被害にあった世帯は 12.6％であった。今回の調査結果を、2007 年、2010 年、
2014 年に行われた過去 3 回の調査と比較すると、2007 年から 2010 年までに犯罪被害率は減少
し、その後ほぼ横ばいとなっている。
　被害率を回答者が住む都市規模別に比較すると、都市部ほど被害率は高く、町村部では被害
率は低かった。2014 年調査と比較すると、被害率は、東京都区部や中規模の都市では減少し
ているが、政令指定都市では微増していた。
　被害率を犯罪の種類別にみると、「自宅や敷地内に無断で侵入された」の被害率が 3.3％と最
も高く、次いで「自転車盗」（3.1％）、「人につきまとわれたり、のぞかれたりした」（1.9％）、「自
宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりした」（1.6%）、「自宅にどろぼう（空き巣など）
に入られた」（1.5％）、「インターネットを利用した犯罪の被害にあった」（1.0％）の順となっ

図Ⅱ-1-10　特殊詐欺の予防行動率（世帯構成別） 
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ていた。2014 年調査と比較すると、「自宅や敷地内に無断で侵入された」での被害率が増加し
ていた。
　ひったくり、自動車内の金品の窃盗（車上ねらい）といった犯罪は、1 人の被害者が 1 回の
み経験する単発の被害として発生していたのに対し、自宅へのどろぼう（空き巣など）、自転
車盗、痴漢、特殊詐欺、住居侵入、つきまとい・のぞきといった犯罪では、1 人の被害者が複
数回の被害を経験する反復被害として発生していた。
　今回の調査で把握された被害総数 618 件のうち、被害者が警察へ届け出たのは 155 件（通報
率 25.1%）、届け出なかったのは 463 件（74.9%）であった。警察への届け出の有無は、犯罪の
種類によって異なっており、窃盗の通報率は、自転車盗等の軽微なものを含めて高く、痴漢や
つきまとい、覗き等の性的犯罪や対人犯罪の通報率は低かった。
　警察に被害を届け出なかった理由は、「事件がそれほど重大でなかった」、「届けるのが面倒
くさい」、「未遂だった、損失がなかった、被害が少なかった」といった回答が目立った半面、「警
察は何もしてくれない、届けてもむだ」、「証拠がない、信じてもらえない」といった理由も見
受けられた。
　特殊詐欺の前兆的な電話や郵便に関して、回答者の 7.8% が、過去 1 年に架空請求詐欺の郵便、
3.8% が架空請求詐欺の電話、2.2% が還付金詐欺等の電話、2.1% がオレオレ詐欺（2.1%）の電
話を経験していた。年齢層別にみると、70 歳以上では性別を問わず、オレオレ詐欺と還付金
等詐欺の前兆電話の経験率が高くなっていた。
　前兆電話を経験した回答者 121 名のうち 95 名（78.5%）は電話で相手を話している際にその
電話が詐欺と気付いているが、20 名（16.5%）は電話を切るまでその電話が詐欺だとは気付か
なかった。
　前兆電話の経験者のうち、8 割程度はその電話が詐欺であったことに自分自身で看破してい
るが、家族に話したことがきっかけで看破した回答者が 2 割程度存在する。その傾向は類型別
では大きな差異は見られないが、年齢層別にみた場合、自分自身で気がついた回答者の割合は、 
60 代（95.7%）に比べて、70 代（87.1%）、80 代以上（75.0%）では低くなっている。逆に家族
に話した気付いた回答者の割合は 60 代（8.7%）に比べて、70 代（22.6%）、80 代以上（25.0%）
で高く、特殊詐欺に脆弱な高齢者のうち、相談できる相手がそばにいない独居の高齢者や、相
談相手も高齢者となる高齢者のみ世帯に対する対策強化の必要性が示唆された。
　前兆電話の通報率は 1 割程度に留まり、地域社会での特殊詐欺の検挙・予防対策を推進する
ために通報率をあげるための取組みの必要性が示唆された。
　予防行動に関して、ナンバーディスプレイの利用（31.6%）、在宅時の留守番電話（25.8%）、
電話帳からの名前の除外（15.8%）が多く見られた。他方で、4 割程度の回答者が「特に心が
けていることはない」との回答だった。
　世帯構成別にみると、高齢者のみ世帯ではナンバーディスプレイや在宅時の留守番電話、電
話帳から名前の除外の行動者率が高齢者世帯よりも低い。特殊詐欺対策では、ナンバーディス
プレイや自動電話録音機といったハード面の対策が有効であるが、高齢者のみ世帯では特に金
銭コストや初期設置の手間が障壁になると考えられるため、その障壁を減らすための対策が求
められる。
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第2章　犯罪被害に対する不安感等

　本章では、「犯罪被害に対する不安感等」として、日常生活における犯罪被害に対する不安感、
不安を感じる場所、犯罪の被害にあう可能性、夜間の一人歩きに対する不安などについて、本
人やその家族についての調査結果をとりあげる。

１．日常感じている犯罪の被害にあう不安

（１）犯罪被害に対する不安感（性別、年齢層別）
　本調査の問 3 で「あなたは、日頃、ご自身が犯罪の被害にあうのではないかという不安を感
じることがありますか」と質問し、「よくある」「たまにある」「ほとんどない」「全くない」と
いう 4 件法で回答を求めた。図Ⅱ -2-1は、回答者である自分自身が日常生活で感じている犯
罪被害に対する不安感を性別、年齢層別に示したものである。

図Ⅱ-2-1　犯罪被害に対する不安感（性別、年齢層別）
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　自分自身が犯罪の被害にあうのではないかという不安感は、ある（「よくある」＋「たまに
ある」）が 38.3%、ない（「ほとんどない」＋「全くない」）は 60.4% であった。すなわち、4 割
弱が不安感を感じているという結果であった。性別では、不安があると回答した者の割合が、
男性で 33.9%、女性で 42.3% と、女性の不安感は男性よりも約 8% 高いという結果であった。
　年齢層別にみると、自分自身の犯罪被害に対する不安感が最も高かったのは 30 歳代で、
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48.7%　（「よくある」＋「たまにある」）であった。次いで、40 歳代の不安感が高かった（46.1%）。
一方、自分自身が犯罪被害にあう不安感が最も低かった年齢層は 70 歳以上（26.2%）で、次に
低かったのが 60 歳代（34.9%）であった。

（２）犯罪被害に対する不安感（都市規模別）
　図Ⅱ-2-2は、自分自身が犯罪被害にあう不安感を、都市規模別に示している。不安がある（「よ
くある」＋「たまにある」）という回答が最も高かったのは、「23 区」の 50.5% であり、5 割を
超えるという結果であった。次いで高かったのは「政令市」であり、40.0% であった。その他
の都市規模では、「中核市以外の市」（38.8%）、「町村」（34.1%）、「中核市」（33.3%）の順で高く、
いずれも 30% 台であった。

図Ⅱ-2-2　犯罪被害に対する不安感（都市規模別）
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２．家族が犯罪の被害にあう不安感

　本調査では自分自身が犯罪被害にあう不安感に加え、「同居の家族」が犯罪被害にあう不安
を尋ねている。問 4 で「あなたは、日頃、同居の家族が犯罪の被害にあうのではないかという
不安を感じることがありますか」と質問し、「よくある」「たまにある」「ほとんどない」「全く
ない」「同居の家族はいない」の 5 つの選択肢から回答を求めた。

（１）同居の家族が犯罪被害にあう不安（性別、年齢層別）
　図Ⅱ -2-3は、同居の家族の犯罪被害に対する不安感を、性別、年齢層別に示したものである。
全体では、不安がある（「よくある」＋「たまにある」）という回答は 45.8% と半数近かった。
性別では、不安があると回答した女性は 48.4%、男性は 42.8% であり、女性のほうが男性より
も家族の犯罪被害に対して高い不安を感じていた。年齢層別では、最も不安感が高かったのは
30 歳代で 61.2%、次いで 40 歳代で 60.2% であり、ともに不安を感じていると回答した者が 6
割を超えていた。最も低かったのは 70 歳以上の 26.2%、次いで低かったのが 60 歳代の 38.3%
であり、高齢層において同居家族の犯罪被害に対する不安が低いことが示された。一方、70
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歳以上は「同居家族はいない」という回答も他の年齢層と比べて最も高かった（15.6%）。

図Ⅱ-2-3　同居の家族が犯罪被害にあう不安（性別、年齢層別）
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（２）同居の家族が被害にあう不安（都市規模別）
　図Ⅱ -2-4は、同居の家族が犯罪被害にあう不安感を、都市規模別に示したものである。不
安がある（「よくある」＋「たまにある」）という回答が最も多かったのは「中核市以外の市」

（47.5%）であったが、「政令市」においてもほぼ同じ割合の人々が不安を示していた（47.0%）。
次いで、「23 区」（45.9%）、「町村」（42.3%）、「中核市」（41.9%）の順で不安が高かったが、い

図Ⅱ-2-4　同居の家族が犯罪被害にあう不安（都市規模別）

政令市（ n=325）

23 区（ n=109）
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中核市以外の市（ n=808）

町村（ n=182）
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■ よくある　■ たまにある　■ ほとんどない　■ 全くない　■ 同居の家族はいない　■ 無回答
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ずれの都市規模においても 4 割以上の回答者が、不安があると回答していた。

３．自分および家族の犯罪被害に対する不安感（罪種別）

　本調査では、自分自身および同居の家族が犯罪被害にあう不安について、罪種ごとの測定も
おこなっている。問 5「あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのでは
という不安をどの程度感じていますか」という質問において、19 の罪種について「非常に不安」

0 20 40 60 80 100（％）

図Ⅱ-2-5　各種犯罪に対する不安の程度

■ 非常に不安　■ かなり不安　■ やや不安　■ 不安はない　■ 無回答
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「かなり不安」「やや不安」「不安はない」の 4 件法で回答を求めた。
　図Ⅱ -2-5は、自分自身および同居の家族が犯罪被害にあう不安を罪種別に示している。不
安あり（「非常に不安」＋「かなり不安」＋「やや不安」）の回答の割合が最も高かった項目は

「飲酒運転による交通事故、ひき逃げなどの悪質・危険な交通法令違反の被害にあう不安」
（73.6%）であった。次に高かったのは「自宅にどろぼう（空き巣など）」に入られる不安（70.7%）
であった。次いで、「自宅や敷地内に無断で侵入される不安」（58.6%）、「インターネットを利
用した犯罪の被害にあう不安」（57.6%）、「暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあう不安」（53.1%）、

「ひったくりにあう不安」（51.5%）が高く、いずれも 5 割を超えていた。他方、不安ありの回
答の割合が低かったのは、「子供が不審者に声をかけられたり、追いかけられたりする不安」

（27.9%）、「痴漢にあう不安」（33.1%）、「テロに巻き込まれる不安」（37.8%）、「自動車やオート
バイが盗まれる不安」（38.4%）であった。ただし、「子供が不審者に声をかけられたり、追い
かけられたりする不安」で不安ありと回答した割合が低かったのは、18 歳未満の子供と同居
していない回答者が「無回答」（64.6%）にカテゴライズされたためであり、無回答を除いた集
計では、不安ありと回答した割合は 78.9% と、該当者の約 8 割が不安を感じていることが示さ
れた。

４．自分および家族の犯罪被害にあう可能性の見積り（リスク知覚）（罪種別）

　自分自身および同居の家族が犯罪被害にあう可能性の見積り（リスク知覚）について、問 7
で「あなた自身や同居の家族が今後 1 年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っ
ていますか」と質問し、不安感と同様 19 の罪種別に「かなりある」「少しある」「ほとんどない」

「全くない」の 4 件法で回答してもらった。
　図Ⅱ -2-6は、自分自身および同居の家族が犯罪被害にあう可能性の見積り（リスク知覚）
の程度を罪種別に示したものである。被害の可能性がある（「かなりある」＋「少しある」）の
回答の割合が最も高かった罪種は、不安感と同様に、「飲酒運転による交通事故、ひき逃げな
どの悪質・危険な交通法令違反の被害にあう可能性」（38.9%）であった。その次にリスク知覚
が高かったのは「自宅にどろぼう（空き巣など）に入られる可能性」（35.8%）であり、次いで

「自宅や敷地内に無断で侵入される可能性」（33.1%）、「インターネットを利用した犯罪の被害
にあう可能性」（30.5%）の順に高かった。これらの項目の順位は、不安感についての回答と同
様の順位を示した。
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５．�同じ性別の同じ年代の人と比べた、自分自身が犯罪被害にあう可能性の見積り（リスク知覚）

　自分自身が犯罪被害にあう可能性の見積り（リスク知覚）について、自分と同じ性別・年代
の人と比べてどう思うかを測定した。問 6 において「あなたは、同じ性別の同じ年代の人と比
べて、犯罪の被害にあう可能性が高いと思いますか、低いと思いますか、それとも同じ程度だ

0 20 40 60 80 100（％）

図Ⅱ-2-6　各種犯罪被害にあう可能性の見積り（リスク知覚）

■ かなりある　■ 少しある　■ ほとんどない　■ 全くない　■ 無回答
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と思いますか」と質問し、「とても低い」「低い」「どちらかといえば低い」「同じ程度」「どち
らかといえば高い」「高い」「とても高い」の 7 つの選択肢から 1 つを選んでもらった。
　図Ⅱ -2-7は、全体、性別、年齢層別の集計結果を示している。全体としては、犯罪の被害
にあう可能性が高い（「とても高い」＋「高い」＋「どちらかといえば高い」）という回答は 5.0%
であったのに対し、可能性が低い（「とても低い」＋「低い」＋「どちらかといえば低い」）と
いう回答は 53.4% であった。すなわち、多くの人が、自分自身が犯罪被害にあう可能性は、同
じ性別、同じ年代の人と比べて低いと考えていることが示されている。
　性別で見てみると、男性で被害にあう可能性が高いと回答した割合は 4.0%、女性では 5.8%
であった。被害にあう可能性が低いという回答では、男性が 56.3%、女性が 50.8% であった。
すなわち男性のほうが女性よりも、同性・同年代の人と比べて被害にあいにくいと考える傾向
があることが示されたが、上記のようにその差は大きなものではなかった。
　年齢層別では、同性・同年代と比べて自分自身が犯罪被害にあう可能性は低いと回答したの
は、70 歳以上が 62.3% と最も高く、次いで 60 ～ 69 歳が 60.5% であり、高齢層がいずれも 6
割を超えていた。高齢層は他の年齢層よりも、自分自身が被害にあう可能性は同性・同年代の
他の人々と比較して低いと考えていることが示された。その他は、50 ～ 59 歳（50.0%）、30 ～
39 歳（48.7%）、20 ～ 29 歳（47.2%）、40 ～ 49 歳（45.5%）の順であった。

図Ⅱ-2-7　同性・同年代の人と比べた犯罪被害にあう可能性の見積り（リスク知覚）

全体（n=1,718）
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40 ～ 49 歳（n=314）
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60 ～ 69 歳（n=339）

70 歳以上（n=366）
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■ どちらかといえば高い　■ 高い　■ とても高い　■ 無回答
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６．犯罪被害への不安感が生じる場所

　犯罪被害への不安感が生じる場所について、問 8 で「あなたは日常の行動範囲にあるどのよ
うな場所で、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではないかという不安を感じるこ
とがありますか」と尋ね、15 個の選択肢の中から不安を感じる場所全てに〇をつけてもらった。
選択肢は「駅」「繁華街」「電車やバスなどの乗り物の中」「駐車場」「公園」「職場、学校」「自
宅（庭や車庫、マンション共用部分を含む）」「路上」「ゲームセンター、パチンコ店、映画館
等の娯楽施設」「インターネット空間」「エレベーター」「コンビニ、スーパー」「デパート、ショッ

0 2010 40 605030 70（％）
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■ 全体（n=1718）　■ 男性（n=811）　■ 女性（n=907）

図Ⅱ-2-8　犯罪被害への不安が生じる場所（複数回答、性別）
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ピングモールなどの大型商業施設」「空き家、空き店舗、廃ビルなどの管理されていない所」「そ
の他」であった。
　図Ⅱ -2-8は、全体および性別の集計結果を示している。
　全体では、「路上」（59.7%）が最も高く、6 割近くの回答者が路上で不安を感じることが示
された。次いで、「繁華街」（41.7%）、「駅」（36.4%）、「電車やバスなどの乗り物の中」（29.6%）、

「インターネット空間」（26.5%）の割合が高かった。
　性別では、全体的に女性のほうが各場所において不安を感じる者の割合が高かったが、とく
に「電車やバスなどの乗り物の中」（男性：26.1%、女性：32.8%）、「エレベーター」（男性：
11.0%、女性：20.7%）、「空き家、空き店舗、廃ビルなどの管理されていない所」（男性：
13.3%、女性：17.9%）で、女性のほうが不安を感じると回答する割合が高かった。
　反対に、男性のほうが不安を感じる者の割合が高い場所は、「繁華街」（男性：45.4%、女性：
38.5%）と「インターネット空間」（男性：28.4%、女性：24.8%）であった。

７．夜間の地域内での一人歩きに対する不安感

（１）夜間の一人歩きに対する不安感（性別、年齢層別）
　本調査では、居住地域における夜間の一人歩きに対する不安感を測定している。問 9 で「あ
なたは夜 11 時を過ぎてから、住んでいる地域を 1 人で歩いているとき、犯罪にあう不安をど
の程度感じていますか」と質問し、「非常に不安を感じる」「ある程度不安を感じる」「あまり
不安を感じない」「全く不安を感じない」「出歩かないから分からない」の 5 つの選択肢から 1

図Ⅱ-2-9　夜間の一人歩きに対する不安感（性別、年齢層別）
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つを選んでもらった。
　図Ⅱ -2-9に全体、性別、年齢層別の集計結果を示している。
　まず全体では不安を感じる（「非常に不安を感じる」＋「あまり不安を感じない」）と回答し
た者の割合は 33.5% であり、全体の 3 割が夜間に居住地域を一人歩きすることに不安を感じて
いた。性別では、男性が 25.0% であったのに対して女性が 41.1% と、大きな差が見られた。ま
た、女性は「出歩かないから分からない」という回答も男性と比べて多く（男性：27.6%、女性：
42.3%）、深夜の時間帯に外出をしていない女性が多いことも示された。
　年齢別では、夜間の一人歩きに不安を感じる者の割合は 20 歳代が 44.1% と最も高く、次い
で 30 歳代と 50 歳代（いずれも 40.9%）、40 歳代（40.5%）、60 歳代（25.3%）、70 歳代以上（19.7%）
の順で高かった。高齢層の不安感の低さが顕著であるが、高齢層では「出歩かないから分から
ない」と回答した者の割合も他の年齢層と比べて高く（60 歳代：46.3%、70 歳以上：57.1%）、
夜間に一人歩きをする機会自体が少ないことが示唆されている。

（２）夜間の一人歩きに対する不安感（都市規模別）
　図Ⅱ -2-10は、夜間の一人歩きに対する不安感の都市規模別の集計結果を示している。不安
感は政令市が最も高く（41.0%）、次いで 23 区（35.8%）、中核市（34.0%）、中核市以外の市（32.1%）、
町村（24.8%）の順であった。しかしながら、不安感が最も低かった町村においては、「出歩か
ないから分からない」の回答の割合が 51.1% であり、そもそも夜間に外出しない者が約半数い
る点には留意すべきである。

図Ⅱ-2-10　夜間の一人歩きに対する不安感（都市規模別）
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８．夜間、家族の地域内での一人歩きに対する不安感

（１）夜間の家族の一人歩きに対する不安感（性別、年齢層別）
　本調査では、回答者自身の夜間の一人歩きに対する不安感に加えて、同居の家族が地域内で
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夜間に一人歩きする際にどの程度不安を感じるかも尋ねている。問 10 で「あなたは、同居の
家族が夜 11 時を過ぎてから、住んでいる地域を 1 人で歩いているとき、犯罪にあう不安をど
の程度感じていますか」と質問し、「非常に不安を感じる」「ある程度不安を感じる」「あまり
不安を感じない」「全く不安を感じない」「出歩かないから分からない」「同居の家族はいない」
の 6 つの選択肢から 1 つを選んでもらった。
　図Ⅱ -2-11は全体、性別、年齢層別の集計結果を示している。不安あり（「非常に不安を感
じる」＋「ある程度不安を感じる」）と回答した者の割合は、全体で 46.2% であり、自分自身
の一人歩きの不安感（33.5%）よりも高かった。性別でみると、男性で不安ありと回答した割
合は 41.4%、女性では 50.4% となり、女性のほうが夜間の家族の一人歩きに不安を感じやすい
という結果であった。
　年齢層別にみると、夜間の家族の一人歩きに不安を感じると回答した者の割合が高かったの
は 40 ～ 49 歳（56.0%）で、次いで 30 ～ 39 歳（54.7%）、50 ～ 59 歳（54.6%）が高く、これら
の年齢層では半数以上が不安を感じると回答していた。自分自身の夜間の一人歩きに対する不
安感と同様に、高齢層では不安を感じている者の割合は低かった（60 ～ 69 歳：39.8%、70 歳
以上：29.7%）。加えて、70 歳以上においては「出歩かないから分からない」（30.3%）と「同
居の家族はいない」（19.4%）と回答した者の割合が他の年齢層より高いことも特徴的であった。

図Ⅱ-2-11　夜間の、家族の一人歩きに対する不安感（性別、年齢層別）
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（２）夜間の家族の一人歩きに対する不安感（都市規模別）
　図Ⅱ -2-12は、夜間の家族の一人歩きに対する不安感の、都市規模別の集計結果を示してい
る。不安あり（「非常に不安を感じる」＋「ある程度不安を感じる」）の回答の割合が最も高い
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のは、自分自身の夜間の一人歩きと同様に、政令市（49.8%）であった。次いで中核市以外の
市（47.3%）、中核市（46.6%）、23 区（44.9%）の順に高かったが、これらの都市規模間では大
きな違いはなかった。最も不安感が低かったのは町村（34.6%）であったが、町村は「出歩か
ないから分からない」の回答も他の都市規模より多かった（31.9%）。

図Ⅱ-2-12　夜間の、家族の一人歩きに対する不安感（都市規模別）
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９．不安感と主観的な健康との関連

　英国の研究では、犯罪に対する不安感は QOL（生活の質）と関連しており（Green et al., 
2002）、高い不安感は人々の主観的な健康を損なうという知見が報告されている（Chandola, 
2001）。本調査においても、回答者の主観的健康を測定し、各犯罪不安指標との関連を検討した。
主観的健康は、問 47 の「現在のあなたの健康状態はいかがですか」という質問に対して「と
てもよい」「まあよい」「あまりよくない」「よくない」の 4 件からあてはまるものを 1 つ選択
してもらうことによって測定された。
　図Ⅱ -2-13は、主観的健康の各選択肢の分布を示している。多くの人が良好な主観的健康を
報告しており、主観的健康がよい（「とてもよい」＋「まあよい」）と回答した人の割合が
83.9% であったのに対し、主観的健康がよくない（「あまりよくない」＋「よくない」）と回答
した人は 14.0% であった。

図Ⅱ-2-13　主観的健康
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　図Ⅱ -2-14は、「自分自身の犯罪被害に対する不安感」と主観的健康の関連を示している。
主観的健康がよくない（「あまりよくない」＋「よくない」）と回答した者の割合は、犯罪不安
を感じることが「よくある」と回答した者で 13.5%、「たまにある」と回答した者で 15.0%、「ほ
とんどない」で 13.3%、「全くない」で 14.5% であり、自分自身の犯罪被害の不安を感じてい
る程度と主観的健康の間には明確な関連はみられなかった。

図Ⅱ-2-14　「自分自身の犯罪被害に対する不安感」と主観的健康の関連
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　図Ⅱ -2-15は、「同性・同年代と比べた、自分自身が犯罪被害にあう可能性の見積り（リス
ク知覚）」と主観的健康の関連を示している。

図Ⅱ-2-15　「同性・同年代と比べた、自分自身が犯罪被害にあう可能性の見積り
（リスク知覚）」と主観的健康の関連
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　同性・同年代と比べてリスクが低いもしくは同程度と考えている者で主観的健康がよくない
と回答した割合はそれぞれ 13%、13.1% であったのに対し、リスクを高く見積もっている者で
は、主観的健康がよくないと回答する割合が 28.3% と 2 倍以上であった。リスクを高く見積も
りながら生活をするために主観的健康が毀損されるという因果の方向性と、主観的健康が低い
ために身体的・社会的に不利であり、それが高いリスク知覚に結びついているという因果の方
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向性の、両方が考えられる。
　図Ⅱ -2-16は、「夜間の一人歩きに対する不安感」と主観的健康の関連を示している。「夜間
の一人歩きに対する不安感」は、不安あり（「非常に不安を感じる」＋「ある程度不安を感じる」）、
不安なし（「あまり不安を感じない」＋「全く不安を感じない」）、そして「出歩かないから分
からない」の 3 群に再分類している。不安ありと不安なしの群で主観的健康がよくないと回答
した者の割合は、それぞれ 13.3%、12.8% で、ほとんど差はみられなかった。「出かけないから
分からない」と回答した者の中で主観的健康がよくない者が若干多かったが（15.5%）、他の群
と比較して大きな違いではなかった。

図Ⅱ-2-16　「夜間の一人歩きに対する不安感」と主観的健康の関連
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10．本章のまとめ

　自分自身が犯罪の被害にあうのではないかという不安を感じている人は、全体で 38.3% で
あった。性別でみると、男性で不安を感じている人が 33.9% であるのに対し、女性では 42.3%
であった。年齢層別では、中年層で不安が高く（30 歳代：48.7%、40 歳代：46.1%）、高齢層で
低い（70 歳以上：26.2%、60 歳代：34.9%）という結果であった。都市規模別では、とくに 23
区で不安が高く（50.5%）、中核市（33.3%）と町村（34.1%）で低かった。
　同居の家族の犯罪被害に対しては、45.8% の回答者が不安を感じていた。性別では、不安が
あると回答した女性は 48.4%、男性は 42.8% であり、女性のほうが男性よりも家族の犯罪被害
に対して高い不安を感じていた。年齢層別では、30 歳代（61.2%）と 40 歳代（60.2%）で不安
が高く、60 歳代（38.3%）と 70 歳以上（26.2%）で低かった。
　自分自身および同居の家族の犯罪被害に対する罪種別の不安については、「不安あり」の割
合が最も高かった項目は「飲酒運転による交通事故、ひき逃げなどの悪質・危険な交通法令違
反の被害にあう不安」（73.6%）であった。その他の項目では「自宅にどろぼう（空き巣など）
に入られる不安」（70.7%）、「自宅や敷地内に無断で侵入される不安」（58.6%）、「インターネッ
トを利用した犯罪の被害にあう不安」（57.6%）、「暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあう不安」

（53.1%）、「ひったくりにあう不安」（51.5%）が高かった。
　自分自身および同居の家族が犯罪被害にあう可能性の見積り（リスク知覚）については、不
安感と同様に、「飲酒運転による交通事故、ひき逃げなどの悪質・危険な交通法令違反の被害
にあう可能性」（38.9%）、「自宅にどろぼう（空き巣など）に入られる可能性」（35.8%）、「自宅
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や敷地内に無断で侵入される可能性」（33.1%）、「インターネットを利用した犯罪の被害にあう
可能性」（30.5%）で被害の可能性が高く見積もられていた。
　犯罪被害への不安が生じる場所については、「路上」（59.7%）、「繁華街」（41.7%）、「駅」（36.4%）、

「電車やバスなどの乗り物の中」（29.6%）、「インターネット空間」（26.5%）で不安が生じやす
いことが示された。性別では、「電車やバスなどの乗り物の中」（男性：26.1%、女性：32.8%）、

「エレベーター」（男性：11.0%、女性：20.7%）、「空き家、空き店舗、廃ビルなどの管理されて
いない所」（男性：13.3%、女性：17.9%）で、女性のほうが不安を感じると回答する割合が高かっ
た。反対に、男性のほうが不安を感じる者の割合が高い場所は「繁華街」（男性：45.4%、女性：
38.5%）と「インターネット空間」（男性：28.4%、女性：24.8%）であった。
　夜間に居住地域で一人歩きすることに対する不安については、不安を感じている者の割合は
全体で 33.5% であったが、性別でみると男性が 25.0%、女性が 41.1% と、大きな性差が確認さ
れた。年齢別では、20 歳代が 44.1% と最も高く、次いで 30 歳代と 50 歳代（いずれも 40.9%）、
40 歳代（40.5%）、60 歳代（25.3%）、70 歳代以上（19.7%）の順であった。都市規模別では、
政令市で最も不安感が高く（41.0%）、次いで 23 区（35.8%）、中核市（34.0%）、中核市以外の
市（32.1%）、町村（24.8%）の順であった。
　家族の夜間の一人歩きに対する不安については、不安ありの回答が全体で 46.2% であり、自
分自身の一人歩きの不安感よりも高かった。性別でみると、男性で不安ありと回答した割合は
41.4%、女性では 50.4% となり、女性のほうが夜間の家族の一人歩きに不安を感じやすいとい
う結果であった。
　主観的健康については、「自分自身の犯罪被害に対する不安感」と「夜間の一人歩きに対す
る不安感」とは明確な関連がみられなかったが、「同性・同年代と比べた、自分自身が犯罪被
害にあう可能性の見積り（リスク知覚）」との関連がみられた。すなわち、同性・同年代と比
べてリスクが「低い」もしくは「同程度」と考えている者で「主観的健康がよくない」と回答
した割合はそれぞれ 13.0%、13.1% であったのに対し、リスクを高く見積もっている者では、「主
観的健康がよくない」と回答する割合が 28.3% であった。

【文献】
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第３章　治安意識と防犯対策（１）：地域レベルを中心に

　この章では、地域レベルに焦点をあてて治安意識と防犯対策について分析していく。個人レ
ベルに焦点化した分析は次の第 4 章にて行われる。

１．治安評価
　本調査は、2002 年の第 1 回調査から同一設問で居住地域と日本全体の治安評価をたずねて
おり、経年変化を観察することが可能となっている。

（１）居住地域の治安評価
　居住地域の治安評価をたずねる設問は、以下である。「あなたが今お住まいの地域は 1 年前
と比べて治安が良くなったと思いますか、悪くなったと思いますか」（下線原文ママ）。回答は

「良くなった」「変わらない」「悪くなった」「分からない」の 4 件で答えてもらった。
　2002 年の第 1 回調査以降の推移を、図Ⅱ -3-1-1に示した。

2002 年（n=1,455）

2004 年（n=1,782）

2007 年（n=1,779）

2010 年（n=1,978）

2014 年（n=2,028）

2018 年（n=1,718）

■ 良くなった　■ 変わらない　■ 悪くなった　■ 分からない　■ NA

図Ⅱ-3-1-1　居住地域の治安評価の推移
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　2002 年の第 1 回調査から 2018 年の第 6 回調査に至るまで、地域の治安は「変わらない」と
いう回答が最も多く、おおむね 7 割程度を占めている。大きな変化はみられない。
　「良くなった」という回答は、2018 年調査では 2.8％となり、第 1 回調査以来大きな変化は
ない。
　「悪くなった」という回答比率は、2004 年調査時の 18.8％をピークとして、2018 年調査では
8.1％と、10.7 ポイント低下している。時系列に並べると、11.1 → 18.8 → 17.0 → 11.5 → 8.3 → 8.1
と、2004 年以降低下している傾向がよみとれる。ただし、この「悪くなった」という評価が
低下した分が「良くなった」という評価に変わったわけではなく、「分からない」という回答
の増加分と、「変わらない」という評価の増加分となっていることに留意すべきであろう。
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（２）日本全体の治安評価
　ついで、日本社会全体の治安評価の推移をみていく。設問は「日本は 1 年前と比べて治安が
良くなったと思いますか、悪くなったと思いますか」（下線原文ママ）である。回答は前項の
居住地域治安評価と同じである。2002 年の第 1 回調査以降の推移を、図Ⅱ -3-1-2に示した。

2002 年（n=1,455）

2004 年（n=1,782）

2007 年（n=1,779）

2010 年（n=1,978）

2014 年（n=2,028）

2018 年（n=1,718）

■ 良くなった　■ 変わらない　■ 悪くなった　■ 分からない　■ NA

図Ⅱ-3-1-2　日本全体の治安評価の推移
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　2002 年の第 1 回調査から 2018 年の第 6 回調査に至るまで、日本全体の治安は「悪くなった」
という回答が最も多い。時系列に数値を並べると、61.1 → 75.4 → 71.4 → 60.4 → 52.4 → 47.7 と
なっている。2004 年調査時の 75.4％をピークとし、2018 年調査では 47.7％と 27.7 ポイント低
下している。日本全体の治安を悪化しているとみる回答の低下傾向がみてとれる。また、2018
年調査で第 1 回調査以降はじめて半分を下回った。
　2018 年調査における「良くなった」という評価は 1.9％であり、数値の変化の幅としては小
さいが、従来調査からは倍増という見方もできる。元来、「良くなった」と評価する人はきわ
めて少なかったため、明瞭な変化と見ることは難しい。
　それに対し、「変わらない」という評価が「悪くなった」という評価とほぼトレードオフの
関係にあることがみてとれる。「変わらない」という回答比率を時系列順に並べると、
28.5 → 16.9 → 20.5 → 29.2 → 33.2 → 34.1 となっており、最も少ない 2004 年調査時から徐々に
増加している。2018 年調査では 34.1％と、2004 年調査時からほぼ倍増していた。
　「分からない」という回答にやや増加傾向が見られた。2014 年調査では 12.9％であったが、
2018 年調査では 15.0％となった。この「分からない」という回答比率は、居住地域に対して
は 15.6％、日本に対しては 15.0％とほぼ同じであった。
　以上の推移をみると、2004 年時点がもっとも日本全体の治安評価は低かったが、それ以降
好転する傾向にあり、2018 年調査においてもそうした傾向が確認された。

２．高齢者・子ども対象の犯罪の評価

　2014 年調査から、新たに、居住地域と日本全体における高齢者を狙った犯罪、子どもを狙っ
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た犯罪の増減の評価をたずねた。2018 年調査においても同様の設問項目をおいた。設問は、「5
年前に比べて、以下の犯罪が増えたと思いますか、減ったと思いますか」というものである。
前節の治安評価をたずねた設問とは、比較対象として措定されている期間が異なることに留意
されたい。結果を図Ⅱ -3-2-1に示した。

2014・居住地域での高齢者
を狙った犯罪（N=2,028）

2018・居住地域での高齢者を
狙った犯罪（N=1,718）

2014・居住地域での子供を
狙った犯罪（N=2,028）

2018・居住地域での子供を
狙った犯罪（N=1,718）

2014・日本での高齢者を
狙った犯罪（N=2,028）

2018・日本での高齢者を
狙った犯罪（N=1,718）

2014・日本での子供を
狙った犯罪（N=2,028）

2018・日本での子供を
狙った犯罪（N=1,718）

■ 増えた　■ 変わらない　■ 減った　■ 分からない　■ 無回答

図Ⅱ-3-2-1　高齢者・子ども対象の犯罪の評価
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　図Ⅱ -3-2-1は 4 つの設問について、上に 2014 年調査の結果を、下に 2018 年調査の結果を
示したものである。見てとれるように、犯罪が「増えた」という評価は、居住地域と日本全体
とで明確な違いがある。居住地域に関しては、「分からない」という回答がもっとも多く、お
おむね 5 割程度であった。これに対し、日本に関しては「分からない」という回答は 1 割から
2 割程度である。すなわち、人びとは居住地域の犯罪情勢に関しては「分からない」という判
断をする一方、日本に対してはそうはせず、増減に関する何らかの評価を下す傾向にあるとい
うことが分かる。
　居住地域に関しては、高齢者を狙った犯罪、子供を狙った犯罪の両者とも、2014 年調査と
2018 年調査で違いは見られなかった。ほとんど同一水準とみてよいであろう。
　他方、日本への評価を見ると、高齢者を狙った犯罪に関しては、ほとんど違いが見られなかっ
た。「増えた」という回答が 7 割弱、「変わらない」という回答が 1 割強であり、ほぼ同水準で
あった。
　日本に関して子供を狙った犯罪に関しては、わずかに「増えた」という回答に減少傾向が見
られた。2014 年調査では 73.0％であったものが、2018 年調査では 59.1％と、13.9 ポイント低
下した。「減った」という回答は 0.7％→ 1.0％とほぼ同一であった。「変わらない」という回答
が 12.4％→ 18.0％とわずかに増加し、また「分からない」という回答も 13.6％→ 19.8％とわず
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かな増加であった。
　すなわち、「増えた」という回答は低下したが、日本での子供を狙った犯罪が減少したとい
う評価をしているわけではなく、「変わらない」と分「からない」という回答が増加したわけ
でる。

３．地域防犯活動の認知

　ここでは、地域防犯活動の認知についてみていく。集計結果を表Ⅱ -3-3-1に示した。

（１）2018年調査の単純集計
　「よく見かける」という回答に注目すると、最も多いのは「警察のパトカー」の 20.0％、つ
いで「住民の防犯パトロール」の 13.8％であった。逆に、「全く見かけない」という回答でもっ
とも多いのは「青色パトロール車などによる防犯パトロール」の 20.0％であった。青色パトロー
ル車よりも警察のパトカーの方が認知されていることがわかる。
　ただし、警察官によるパトロールをよく見かけるという回答は 8.3％であり、これは住民に
よるパトロールよりも 5.5 ポイント低い。

	 表Ⅱ -3-3-1　地域防犯活動の認知	 （N=1,718）

よく
見かける

たまに
見かける

あまり
見かけない

全く
見かけない 無回答

ａ）住民による防犯パトロール 13.8 33.9 33.7 16.8 1.8
ｂ） 青色パトロール車などによる防犯パ

トロール 7.7 30.6 39.2 20.0 2.6

ｃ）警察のパトカー 20.0 52.5 18.9 6.5 2.2
ｄ）警察官によるパトロール 8.3 36.2 38.0 15.4 2.2
ｅ） 交番や民間交番で勤務している警察

官・交番相談員 9.3 30.9 39.6 17.2 3.0

　上記の a ～ e の 5 項目は 2014 年調査と同一の設問であるため、経年比較が可能となっている。
そこで、4 年間の変化をみるために、「よく見かける」と「たまに見かける」を統合し、同様
に「あまり見かけない」と「全く見かけない」を統合し、見かけるか見かけないかの 2 分法に
したた集計結果を図 3-3-1に示す。
　最も認知率が高いのは警察のパトカーであり、これは 2014 年調査と同一の結果である。
72.5％の人が見かけるとしている。ついで住民による防犯パトロールが 47.7％とほぼ半数の人
が見かけるとしている。青色パトロール車、警察官によるパトロール、交番や民間交番で勤務
している警察官・交番勤務員の 3 者は同水準で、おおむね 4 割程度の認知率であった。
　前回の 2014 年調査とほとんど変化は見られなかった。安定した調査結果となっている。
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2014・住民パトロール

2018・住民パトロール

2014・青色パトロール車

2018・青色パトロール車

2014・警察のパトカー

2018・警察のパトカー

2014・
警察官によるパトロール

2018・
警察官によるパトロール

2014・
交番等の警察官・交番相談員

2018・
交番等の警察官・交番相談員

■ 見かける　■ 見かけない　■ 無回答

図Ⅱ-3-3-1　地域防犯活動の認知（2014 年調査N=2,028　2018 年調査Ｎ＝1,718）
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（２）住民による防犯パトロールの認知の推移
　前項でみた 5 項目のうち、「住民による防犯パトロール」に関しては、2007 年の第 3 回調査
から同一の設問でたずねてあったため、経年比較が可能となっている。そこで、この調査項目
について 4 回分の調査結果の比較を行う。結果を表Ⅱ -3-3-2に示す。

表Ⅱ -3-3-2　住民による防犯パトロール活動の認知の推移

よく 
見かける

たまに 
見かける

あまり 
見かけない

全く 
見かけない 無回答 （見かける）（見かけない）

2007 年 (n=1,779) 13.7 32.5 28.0 24.5 1.3 46.2 52.5 
2010 年 (n=1,978) 15.5 34.6 29.2 20.3 0.4 50.1 49.5 
2014 年 (n=2,028) 15.6 36.1 29.7 18.0 0.5 51.7 47.7 
2018 年 (n=1,718) 13.8 33.9 33.7 16.8 1.8 47.7 50.5 

　表の左側は 4 件法のままの単純集計結果である。「よく見かける」と「たまに見かける」を
統合し、同様に「あまり見かけない」と「全く見かけない」を統合し、見かけるか見かけない
かの 2 分法にした集計結果を表の右側に示した。
　「よく見かける」という回答は 13.7％→ 15.5％→ 15.6％→ 13.8％であった。1 割強程度で、ほ
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とんど変化はみられない。「たまに見かける」は 32.5％→ 34.6％→ 36.1％→ 33.9％と、3 割強で
横ばいの推移であった。「あまり見かけない」は 28.0％→ 29.2％→ 29.7％→ 33.7％と、3 割前後
での推移であった。「全く見かけない」は 24.5％→ 20.3％→ 18.0％→ 16.8％と、2 割前後での推
移であった。全く見かけないという人は 2007 年調査では 4 人にひとりであったが、2014 年調査、
2018 年調査では 5 人にひとり未満となっている。
　見かけるか見かけないかの 2 分法にした数値をみると、見かけるという回答率は 46.2％
→ 50.1％→ 51.7％→ 47.7％となっており、人びとのほぼ半分は住民による防犯パトロールを見
かけているということになる。

４．地域活動のなかの自主防犯活動

　本調査は、2004 年の第 2 回調査から 2014 年の第 5 回調査まで、同一の設問で自主防犯活動
への参加意向をたずねてきた。「あなたは、地域住民による自主的な防犯活動に参加したいと
思いますか」というものであり、回答の選択肢も 2004 年以来、同一のものであった。2004 年
調査から 2014 年調査の結果を表Ⅱ -3-4-1に示した。

表Ⅱ -3-4-1　自主防犯活動への参加意向の推移（2004 ～ 2014 年）

すでに参加
している 参加したい どちらかといえ

ば参加したい
どちらかといえば
参加したくない 参加したくない 無回答

2004 年 (n=1,782) 5.1 9.7 34.7 37.7 11.4 1.3
2007 年 (n=1,779) 6.9 8.3 32.6 40.8 10.6 0.9
2010 年 (n=1,978) 5.7 9.0 29.0 42.6 13.1 0.6
2014 年 (n=2,028) 6.7 9.7 39.8 34.1 9.2 0.6

　表3-4-1から読みとれるように、2004 ～ 2014 年まで、あまり大きな変化は見られなかったが、
2010 年と 2014 年の比較で、「どちらかといえば参加したい」という回答が約 10 ポイント増化
していたことが注目された。
　今回調査で、従来の設問をつくりかえ、自主防犯活動のみならず、それ以外の地域活動も並
列して項目をたてた。自主防犯活動のみ単独で調査するのではなく、地域における住民の様々
な活動と比較することによって、自主防犯活動の位置を相対的に把握しようという問題意識か
らの項目変更であった。a）お祭りなどの地域行事、b）地域でのスポーツ活動、c）地域での
芸術・文化活動、d）高齢者の見守りなどの地域福祉活動、e）子供の育成活動、f）清掃など
のまちづくりの活動、g）地域での防犯活動、h）防災訓練などの災害対策の活動の 8 項目を
たてた。
　それぞれについて過去 3 年間の参加経験と、参加不参加にかかわらず、これらの活動への関
心の有無についての 2 つの設問をたてた。

（１）参加経験
　2018 年調査で自主防犯活動を含む地域活動について、過去 3 年間の参加経験の有無を尋ねた。
その結果を、図Ⅱ -3-4-1に示した。
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高齢者の見守りなどの
地域福祉活動

地域での防犯活動

地域での芸術・文化活動

子供の育成活動

地域でのスポーツ活動

防災訓練などの
災害対策の活動

清掃などのまちづくりの活動

地域のお祭りなど
地域行事活動

■ ある　■ ない　■ 無回答

図Ⅱ-3-4-1　地域活動への参加経験（N=1,718）
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　上記の図に示されているように、参加経験率が高い順にみると、地域のお祭りなど地域行事
が 49.7％と、ほぼ半数の住民に参加経験があった。ついで清掃などのまちづくりが 43.5％と、
この 2 つの参加経験率が高かった。3 番目は防災訓練などの災害対策が 25.7％と 4 人にひとり
程度、4 番目に地域でのスポーツ活動が 22.2％、子供の育成活動が 19.9％、地域での芸術・文
化活動が 18.6％と、これら三つは 5 人にひとり程度の参加経験率であった。
　地域防犯活動は 11.7％であり、おおむね 1 割程度の参加経験率であった。これは、高齢者の
見守りなどの地域福祉活動 8.1％とほぼ同水準であり、他の地域活動への参加経験率と比べる
と、低めであった。
　さて、2004 年調査から 2014 年調査までの設問では、自主防犯活動に関しては「すでに参加
している」という選択肢を提示していた。前回の 2014 年調査では、この選択肢を回答したの
は 6.7％であった。それに対して今回の 2018 年調査では 11.7％と、前回調査と比べると高い数
値となっている。しかしながら、前回調査までは「参加している」と現在進行形で選択肢を提
示したのに対し、2018 年調査では過去 3 年間の参加経験をたずねている。すなわち、今回調
査とそれ以前では設問の射程が異なっており、これらを比較して論じることは妥当ではない。
　しかしながら、他の地域活動と並記することで地域における自主防犯活動の位置を把握する
ことができた。地域での防犯活動は、他の地域活動と比較すると、その参加経験率は高くはな
い、ということを今回の 2018 年調査で把握できた。

①性別にみた地域活動参加経験
　ついで、性別に地域活動への参加経験を集計した。その結果を表Ⅱ -3-4-1に示した。
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　　　　　　　　　　　　表Ⅱ -3-4-1　性別にみた地域活動への参加経験　　　　　　　　　　  （％）

ある ない 無回答 合計

ａ）地域のお祭りなど地域行事活動
男性 (n=811) 46.2 50.2 3.6 100.0
女性 (n=907) 52.7 44.3 3.0 100.0

ｂ）地域でのスポーツ活動
男性 (n=811) 22.6 73.1 4.3 100.0
女性 (n=907) 21.8 74.1 4.1 100.0

ｃ）地域での芸術・文化活動
男性 (n=811) 17.6 77.4 4.9 100.0
女性 (n=907) 19.4 75.4 5.2 100.0

ｄ）高齢者の見守りなどの地域福祉活動
男性 (n=811) 7.8 86.7 5.5 100.0
女性 (n=907) 8.5 86.5 5.0 100.0

ｅ）子供の育成活動
男性 (n=811) 17.4 76.9 5.7 100.0
女性 (n=907) 22.2 72.5 5.3 100.0

ｆ）清掃などのまちづくりの活動
男性 (n=811) 45.1 51.0 3.8 100.0
女性 (n=907) 42.0 54.4 3.6 100.0

ｇ）地域での防犯活動
男性 (n=811) 13.3 80.9 5.8 100.0
女性 (n=907) 10.3 84.3 5.4 100.0

ｈ）防災訓練などの災害対策の活動
男性 (n=811) 28.6 66.7 4.7 100.0
女性 (n=907) 23.0 72.4 4.5 100.0

　性別に違いが見てとれるのは、以下の 3 項目である。a) お祭りなどの地域行事では、女性
52.7％、男性 46.2％であり、女性の方が 6.5 ポイント多かった。子供の育成活動では女性
22.2％、男性 17.4％と女性の方が 4.8 ポイント高かった。防災訓練など災害対策では男性
28.6％、女性 23.0％と男性の方が 5.6 ポイント高かった。
　本調査の関心事である地域での防犯活動をみると、男性 13.3％、女性 10.3％となっており、
ほとんど性差はみられなかった。

②年代別にみた地域活動参加経験
　ついで、年代別に参加経験率を集計した。その結果を表Ⅱ -3-4-2に示した。8 項目すべて
において、年代による違いが観察された。
　多くの項目で、年代が上になるにつれて参加経験率が上昇する傾向にあった。そうなってい
ない項目は、以下である。
　a） お祭りなどの地域行事では、30 代 58.8％、40 代 55.7％と 30 ～ 40 代が高く、これ以外の

年代では 5 割未満であった。
　b）地域でのスポーツ活動では 40 代が 26.4％とやや参加経験率が高かった。
　e） 子供の育成活動では 30 代 27.5％、40 代 30.3％と 30 ～ 40 代が高かった。
　これらの 3 項目以外では、おおむね年代が上がるほど参加経験率が高くなる方向であった。
これら 3 項目は、年代という要因以外に、子供の有無が参加経験率に影響していることが考え
られる。回答者本人の参加というよりは、子供のための参加、子供関係の地域のつながりによ
る参加、という可能性である。
　さて、本調査の関心の焦点である地域防犯活動への参加経験率をみると、20 代 3.1％、30 代
6.9％と、若い年代において参加経験率が低い。40 ～ 60 代ではおおむね 1 割前後であり、70
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歳以上で 19.6％と 2 割程度と高くなっていた。ただし、70 歳以上では無回答率が 11.6％と高
いことが懸念される。他の項目と比較すると、子供の育成活動も同様に無回答率が同率であっ
たが、これら以外の項目と比較しても無回答率が高い。防犯活動参加経験の問いは、他の項目
と比べて、「防犯活動」に該当するかどうか回答者に逡巡させる要素がある可能性も考えられる。

　　　　　　　　　　　	表Ⅱ -3-4-2　年代別にみた地域活動への参加経験　　　　　　　　　    （％）
年代 ある ない 無回答 合計

ａ）地域のお祭りなど地域行事活動

20 代 (n=161) 45.3 52.8 1.9 100.0
30 代 (n=233) 58.8 39.9 1.3 100.0
40 代 (n=314) 55.7 42.4 1.9 100.0
50 代 (n=305) 44.6 52.8 2.6 100.0
60 代 (n=343) 47.2 48.7 4.1 100.0
70 歳以上 (n=362) 47.0 47.0 6.1 100.0

ｂ）地域でのスポーツ活動

20 代 (n=161) 15.5 82.6 1.9 100.0
30 代 (n=233) 22.3 75.5 2.1 100.0
40 代 (n=314) 26.4 71.0 2.5 100.0
50 代 (n=305) 21.0 75.1 3.9 100.0
60 代 (n=343) 22.7 72.6 4.7 100.0
70 歳以上 (n=362) 21.8 70.4 7.7 100.0

ｃ）地域での芸術・文化活動

20 代 (n=161) 8.7 89.4 1.9 100.0
30 代 (n=233) 17.6 80.3 2.1 100.0
40 代 (n=314) 16.9 79.9 3.2 100.0
50 代 (n=305) 18.0 77.4 4.6 100.0
60 代 (n=343) 16.9 77.3 5.8 100.0
70 歳以上 (n=362) 27.1 63.3 9.7 100.0

ｄ）高齢者の見守りなどの地域福祉活動

20 代 (n=161) 4.3 93.8 1.9 100.0
30 代 (n=233) 3.4 94.4 2.1 100.0
40 代 (n=314) 5.7 90.8 3.5 100.0
50 代 (n=305) 6.6 88.9 4.6 100.0
60 代 (n=343) 11.1 82.8 6.1 100.0
70 歳以上 (n=362) 13.5 76.5 9.9 100.0

ｅ）子供の育成活動

20 代 (n=161) 11.2 87.0 1.9 100.0
30 代 (n=233) 27.5 70.4 2.1 100.0
40 代 (n=314) 30.3 66.6 3.2 100.0
50 代 (n=305) 21.3 74.8 3.9 100.0
60 代 (n=343) 14.0 79.6 6.4 100.0
70 歳以上 (n=362) 14.4 74.0 11.6 100.0

ｆ）清掃などのまちづくりの活動

20 代 (n=161) 18.6 79.5 1.9 100.0
30 代 (n=233) 31.8 66.5 1.7 100.0
40 代 (n=314) 41.1 56.1 2.9 100.0
50 代 (n=305) 46.6 49.8 3.6 100.0
60 代 (n=343) 50.4 46.1 3.5 100.0
70 歳以上 (n=362) 55.0 38.1 6.9 100.0

ｇ）地域での防犯活動

20 代 (n=161) 3.1 95.0 1.9 100.0
30 代 (n=233) 6.9 91.4 1.7 100.0
40 代 (n=314) 9.6 87.3 3.2 100.0
50 代 (n=305) 11.5 83.6 4.9 100.0
60 代 (n=343) 12.8 80.8 6.4 100.0
70 歳以上 (n=362) 19.6 68.8 11.6 100.0

ｈ）防災訓練などの災害対策の活動

20 代 (n=161) 13.7 84.5 1.9 100.0
30 代 (n=233) 17.6 80.3 2.1 100.0
40 代 (n=314) 22.9 73.6 3.5 100.0
50 代 (n=305) 24.9 70.8 4.3 100.0
60 代 (n=343) 28.9 66.5 4.7 100.0
70 歳以上 (n=362) 36.2 55.2 8.6 100.0

③多変量解析
　なお、無回答を欠損値としたうえで、これら 8 項目について因子分析したところ、1 因子構
造に収束した。また、信頼性係数を算出したところ、α =.777 と安定した値であった。どの項
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目を削除してもこれ以上信頼性係数が上昇するということはなかった。このことからは、地域
防犯活動への参加経験は、これ以外の地域活動とは別ものということはなく、参加経験という
点からは、様々な地域活動のひとつとして同一地平線上にあることが示唆される。

（２）活動への関心
　ついで、先に見た地域活動の参加経験をたずねた項目と同じ 8 項目について、活動への関心
をたずねた結果をみていく。「参加不参加にかかわらず、こうした活動へのご関心は」とたずね、

「ある」「どちらかといえばある」「どちらかといえばない」「ない」の 4 件法で回答してもらっ
た。前 2 者を統合して「関心ある」群とし、後 2 者を統合して「関心ない」群として 2 値化し
た。その集計結果を図Ⅱ -3-4-2に示した。

防災訓練などの災害対策の活動

清掃などのまちづくりの活動

地域のお祭りなど地域行事活動

地域での防犯活動

子供の育成活動

高齢者の見守りなどの
地域福祉活動

地域での芸術・文化活動

地域でのスポーツ活動

■ 関心ある　■ 関心ない　■ 無回答

図Ⅱ-3-4-2　地域活動への関心（N=1,718）
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　上記の図をみると、防災対策の活動がもっとも関心が高く、57.4％が関心があるとの回答で
あった。ついで清掃などのまちづくりが 56.6％と、地域のお祭りが 56.4％と、これら 3 項目は
ほぼ同水準であった。
　本調査の最大の関心事である地域防犯活動をみると、52.8％であり、半数以上の人びとが関
心あると回答した。この結果は、先に提示した図Ⅱ-3-4-1における参加経験と比較してみると、
興味深いように思える。地域防犯活動への参加経験率は 11.7％と一割程度であった。しかしな
がら、潜在的には半数以上の人びとが関心はあるとしているのである。
　同様の傾向は、防災訓練などの災害対策活動にもあてはまる。災害対策活動の参加経験率は
25.7％と四人にひとり程度であった。しかしながら、57.4％と六割弱の人びとが関心はあると
回答したわけである。
　清掃などのまちづくり活動と、お祭りなどの地域行事に関しては、参加経験率も高くかつ関
心も高い結果となっており、経験と関心が一致しているが、防災と防犯に関しては、経験率は
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低いが関心は高い、ということである。防災と防犯に関するこの乖離は、より詳細な分析が求
められる。

①性別にみた地域活動への関心
　上で見た地域活動への関心について、性別に集計した結果を表Ⅱ -3-4-3に示した。

　　　　　　　　　　　　　表Ⅱ-3-4-3　性別にみた地域活動への関心　　　　　　　　　　　　（％）

関心あり 関心なし 無回答 合計

ａ）地域のお祭りなど地域行事活動
男性 (n=811) 54.1 40.8 5.1 100.0
女性 (n=907) 58.3 34.5 7.2 100.0

ｂ）地域でのスポーツ活動
男性 (n=811) 42.0 52.4 5.5 100.0
女性 (n=907) 37.9 54.2 7.8 100.0

ｃ）地域での芸術・文化活動
男性 (n=811) 37.0 57.8 5.2 100.0
女性 (n=907) 45.3 46.9 7.8 100.0

ｄ）高齢者の見守りなどの地域福祉活動
男性 (n=811) 40.8 53.9 5.3 100.0
女性 (n=907) 46.5 45.9 7.6 100.0

ｅ）子供の育成活動
男性 (n=811) 47.6 46.7 5.7 100.0
女性 (n=907) 54.1 37.7 8.2 100.0

ｆ）清掃などのまちづくりの活動
男性 (n=811) 55.9 38.1 6.0 100.0
女性 (n=907) 57.3 35.4 7.3 100.0

ｇ）地域での防犯活動
男性 (n=811) 51.9 42.4 5.7 100.0
女性 (n=907) 53.5 39.0 7.5 100.0

ｈ）防災訓練などの災害対策の活動
男性 (n=811) 55.6 39.2 5.2 100.0
女性 (n=907) 59.0 33.6 7.4 100.0

　地域でのスポーツ活動を例外として、これ以外のすべての項目において女性の方が関心あり
の割合が高かった。関心ありという回答に注目して差が大きい順にならべると、まずは地域で
の芸術・文化活動であり、男性 37.0％、女性 45.3％と、女性の方が 8.3 ポイント高かった。つ
いで子供の育成活動であり、男性 47.6％、女性 54.1％と、女性の方が 6.5 ポイント高かった。
三番目に高齢者の見守りなど地域福祉活動であり、男性 40.8％、女性 46.5％と 5.7 ポイント女
性の方が高かった。お祭りなどの地域行事では 4.2 ポイント女性が高く、防災訓練などの災害
対策では 3.4 ポイント女性が高かった。
　本調査の関心の焦点である地域防犯活動を見ると、男性 51.9％、女性 53.5％とその差は 1.6
ポイントしかなく、これはほとんど同水準とみるべきであろう。以上の分析から、地域防犯活
動は他の地域活動と比べると、その関心のあり方においてはあまり性差のみられない活動で
あった。

②年代別にみた地域活動への関心
　ついで、地域活動への関心について、年代に集計した結果を表Ⅱ -3-4-4に示した。



第Ⅱ部　調査の結果

－ 72 －

　　　　　　　　　　　　		表Ⅱ -3-4-4　年代別にみた地域活動への関心　　　　　　　　　	　（％）
関心あり 関心なし 無回答 合計

ａ）地域のお祭りなど地域行事活動

20 代 (n=161) 54.7 41.0 4.3 100.0
30 代 (n=233) 65.2 30.0 4.7 100.0
40 代 (n=314) 51.9 43.3 4.8 100.0
50 代 (n=305) 48.5 44.3 7.2 100.0
60 代 (n=343) 58.0 36.2 5.8 100.0
70 歳以上 (n=362) 60.2 31.2 8.6 100.0

ｂ）地域でのスポーツ活動

20 代 (n=161) 37.3 57.8 5.0 100.0
30 代 (n=233) 47.6 47.2 5.2 100.0
40 代 (n=314) 35.4 59.9 4.8 100.0
50 代 (n=305) 36.1 57.4 6.6 100.0
60 代 (n=343) 42.6 51.6 5.8 100.0
70 歳以上 (n=362) 40.6 48.1 11.3 100.0

ｃ）地域での芸術・文化活動

20 代 (n=161) 29.8 65.2 5.0 100.0
30 代 (n=233) 48.5 47.2 4.3 100.0
40 代 (n=314) 31.8 63.1 5.1 100.0
50 代 (n=305) 39.3 54.4 6.2 100.0
60 代 (n=343) 46.1 47.5 6.4 100.0
70 歳以上 (n=362) 47.5 42.0 10.5 100.0

ｄ）高齢者の見守りなどの地域福祉活動

20 代 (n=161) 27.3 67.7 5.0 100.0
30 代 (n=233) 39.5 56.2 4.3 100.0
40 代 (n=314) 36.6 58.3 5.1 100.0
50 代 (n=305) 47.2 46.6 6.2 100.0
60 代 (n=343) 53.4 42.0 4.7 100.0
70 歳以上 (n=362) 48.3 39.8 11.9 100.0

ｅ）子供の育成活動

20 代 (n=161) 40.4 54.7 5.0 100.0
30 代 (n=233) 59.2 35.2 5.6 100.0
40 代 (n=314) 53.8 40.8 5.4 100.0
50 代 (n=305) 51.5 42.3 6.2 100.0
60 代 (n=343) 52.8 41.7 5.5 100.0
70 歳以上 (n=362) 46.1 41.7 12.2 100.0

ｆ）清掃などのまちづくりの活動

20 代 (n=161) 36.0 59.0 5.0 100.0
30 代 (n=233) 54.1 40.3 5.6 100.0
40 代 (n=314) 50.6 43.9 5.4 100.0
50 代 (n=305) 56.4 37.0 6.6 100.0
60 代 (n=343) 66.8 27.7 5.5 100.0
70 歳以上 (n=362) 63.3 26.2 10.5 100.0

ｇ）地域での防犯活動

20 代 (n=161) 31.7 63.4 5.0 100.0
30 代 (n=233) 55.8 39.5 4.7 100.0
40 代 (n=314) 48.4 45.9 5.7 100.0
50 代 (n=305) 55.7 39.0 5.2 100.0
60 代 (n=343) 59.8 34.4 5.8 100.0
70 歳以上 (n=362) 54.7 34.0 11.3 100.0

ｈ）防災訓練などの災害対策の活動

20 代 (n=161) 44.1 50.9 5.0 100.0
30 代 (n=233) 60.1 35.6 4.3 100.0
40 代 (n=314) 53.2 41.4 5.4 100.0
50 代 (n=305) 56.7 37.4 5.9 100.0
60 代 (n=343) 63.8 30.9 5.2 100.0
70 歳以上 (n=362) 59.7 29.8 10.5 100.0

　年代別に地域活動への関心をみると、直線的な関係になっていないことが見てとれる。単純
な解釈が難しい分布となっている。
　概観すると、30 代の関心が高く、20 代、40 代、50 代では低く、60 代以上で再び関心が高
くなる様相にある。しかしながら、それぞれの項目によって年代と関心の高低が異なっている。
　本調査の焦点である地域防犯活動に注目すると、20 代では 31.7％と低いが、30 代では
55.8％と半数強が関心ありとしており、40 代で 48.4％とやや低下したのち、50 代で 55.7％で
あり、60 代が 59.8％ともっとも高い。70 歳以上では 54.7％と 60 代よりもやや低下する。
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　このように、年代と関心が直線的な関係となっていないのは、ひとつには、子育てとの関係
が考えられる。地域活動への参加や関心は、自身の関心のみならず、子供を媒介とした地域社
会とのつながりによって駆動される部分が小さくないことが考えられるからである。
　また、70 歳以上の年代にあっては、無回答率の高さに留意する必要があるであろう。8 項目
のすべてにおいて、他の年代よりも無回答率が高く、おおむね一割を超えている。

③相関分析
　地域活動への関心が相互にどのような関係にあるのかを把握するために、相関分析を行った。
無回答は欠損値として分析から除外し、関心が「ある」から「ない」までの 4 件法のまま相関
分析に投入した。その結果を表Ⅱ -3-4-5に示した。

表Ⅱ -3-4-5　地域活動への関心の相関分析

お祭り スポーツ 
活動

芸術・ 
文化

高齢者の 
見守り

子供の 
育成活動 清掃など 地域防犯

地域でのスポーツ活動
r .617
N 1,593 1,602

地域での芸術・文化活動
r .596 .642
N 1,595 1,592 1,605

高齢者の見守りなどの
地域福祉

r .529 .561 .658
N 1,593 1,592 1,595 1,606

子供の育成活動
r .581 .603 .617 .688
N 1,588 1,585 1,587 1,590 1,598

清掃などの
まちづくりの活動

r .619 .599 .576 .649 .649
N 1,594 1,588 1,588 1,591 1,586 1,603

地域での防犯活動
r .572 .602 .627 .725 .700 .734
N 1,591 1,590 1,590 1,595 1,589 1,592

防災訓練などの災害対策
r .561 .567 .604 .646 .645 .709 .812 
N 1,597 1,595 1,594 1,600 1,590 1,596 1,597

注）全ての相関係数が 0.1％水準で有意

　全ての項目相互において正の相関関係が見いだされた。すなわち、なにかひとつに関心が向
けられると他方への関心が低下するということはなく、何かに関心があればそれ以外の活動に
も関心が向くということである。
　地域防犯活動に注目すると、防災訓練などの災害対策活動との相関が r=.812 とかなり高かっ
た。地域の安全・安心にかかわる活動ということで、親和性が高いことが示唆される。高齢者
の見守りなどの地域福祉活動、清掃などのまちづくり活動との相関も r=.725、r=.734 と高い。
さらに子供の育成活動とも r=.700 と高い相関関係にあった。地域防犯活動は、関心のむき方
という点ではこれらの活動と親和性が高いことが示唆される。
　他方、お祭りなど地域行事との相関は r=.572 と相対的には低かった。ただし、相対的に低かっ
たということであって、有意な正の相関関係があり、相性が悪いということではない。
④多変量解析
　無回答を欠損値としたうえで、これら 8 項目について関心が「ある」から「ない」までの 4



第Ⅱ部　調査の結果

－ 74 －

件法のまま投入して因子分析したところ、1 因子構造に収束した。また、信頼性係数を算出し
たところ、α =.932 と高い値であった。どの項目を削除してもこれ以上信頼性係数が上昇する
ということはなかった。このことからは、地域防犯活動への関心は、これ以外の地域活動とは
別ものということはなく、参加への関心という点からは、様々な地域活動のひとつとして同一
地平線上にあることが示唆される。
　ついで、地域活動への関心を従属変数とした重回帰分析を行った。得点を逆転し、関心が「あ
る」を 3 点、「どちらかといえばある」を 2 点、「どちらかといえばない」を 1 点、「ない」を
0 点とした。独立変数として基本的な属性である性別、年代、同居している小学生以下の子供
の有無を投入した。なお、年代については、直線的な関係になっていないことが表 3-4-4から
分かっていたため、20 代を基準としてダミー変数として投入した。8 種類の地域活動それぞれ
を従属変数とした分析結果を表Ⅱ -3-4-6に示した。

表Ⅱ -3-4-6　地域活動への関心を従属変数とした重回帰分析

お祭り スポーツ 芸術・文化 地域福祉 子供育成 清掃など 地域防犯 災害対策

β β β β β β β β
性別（男 =1、女 =0） -.051 * .030 -.076 ** -.070 ** -.062 * -.026 -.052 * -.043
　30 代ダミー .033 .036 .124 ** .092 * .081 * .091 * .149 *** .099 **
　40 代ダミー -.053 -.039 .021 .072 .070 .084 * .127 ** .070
　50 代ダミー -.004 .047 .125 ** .197 *** .152 *** .201 *** .230 *** .160 ***
　60 代ダミー .082 * .106 ** .181 *** .263 *** .173 *** .288 *** .285 *** .224 ***
　70 歳以上ダミー .107 ** .074 .197 *** .221 *** .122 ** .311 *** .267 *** .228 ***
小学生以下の子供 .165 *** .129 *** .062 * .061 * .253 *** .123 *** .113 *** .091 **

p 値 p<.001 p<.001 p<.001 p<.001 p<.001 p<.001 p<.001 p<.001
N 1,555 1,545 1,549 1,550 1,543 1,548 1,550 1,551

調整済 R2 .037 .020 .033 .042 .068 .063 .047 .033
注）年代ダミーの基準変数は 20 代

　性別の効果は、地域でのスポーツ活動、清掃などまちづくり活動、災害対策活動では有意に
ならなかったが、これら以外では有意に女性の方が関心が高かった。
　年齢についてみると、60 代、70 歳以上ではほとんどの活動に対して関心が有意に高くなっ
ていた。地域でのスポーツ活動に対する 70 歳以上のみ有意ではなかった。おしなべて、年代
の高い住民の方が地域活動に関心をもっていることが読み取れる。
　小学生以下の子供と同居していることは、8 種類すべての活動に対する関心を高めていた。
本調査での設問は、同居している子供がいるかどうかをたずねたものであるため、自身の子供
とは限らない。孫であることもあれば、甥、姪や、年の離れたきょうだいである可能性もある。
しかしながら、続柄がどうであれ、同居している子供に有意な効果が検出された。この結果か
らは、地域活動への関心は、住民自身の直接的な関心のみではなく、同居している子供を媒介
して関心が向けられている可能性が示唆される。
　地域防犯活動に関しては、すべての独立変数が有意となった。助成の方が関心が高く、20
代を基準とすれば 30 代以上はすべて関心が高く、また 50 代以上で関心の度合いが高まる傾向
が見られた。また、同居している子供がいる人の方が関心が高い傾向もみられた。
　ただし、これら重回帰分析の説明力は高くない。調整済み決定係数の値がいずれも 0.1 未満
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であり、あてはまりはよくない。独立変数として基本的な属性のみを投入しているためと思わ
れるが、これだけでは十分な説明モデルとなりえないことも示された。しかしながら、様々な
地域活動のなかにおいて、地域防犯活動がどのような位置にあるのかを把握する一助とはなり
えるものと思われる。

（３）地域防犯活動の分析
①域防犯活動への参加経験と関心の関係
　地域防犯活動への参加経験と関心の関係について分析する。二方向からの分析を行う。まず、
参加経験の有無別に関心の有無を分析する。ついで逆に、関心の有無別に参加経験の有無を分
析する。なお、統計的検定のため、これ以降の分析は無回答を欠損値として分析対象から除外
する。
　参加経験の有無別に関心の有無のクロス集計結果を図Ⅱ -3-4-3に提示した。参加経験のあ
る人は 92.1％が関心ありと回答したが、参加経験のない人であっても、51.7％と半分の人びと
が関心はあるとの回答であった。これは、注目すべき結果であるように思える。
　ついで逆に、関心の有無別に参加経験の有無をクロス集計した結果を図 3-4-4に提示した。
関心があるとした人のうち、参加経験がある割合は 20.1％と五人にひとり程度であった。地域
防犯活動に関心がある人の 8 割は参加経験がないということであり、これも注目すべき結果で
あると思われる。
　回答時点で関心はないが、過去 3 年間に参加経験はあるとした人は 2.2％とごく少数であっ
た。この結果からは、地域防犯活動に関して、潜在的に参加可能性のある人びとが相当数いる
ということが示唆される。
　なお、参加経験の有無と関心の有無の組み合わせで、論理的な 4 類型を形成することができ
る。その 4 類型を形成した場合の分布は、以下のようになる。関心がありかつ参加経験もある
群は 11.4％（176 人）、関心はあるが参加経験のない群は 45.3％（701 人）、関心はないが参加
経験のある群は 1.0％（15 人）、関心はなくかつ参加経験もない群は 42.3％（655 人）。この結
果からは、地域防犯活動に関心はないが、たとえばつきあいで参加したというケースはごく少
数にとどまることがわかる。逆に、関心はあれども参加経験がないという人びとが 4 割強存在
しており、注目すべき存在であるように思われる。

参加経験あり
（n=191）

参加経験なし
（n=1,356）

■ 関心あり　■ 関心なし

図Ⅱ-3-4-3　地域防犯活動への参加経験有無別にみた活動への関心
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51.7

p<.001
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　関心のない人に参加を促すことは困難であろうが、関心はあるが参加経験はないという住民
は何らかのきっかけがあれば活動に参加する可能性があるであろう。そうした人びとへのアプ
ローチの方策は検討に値するように思われる。

関心あり
（n=877）

関心なし
（n=670）

■ 参加経験あり　■ 参加経験なし

図 3-4-4　地域防犯活動への関心の有無別にみた参加経験

0 20 40 60 8010 30 50 70 90 100（％）
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20.1

p<.001

②被害経験、犯罪不安と地域防犯活動への関心の分析
　最後に、地域防犯活動を従属変数とした重回帰分析を行い、地域防犯活動への関心を規定す
る構造の一端を明らかにしたい。
　従属変数は表Ⅱ -3-4-6と同様に、地域防犯活動への関心が「ある」を 3 点、「どちらかとい
えばある」を 2 点、「どちらかといえばない」を 1 点、「ない」を 0 点とした。
　独立変数として、性別、年代、小学生以下の子供との同居については表Ⅱ -3-4-6と同様で
ある。ここではさらに、過去 1 年間の自身あるいは同居家族の犯罪被害の有無を投入した。調
査票問 1 付問 1 でたずねた罪種の被害について、なにかひとつでもあればある（=1）、なけれ
ばなし（=0）とした。
　さらに、自身の犯罪被害不安について、「よくある」を 3 点、「たまにある」を 2 点、「ほと

表Ⅱ -3-4-7　地域活動への関心を従属変数とした重回帰分析

被害経験のみ 
モデル

自身の犯罪不安 
のみモデル

同居家族の犯罪 
不安のみモデル

自身と同居家族の 
犯罪不安モデル

β β β β
性別（男 =1、女 =0） -.056 * -.046 -.057 * -.055 *
　30 代ダミー .151 *** .141 *** .134 *** .133 ***
　40 代ダミー .124 ** .116 ** .097 * .098 *
　50 代ダミー .230 *** .218 *** .199 *** .200 ***
　60 代ダミー .289 *** .282 *** .279 *** .279 ***
　70 歳以上ダミー .272 *** .289 *** .296 *** .300 ***
小学生以下の子供 .114 *** .108 *** .083 ** .086 **
被害経験（ある =1) .033 .015 .015 .012 
自身の犯罪不安 .141 *** .044 
同居家族の犯罪不安 .191 *** .162 ***

p 値 p<.001 p<.001 p<.001 p<.001
N 1,482 1,470 1,453 1,450

調整済 R2 .051 .069 .085 .086
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んどない」を 1 点、「全くない」を 0 点として投入した。同居家族の犯罪不安については、上
記と同様であるが、「同居の家族はいない」という回答を分析から除外せずに、0 点を与えた。
　なお、分析にあたっては多重共線性の確認のために VIF 値を参照したが、いずれも許容範
囲内であった。4 つの分析モデルを設定し、表Ⅱ -3-4-7に分析結果を提示した。
　表Ⅱ -3-4-7から以下のことが読み取れる。犯罪被害経験は、地域防犯活動への関心を高め
ない。すべてのモデルで有意な効果は見いだされなかった。
　自身の犯罪不安、同居家族の犯罪不安は、両者とも単独で投入した場合には有意な効果がみ
られた。
　自身の犯罪不安と同居家族の犯罪不安の両者ともを投入したモデルでは、自身の犯罪不安は
有意な変数とならなかった。
　以上の結果からは、性別や年代、子供との同居の有無をコントロールしても、同居家族にか
かる犯罪不安が地域防犯活動への関心を規定している、ということが読み取れる。自身の不安
ではない、ということ注目すべきであろう。この析出結果は、自身ではなく「重要な他者の脆
弱性」が犯罪リスク知覚を高めるという阪口（2008：471）の知見と符号するように思われる。
　また、標準化偏回帰係数に注目すると、不安感がどうであれ、小学生以下の子供との同居は、
地域防犯活動への関心を高める有意な効果がみられた。ただしその効果は、同居家族にかかる
犯罪不安の半分程度の規定力であった。
　ただし、調整済み決定係数はいずれのモデルも 0.1 未満であり、十分な説明力をもったモデ
ルとはなっていない。しかしながら、同居家族にかかる犯罪不安が性別・年代を問わず、地域
防犯への関心と結びついているという結果は強調してもよいであろう。

【文献】
阪口祐介 , 2008, 「犯罪リスク知覚の規定構造 : 国際比較からみる日本の特殊性」, 日本社会学

会『社会学評論』59(3)：462-477.
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第４章　治安意識と防犯対策（２）　個人・家族レベルの意識・対策

　本章では、個人・家族レベルの治安意識と防犯対策に関しての調査結果を提示する。設問番
号としては、問 17 の a）～ d）、問 20 ～問 23、問 27 が該当箇所である。これら設問に関する
調査結果等を、今回の 2018 年調査を中心に、時に前回までの調査結果との比較・推移を交えて、
分析していくことにする。

１．個人次元の治安・防犯活動に関する認識

（１）単純集計結果
　個人次元の治安・防犯認識 4 項目について「あなたは、次の意見についてどのようにお考え
でしょうか」と尋ね、「とてもそう思う」「ややそう思う」「あまりそう思わない」「全くそう思
わない」の 4 件法で回答を求めた。その単純集計結果が図Ⅱ -4-1である。

対策をすれば犯罪の被害にはあわない

あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか

自分は犯罪の被害にあわないよう行動できる

何か防犯対策をしてみたい

犯罪の被害にあうかどうかは運次第だ

■ とてもそう思う　■ ややそう思う　■ あまりそう思わない　■ 全くそう思わない　■ 無回答

図Ⅱ-4-1　個人次元の治安・防犯認識

0 20 40 60 80 100（％）

48.1 33.3 5.8 2.3

2.5
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56.612.7 23.6

2.9

45.38.8 31.8 11.3

　図を見ると、「対策をすれば犯罪の被害にあわない」では、「とてもそう思う」は 10.5%、「や
やそう思う」は 48.1% であり、合わせると約 6 割の人たちは「対策」で犯罪被害防止はできる
と認識している。
　こうした対策が個人的にできるものなのかを問うたのが「自分は犯罪の被害にあわないよう
行動できる」である。図に見るように、「とてもそう思う」は 7.0%、「ややそう思う」は 49.8%
であり、合わせると 56.9% となる。上記の「対策をすれば犯罪の被害にあわない」の数値に比
べるとやや低下しているが、それでも個人の行動で犯罪の被害に遭わないようにすることは可
能であると認識している人が過半数である。
　では、そうした対策をしてみたいと思っているか否かを問うたのが「何か犯罪対策をしてみ
たい」である。「とてもそう思う」は 12.7％、「ややそう思う」は 56.6% であり、合わせると
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69.3% となる。犯罪被害防止対策をする気のある人が約 7 割いることがわかる。
　ただし、どんなことをしても所詮犯罪に遭ってしまうのだ、という認識もあるだろう。そこ
で「犯罪の被害にあうかどうかは運次第だ」と尋ねてみた。回答結果は図に見るとおり、「と
てもそう思う」は 8.8%、「ややそう思う」は 45.3% であり、合わせると 54.1% であった。被害
に遭わないようにしても、防犯対策を講じても、被害に遭うときは遭うのであるという認識も
半数以上の人たちが抱いている。

（２）2014年度調査との比較
　これら項目は前回（2014 年）も調査しているので、まず「とてもそう思う」「ややそう思う」
を合わせた比率が前回と今回で変化しているかを比較する。項目ごとに、前回の % →今回の %、
および前回からの変化を示すと、以下のようになる。

・対策をすれば犯罪の被害にはあわない  64.8% → 58.6%  6.2% 減
・自分は犯罪の被害にあわないよう行動できる 60.7% → 56.9%  3.9% 減
・何か防犯対策をしてみたい    67.8% → 69.3%  1.5% 増
・犯罪の被害にあうかどうかは運次第だ  56.9% → 54.1%  2.8% 減

　「対策をすれば犯罪の被害にはあわない」「自分は犯罪の被害にあわないよう行動できる」の
変化は統計的に有意である。対策の有効性に関する認識が少しずつ低下している可能性がある。

（３）性別・年齢による比較
　これら項目の回答に性別・年齢による違いがあるかを調べてみる。ここでの集計は、「無回答」
を除いた％を示すことにする。
　まず、性別による集計結果が図Ⅱ -4-2である。
　「対策をすれば犯罪の被害にはあわない」「何か防犯対策をしてみたい」「犯罪の被害にあう
かどうかは運次第だ」の 3 項目について回答の分布の男女差が統計的に有意となった。
　このうち「対策をすれば犯罪の被害にはあわない」「犯罪の被害にあうかどうかは運次第だ」
の分布の違いとは、男性の方が女性より肯定側（前者は「とてもそう思う」、後者は「（とても
＋やや）そう思う」）と否定側（両項目とも「全くそう思わない」）の双方の割合が高い、つま
り回答の分散が大きいという特徴を示すものである。これら 2 項目については、「とてもそう
思う」「ややそう思う」をあわせた比率は性別による有意差はない。
　「何か防犯対策をしてみたい」については、男性より女性の方が肯定側が多い。女性の方が
用心のために「何か防犯対策をしてみたい」という意向が高くなるのであろう。
　次に、年齢別の集計結果を図 II-4-3 に示す。「とてもそう思う」「ややそう思う」をあわせた
比率を縦軸として、折れ線グラフで表示している。これら項目の年齢による違いは、いずれも
統計的検定を行うと有意である。
　「対策をすれば犯罪の被害にあわない」「自分は犯罪の被害にあわないよう行動できる」はほ
ぼ同様の動きを示し、年齢が上がるほど「そう思う」人の割合が多くなる。対策の有効性の認
識が高まるとも言えるが、「自分は大丈夫」という思い込みが高齢層ほど高まるという解釈も
可能である。
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　「何か犯罪対策をしてみたい」は 40 歳台をピークに、その後は年齢が上がるにつれて肯定回
答が減っていく。高齢層は「対策をすれば犯罪の被害にあわない」「自分は犯罪の被害にあわ
ないよう行動できる」と考える人は多いのに、「何か犯罪対策をしてみたい」という対策意向
は低いのである。高齢者を狙う犯罪が多発している現状を考えると、このような認識は危険な
傾向と思われる。
　「犯罪の被害にあうかどうかは運次第だ」は、概ね年齢が下がるにつれて肯定回答が多くなる。

対策をすれば犯罪の被害にはあわない

女

男

女

男

女

男

女

男

あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか

自分は犯罪の被害にあわないよう行動できる

何か防犯対策をしてみたい

犯罪の被害にあうかどうかは運次第だ

■ とてもそう思う　■ ややそう思う　■ あまりそう思わない　■ 全くそう思わない

図Ⅱ-4-2　個人次元の治安・防犯認識：性別による集計
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図Ⅱ-4-3　個人次元の治安・防犯認識：年齢別の集計
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若い世代ほど「運次第」と考えるようである。

２．防犯情報に関する認知

（１）警察の広報活動認知
　「あなたは、警察が定期的に発行している広報紙（交番ニュースなど）を見たことがありま
すか」という質問し、警察広報活動の認知度を調べた。この設問は前回（2014 年）・前々回（2010
年）も調べているので、3 回分の調査結果を図Ⅱ -4-4に示す。
　図に見るとおり、2010 年から 2014 年にかけて「見たことがない」という回答が前回 61.8%
から 67.0% と増えたが、今回調査では 66.2% と若干減少している。それに「見たことがあるが
読んだことがない」を加えた割合は、2014 年が 76.2%、今回が 71.4% と約 5% の減少がみられ
る（この差は統計的に有意である）。
　全体的には、2010 年から 2014 年にかけて認知度は低下したが、今回調査では若干の回復傾
向にあるといえる。しかしながら、依然として、3 人に 2 人は見たことがなく、7 割を超える
人が読んだことがない（つまり、ほとんど読まれてない）という状況である。

2014 年

2010 年

2018 年

あなたは、警察が定期的に発行している広報紙（交番ニュースなど）を見たことがありますか

■ 見たことがない　■ 見たことがあるが読んだことがない　■ たまに読んでいる
■ いつも読んでいる　■ 無回答

図Ⅱ-4-4　警察の広報紙の認知：2010 年～ 2018 年
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　「見たことがない」という回答の割合を、前回・前々回の結果と比較しつつ、性別・年齢・
都市規模別に調べてみる。
　性別では男性 66.6% → 66.2%、女性 67.3% → 66.3% と変化し、今回は男女差がほぼなくなった。
年齢別では、今回は 20 歳代が 83.2%、30 歳代が 79.3、40 歳代が 73.6%、50 歳代が 67.3%、60
歳代が 56.9%、70 歳以上が 51.9% と、年齢が下がるほど「見たことがない」人が多くなる。ま
た、全ての年齢層で半数以上が「見たことがない」のである。前回と比較して最も変化が大き
かったのは 50 歳代であり、前回 61.7% から 5.9%「見たことがない」人が増えているが、この
変化は統計的には片側検定で 5% の危険率で有意とはならない。
　都市規模別に今回の「見たことがない」の割合をみると、東京都区部が 73.4% と最も高く、
中核市 72.1%、政令市 69.8% が続く。中核市以外の市は 63.9%、町村は 56.6% である。全体的に、
都市部の非認知率が高いといえる。前回とは都市規模の集計区分が異なるので比較できないカ
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テゴリがあるが、町村部の「見たことがない」割合は、2010 年 53.0% → 2014 年 70.1% →今回
56.6% と変化した。2010 年から 2014 年にかけての認知率大幅低下が回復したとみることがで
きる結果である。今回は前回と比べて 14% 減であるが、この差は統計的にも両側 5% 水準で
有意となる。 

（２）　過去1年間の防犯情報認知
　「あなたは、過去 1 年間に、防犯に関するノウハウや、注意を呼びかける情報（事件のニュー
スは除いてください）を、次のような手段でご覧になったことはありますか」と質問し、「そ
の他」を含め 15 項目から複数選択してもらった。その結果を選択率が多い順に並べて図Ⅱ
-4-5に示す。

図Ⅱ-4-5　過去 1年間の防犯情報認知
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　半数を超えているのは「自治体の広報誌」「テレビ・ラジオ」である。「新聞・雑誌・書籍」
が 27.1% とこれらに次ぐ。テレビ、ラジオ、新聞、雑誌などマスコミによる情報が多いのは当
然といえるが、「自治体の広報紙」もそれらをしのいで認知度は高い。「チラシ・パンフレット」

「学校・PTA の配布物」はやや低くなり 15 ～ 17% 台である。
　「自治体や学校からの防犯メール」「インターネットのホームページ」「警察からの防犯メール」

「自治体や学校のツイッター等」「警察のツイッター等」など、ネットを介した防犯情報の認知
度は相対的に低い。現時点ではまだ紙媒体の情報の方が優勢のようである。
　これらの結果を性別により集計した結果を図Ⅱ -4-6に示すが、全体的には性別による違い
は小さい。「自治体や学校からの防犯メール」は女性の方が認知率が若干（その差は 3.6%）高く、

「インターネットのホームページ」は男性の方が若干（男女差は 3.2%%）認知率が高い。これ
らの項目の男女差は統計的に有意である。
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図Ⅱ-4-6　過去 1年間の防犯情報認知：性別による集計
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　一方、これら項目を年齢別にみると違いが大きい。年齢別の集計結果を図Ⅱ -4-7に示す。

図Ⅱ-4-7　過去 1年間の防犯情報認知：年齢別の集計
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　「自治体の広報紙」「新聞・雑誌・書籍」「チラシ・パンフレット」という配布先を選ばない
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紙媒体は年齢が上がるにつれて認知率が高くなる。「テレビ・ラジオ」もほぼ同傾向だが、20
歳代より 30 歳代の方が若干高い。
　「学校・PTA の配布物」「自治体や学校からの防犯メール」は 40 歳台がピークとなる。この
年代においては両者とも約 3 割の認知率である。媒体が紙かネットかによらず、学校に通う子
どもがいる家庭ではこうした情報を入手している人が多いと思われる。

３．無防備的軽率行動の経験

（１）単純集計結果
　防犯意識はあるものの、ついうっかり防犯とは逆の軽率な行動を取ることはよくあるもので
ある。こうした無防備的な軽率行動がどれほど行われているのか尋ねてみた。「あなたは、過
去 1 カ月間に次のようなことはありましたか」と質問し、5 つの項目に対して「あった」か「な
かった」かを答えてもらった。その回答結果が図Ⅱ -4-8である。

訪問者が誰かを確認せずに
自宅のドアを開けたこと

あなたは、過去 1カ月間に次のようなことはありましたか

窓やドアの戸締りをせずに
10分以上自宅を留守にしたこと

自動車やオートバイのエンジンキーを
つけたまま車から離れたこと

自転車を駐輪した際に鍵をかけなかったこと

■ あった　■ なかった　■ 無回答

図Ⅱ-4-8　無防備的な軽率行動の経験
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　図に見るとおり、「窓やドアの戸締りをせずに 10 分以上自宅を留守にしたこと」が最も多く
35.9%、次いで「携帯電話・スマートフォン・音楽プレーヤーを使いながら道を歩いたこと」
が 34.2% である。これらは 3 人に 1 人以上が行ったことがあることになる。「訪問者が誰かを
確認せずに自宅のドアを開けたこと」がある人は 24.7% つまり約 4 人に 1 人である。比較的少
ないのが「自転車を駐輪した際に鍵をかけなかったこと」の 18.7%、「自動車やオートバイの
エンジンキーをつけたまま車から離れたこと」の 16.5% であるが、これは自転車、自動車、オー
トバイを所有していない人も分母に含めた数値である。自分または同居家族が自転車を所有し
ている回答者に限れば 25.3%（1,169 名中の 296 名）が「自転車を駐輪した際に鍵をかけなかっ
たこと」があり、「自動車やオートバイのエンジンキーをつけたまま車から離れたこと」につ
いては、自分または同居家族が自動車またはオートバイを所有している人に限れば 18.7%（1,382
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名中の 258 名）となる。

（２）前回・前々回の調査との比較
　この設問は前回（2010 年）・前々回（2014 年）の調査でも調べているので、過去 3 回分の「あっ
た」という回答の割合を図Ⅱ -4-9に示す。ただし、「携帯電話・スマートフォン・音楽プレー
ヤーを使いながら道を歩いたこと」については、2010 年度調査では「携帯電話や音楽プレーヤー
を使いながら道を歩いたこと」と若干文言が異なっている。

図Ⅱ-4-9　無防備的な軽率行動の経験：2010 年から 2018 年
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　全体的には無防備的軽率行動は減少傾向にあることがわかる。しかし「携帯電話・スマート
フォン・音楽プレーヤーを使いながら道を歩いたこと」のみ 2010 年から 2014 年にかけて 6％
以上の増加をみており、この種の携帯情報端末の普及とともに問題が大きくなったものと思わ
れるが、今回の調査では約 2% ほど減少しており、若干の改善がみられる。

（３）　性別による比較
　無防備的軽率行動が「あった」という回答のみ性別でみると、「訪問者が誰かを確認せずに
自宅のドアを開けたこと」は男性で 25.4%、女性で 24.2%。「窓やドアの戸締りをせずに 10 分
以上自宅を留守にしたこと」は男性で 36.6%、女性で 35.2%。これら 2 項目の男女差は統計的
に有意な差ではない。「自動車やオートバイのエンジンキーをつけたまま車から離れたこと」
は男性で 19.7%、女性で 13.7%。「自転車を駐輪した際に鍵をかけなかったこと」は男性で
25.2%、女性で 16.8%。「携帯電話や音楽プレーヤーを使いながら道を歩いたこと」は男性で
37.5%、女性で 31.3% である。これら 3 項目の男女差は統計的に有意であり、女性より男性の
ほうが無防備的軽率行動が多いようである。

４．犯罪の被害にあわないための個人対策

（１）単純集計結果および2002年調査以来の推移
　「犯罪の被害にあわないためにあなた個人は何をしていますか（しましたか）」と質問し、「そ
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の他」を含めて 11 項目から複数選択の回答を求めた。この設問は、項目の追加や削除を行い
つつも第 1 回調査（2002 年）から継続して調査している。そこで今回の調査項目について、
前回までの調査結果もあわせて集計結果を表Ⅱ -4-1、図Ⅱ -4-10に示す。

表Ⅱ -4-1　犯罪の被害にあわないための個人対策（2002 年～ 2018 年）

「犯罪の被害にあわないためにあなた個人は何をしていますか ( しましたか )」　　( 単位 :％ )

2002
(N=1,455)

2004
(N=1,782)

2007
(N=1,779)

2010
(N=1,978)

2014
(N=2,028)

2018
(N=1,718)

鍵をかえるなど戸締りを厳重にする 54.2 61.8 63.7 51.1 50.6 42.1
防犯グッズなどで身を守る  4.4 11.1  7.2  6.7 5.3 4.6
危ないとされる場所に近づかない 58.0 66.7 64.1 66.8 61.2 58.9
夜遅く出歩かない 42.0 58.6 60.9 62.2 58.5 55.6
誰かに迎えに来てもらう  8.2 16.9 14.8 16.4 11.9 12.4
隣近所と声をかけあいお互いに注意する 23.8 29.3 24.8 21.1 21.8 15.7
地域の防犯活動・講演会等に参加する ―  6.5  5.6  5.8 7.1 5.4
インターネットの性的な情報に注意する ―  6.6  8.5  8.6 6.2 7.8
インターネットでの買い物に注意する ― 18.5 19.1 17.7 19.2 22.5
ホームセキュリティを導入する ―  4.0  4.0  3.3 3.2 5.0
電話帳に名前を載せないようにしている ― ― ― ― 23.5 ―
その他  0.9  2.9  2.4  0.7 2.5 1.0

図Ⅱ-4-10　犯罪の被害にあわないための個人対策（2002 年～ 2018 年）
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　今回 2018 年の調査結果としては、「危ないとされる場所に近づかない」「夜遅く出歩かない」
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は半数以上の人が心がけている。これらは最も一般的な個々人が行っている犯罪被害防止対策
であることがわかる。「鍵をかえるなど戸締りを厳重にする」がこれらに続き 4 割強である。
それ以外の比率はぐっと低くなり、「インターネットでの買物に注意する」が 2 割強、「隣近所
と声をかけあいお互いに注意する」は 15.7% である。
　2002 年以降の推移をみると、2002 年から 2004 年にかけての変化としては、全体的に犯罪被
害防止対策を個々人が行う比率が高くなっている。犯罪に対しての不安感が防止対策の比率を
高めたものと思われる。2004 年から 2007 年を経て 2010 年にかけては、増加傾向の項目と、
減少傾向の項目がある。2010 年から前回 2014 年の変化は、全体的にはほぼ横ばい・微減の傾
向を示す項目が多かったが、今回 2018 年も含めて直近 3 回分の変化としてははっきりと減少
の傾向を示す項目が多い。
　主要な項目別に推移をみていく。「鍵をかえるなど戸締りを厳重にする」は 2007 年までは漸
増していくが 2010 年以降今回までに 20% 超も低下（今回は前回に比べ 8.5% 低下）している。
ピッキングされにくいタイプの鍵への変更は 2000 年代前半に進んだとみられる。すでに安全
性の高い鍵に置き換わっている住居に住んでいるとしても、「鍵をかえる」という行為をした
という自覚がない場合、この項目を選ばなくなっている可能性もある。「危ないとされる場所
に近づかない」「夜遅く出歩かない」は 2004 年以降高い実施率を保ち 2010 年まで微増の傾向
もみられていたが、前回 2014 年に 5% 程度の低下に転じ、今回も 2% 台の低下をみせている。「隣
近所と声をかけあいお互いに注意する」は 2004 年以降は減少傾向で前回は横ばいであったが
今回は 6.1% も低下している。

（２）性別・年齢による比較
　今回調査の結果を性別・年齢別に集計してみる。性別による集計結果を図Ⅱ -4-11、年齢別
の集計結果を図Ⅱ -4-12に示す。
　男性と女性で大きく異なる項目をみてみると、大差があるのが「夜遅く出歩かない」で、男
は 41.6%、女は 68.1% と、25% 以上も女性の実行率が高い。「危ないとされる場所に近づかない」
は 9.3%、「誰かに迎えに来てもらう」は 14.1%、それぞれ女性の実行率が男性より高い。その
他の項目も男性より女性の方が若干高いか同程度のものが多いが、「インターネットでの買物
に注意する」は 3.8% 男性の方が高く、「鍵をかえるなど戸締りを厳重にする」は 3.4% 男性の
方が高い。これはやや意外な結果であるが、統計的検定を行ってみると、前者はp 値 =.045 と
危険率 5% で有意であり、後者はp 値 =.181 と非有意である。
　年齢別に大きく異なる項目をみてみると、「鍵をかえるなど戸締りを厳重にする」「隣近所に
声をかけて互いに注意する」の 2 項目は、概ね年齢が上がるにつれて対策が行われる比率が高
くなる。「夜遅く出歩かない」もほぼ同様の傾向であるが、20 歳台が特に低く、30 ～ 50 歳台
はほぼ横ばい、60 歳台以上で高くなる。
　逆に、「インターネットでの買物に注意する」は年齢が上がるにつれ実行率が低くなる。「イ
ンターネットの性的な情報に注意する」も 50 歳台以降が低くなる。そもそも高齢者はインター
ネットを使用する人が少ないため、当然注意する人も少ないということであろう。
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図Ⅱ-4-11　犯罪の被害にあわないための個人対策：性別による比較
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図Ⅱ-4-12　犯罪の被害にあわないための個人対策：年齢による比較
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５．地域の犯罪被害抑止のための対策等に対する重要度の認識

（１）単純集計結果
　今回の調査で新設された設問として、問 27 では「あなたは地域での犯罪の被害を抑止する
ために以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。」と質問し、6 項目について「と
ても重要」「重要である」「重要ではない」「全く重要ではない」の 4 件法で回答を求めた。そ
の単純集計結果が図Ⅱ -4-13である。

個人の防犯対策

学校での防犯教育

地域住民の防犯ボランティア活動

自治体の防犯活動への取り組み

警察の防犯活動の充実

企業や事業所による　　　　
地域の防犯活動への取り組み

あなたは地域での犯罪の被害を抑止するために以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。

■ とても重要　■ 重要である　■ 重要ではない　■ 全く重要ではない　■ 無回答

図Ⅱ-4-13　犯罪被害抑止のための対策等に対する重要度の認識
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　「とても重要」「重要である」をあわせた割合は全ての項目で 8 割を超える。「個人の防犯対策」
「学校での防犯対策」「警察の防犯活動の充実」が上位 3 項目であり 95% 超、次いで「自治体
の防犯活動への取り組み」が 90.7%、「地域住民の防犯ボランティア活動」「企業や事業所によ
る地域の防犯活動への取り組み」が 85% 前後である。「とても重要」の割合だけでも上位 3 項
目は 40% 台であり半数弱の人が「とても重要」ととらえていることがわかる。

（２）性別・年齢による比較
　「とても重要」と答えた人の割合を性別・年齢別に集計してみる。性別による集計結果を図
Ⅱ -4-14、年齢別の集計結果を図Ⅱ -4-15に示す。

　性別による違いをみると、全ての項目で女性の方が「とても重要」とする割合が高い。その
差は「学校での防犯教育」が最大で 10.9%、「警察の防犯活動の充実」が最小であるが 6.7% で
ある。上位 3 項目の「とても重要」の割合は全体では 4 割台であるが、女性に限れば 3 項目と
もほぼ 5 割の人が「とても重要」と考えている。
　年齢別にみると、「とても重要」の割合は 30 歳代で最大となる項目が多いことがわかる。具
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体的には「学校での防犯教育」「地域住民の防犯ボランティア活動」「自治体の防犯活動への取
り組み」「警察の防犯活動の充実」の 4 項目であるが、これらは 20 歳代では 5 ～ 10% 程度 30
歳代より低く、40 歳代以降はまた減少に転じている。
　「個人の防犯対策」は 30 ～ 50 歳代がほぼ横ばいで 60 歳代以降は 10% 程低下するという動き、

「企業や事業所による地域の防犯活動への取り組み」は年齢に従って単調に減少するという動
きを示している。

図Ⅱ-4-14　犯罪被害抑止のための対策等に対する重要度の認識：性別による比較
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図Ⅱ-4-15　犯罪被害抑止のための対策等に対する重要度の認識：年齢による比較
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６．本章のまとめ

　本章の内容を以下にまとめる。

（１）個人次元の治安・防犯活動に関する認識
　防犯に関する認識として、約 6 割の人は個人で対策を講じれば犯罪被害は防止できると認識
しており、また半数以上の人はそのような行動を自分は取れると認識している。ただし、それ
でも犯罪の被害に遭うのは運次第と思っている人も半数以上いる。これらの結果を前回調査と
比べると、対策により防止できる・自分はそのように行動できると答えた人は有意に低下して
いる。

（２）防犯関連情報に関する認知
　防犯関連情報の認知状況については、警察広報紙を「見たことがない」という回答が約 3 分
の 2 であった。これは前回調査とほとんど変わらない。
　過去 1 年間にどんな防犯関連情報を見たかを調べたところ、「自治体の広報誌」「テレビ・ラ
ジオ」が半数を超え、「新聞・雑誌・書籍」が 27.1% とこれらに次ぐ。ネットを介した防犯情
報の認知度は紙媒体に比べて回答者全体としては全体的に低い。就学中の子どもがいる年代で
ある 40 歳台においては「学校・PTA の配布物」「自治体や学校からの防犯メール」が約 3 割
と認知率が高い。

（３）無防備的軽率行動の経験
　犯罪に対して無防備な軽率行動をした経験としては、「窓やドアの戸締りをせずに 10 分以上
自宅を留守にした」「携帯電話・スマートフォン・音楽プレーヤーを使いながら道を歩いた」
が概ね 3 人に 1 人と高頻度であり、「訪問者が誰かを確認せずに自宅のドアを開けた」が 4 人
に 1 人とそれらに続く。前回・前々回の調査と比較すると、全体的には無防備的軽率行動は減
少傾向にある。「携帯電話・スマートフォン・音楽プレーヤーを使いながら道を歩いたこと」
は前々回から前回にかけて 6％以上増加したが今回は約 2% の減少しており、若干の改善がみ
られる。

（４）犯罪の被害にあわないための個人対策
　犯罪の被害にあわないための個人による対策としては、「危ないとされる場所に近づかない」

「夜遅く出歩かない」は半数以上の人が心がけている。これらは最も一般的な個々人が行って
いる犯罪被害防止対策であることがわかる。「鍵をかえるなど戸締りを厳重にする」は 2007 年
調査をピークに減少に転じ今回は 4 割強となったが、ピッキングされにくいタイプの鍵の普及
がすでに進んでいることから「鍵をかえる」という行為自体はしていない人が多くなったこと
が理由と思われる。それ以外の対策実行率はぐっと低くなる。「インターネットでの買物に注
意する」は前回より数 % の微増をみせて 2 割強、「隣近所と声をかけあいお互いに注意する」
は前回より 6.1% も低下して今回は 15.7% となった。



－ 93 －

第４章　治安意識と防犯対策（２）　個人・家族レベルの意識・対策

（５）地域の犯罪被害抑止のための対策等に対する重要度の認識
　今回の調査で対策等についての重要度を問う設問を新たに設けたが、全体的にはどの項目も
8 割超の人が重要視（「とても重要」「重要である」）しているという結果であった。特に「個
人の防犯対策」「学校での防犯対策」「警察の防犯活動の充実」の重視度は高く、「とくに重要」
だけで 40% 台となる。「自治体」「企業や事業所」「地域住民」の取り組みや活動の重視度はこ
れらに比べると相対的に低く、「とくに重要」の割合はいずれも 25% 未満となる。また、どの
項目も女性の重視度が男性より高い。





－ 95 －

第５章　犯罪における子供の加害と被害

第５章　犯罪における子供の加害と被害

　本章では「犯罪被害に対する不安感等」として、犯罪における子供の加害と被害についての
調査結果を取り上げる。
　犯罪における子供の加害は、少年の非行・犯罪の量的・質的動向、少年の犯罪・非行に対し
ての警察の取り締まり、少年非行の抑止のために重要な事柄についてである。
　また、犯罪における子供の被害は、子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪）
被害を抑止するために重要な事柄、児童虐待に対しての人々の反応、小学生を子供たちだけで
帰宅させることへの意見についてである。
　第 1 回から第 5 回まで実施しているこれまでの不安感調査では、子供に関する調査項目は、
少年非行（犯罪における子供の加害）を中心に取り上げてきたが、第 6 回となる本調査では、
少年非行といった子供の犯罪加害だけでなく、児童ポルノ、児童買春など子供を狙った犯罪の
被害も調査対象とした点に特色がある。なお、本章における“こども（子ども）”の語句は、
常用漢字表の語例欄への記載があり、文部科学省の省内公用文書の漢字表記である“子供”に
統一している。

　本章での基本分析は、本調査の質問項目に沿った単純集計、クロス集計による性別・年齢層
別・都市規模別による属性分析をおこなう。また、経年データがある場合には前回の調査報告
書（矢島，2015）に準拠し、過去の調査年（表 II-5-1）との比較をおこなう。

表Ⅱ -5-1　過去の不安感調査における実施年と子供に関する質問項目

調査実施年 子供に関する質問項目
第１回調査 2002 年 少年非行の量的・質的動向
第２回調査 2004 年 少年非行の量的・質的動向
第３回調査 2007 年 少年非行の量的・質的動向、警察の取り締まり強化

喫煙する少年への注意
第４回調査 2010 年 少年非行の量的・質的動向、警察の取り締まり強化

喫煙する少年への注意、児童虐待の通報
第５回調査 2014 年 少年非行の量的・質的動向、

喫煙する少年への注意、児童虐待の通報
第６回調査 2018 年 少年非行の量的・質的動向、警察の取り締まり強化

児童虐待の通報、
犯罪における子供の加害（少年非行の抑止に必要な事柄）、犯罪における子供の
被害（子供を狙った犯罪被害の抑止に必要な事柄、子供だけでの学校からの帰宅）

１．子供を狙った犯罪被害の抑止

（１）子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪）
　本調査の問 28 では「あなたは、子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）
の被害を抑止するために、以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。」と質問し、
a）～ f）の各項目について、「とても重要」、「重要である」、「重要ではない」、「全く重要では



第Ⅱ部　調査の結果

－ 96 －

ない」という 4 選択で回答を求めている。図Ⅱ -5-1は、回答の結果（無回答を含む）について、
各項目別に割合を示したものである。

a）家庭での子育て

b）学校での教育

c）警察による取り締まり

d）携帯電話事業者等による違法・
有害情報の削除などの取組み

e）携帯電話販売店などによる
フィルタリング普及などの取組み

f）その他

■ とても重要　■ 重要である　■ 重要ではない　■ 全く重要ではない　■ 無回答

図Ⅱ-5-1　子供を狙った犯罪被害の抑止に重要な事柄
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　子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために重要な
事柄では、「a）家庭での子育て」の項目が、重要である（「とても重要」＋「重要である」）と
いう回答が 97.0％であった。他方で、重要ではない（「重要ではない」＋「全く重要ではない」）
という回答は 1％、無回答は 1.9％であった。このことから回答者の 9 割強が、「家庭での子育て」
が重要であると考えているという結果であった。性別、年齢別でも属性にかかわらず 9 割以上
が重要であると回答していたことから、子供を狙った犯罪抑止では「家庭での子育て」が重要
であるという意識が高いといえる。
　他の項目の回答では、「b）学校での教育」が、重要である（「とても重要」＋「重要である」）
が 95.9％、重要ではない（「重要ではない」＋「全く重要ではない」）は 2.3％、無回答が 1.9％
であった。「c）警察での取り締まり」は、重要である（「とても重要」＋「重要である」）が
93.9％、重要ではない（「重要ではない」＋「全く重要ではない」）は 3.9％、無回答が 2.2％であっ
た。「d）携帯電話事業者による違法・有害情報の削除などの取組み」は、重要である（「とて
も重要」＋「重要である」）が 92.7％、重要ではない（「重要ではない」＋「全く重要ではない」）
が 4.2％（4.24％の小数第二位を四捨五入）、無回答が 3.1％であった。「e）携帯電話販売店な
どによるフィルタリング普及などの取組み」は、重要である（「とても重要」＋「重要である」）
が 89.2％、重要ではない（「重要ではない」＋「全く重要ではない」）が 6.4％、無回答が 4.4％
であった。
　「f）その他」の項目は、無回答が 90.2％、重要である（「とても重要」＋「重要である」）が
5.8％、重要ではない（「重要ではない」＋「全く重要ではない」）が 4.1％であった。また、「f）
その他」で挙げられた回答のうち、内容が重複したものを集計したところ、3 つの項目がみら
れた。1 つ目は、「地域社会での啓発・防犯活動」であり、重要である（「とても重要」0.3％＋

「重要である」0.4％）が 0.7％であった。2 つ目は、「有害情報のゾーニング」であり、重要で
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ある（「とても重要」0.1％＋「重要である」0.1％）が 0.2％であった。有害情報のゾーニング
とは、年齢などによる閲覧制限のことある。3 つ目は、「厳罰化」であり、重要である（「とて
も重要」0.3％＋「重要である」0.1％）の回答が 0.4％であった。

２．犯罪における子供の加害（少年の非行・犯罪）

　本節では、犯罪における子供の加害に関する質問項目として、少年の非行・犯罪についての
調査結果をみていく。調査項目は、少年の非行・犯罪の量的動向、質的動向、少年の非行・犯
罪に対しての警察への取り締まり、少年の非行を抑止するために重要な事柄の 4 つの質問であ
る。

（１）少年の非行・犯罪に対する認識の量的動向
　まずは少年の非行・犯罪の量的動向でみられた特徴をグラフで示す。図 II-5-2は、2002 年（第
1 回調査）から今回の 2018 年（第 6 回調査）までの「あなたは、少年の非行・犯罪が増えて
いると思いますか。」という質問で、「増えていると思う」と回答した割合の経年変化を示した
ものである。2002 年から 2004 年は増加、2004 年から 2007 年は減少、2007 年から 2010 年は
増加となったが、2010 年以降は減少傾向が続いていることが示された。

図Ⅱ-5-2　少年の非行・犯罪は「増えていると思う」の回答の経年変化
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①本調査（2018 年、第 6 回）の結果
　本調査の問 29 では「あなたは、少年の非行・犯罪が増えていると思いますか。」と質問し、「増
えていると思う」、「変わらないと思う」、「減っていると思う」、「分からない」という 4 選択で
回答を求めている。
　図Ⅱ -5-2- ①は、調査対象者全体・性別・年齢層別で回答割合を示したものである（無回答
を含む）。
　少年の非行・犯罪が増えていると思うかという問いへの回答は、「増えていると思う」が
51.6％、「変わらないと思う」が 29.2％であった。他方で、「減っていると思う」は 5.4％、「分
からない」は 12.7％であった。このことから回答者全体の約半数は、少年の非行・犯罪は増加
傾向にあると考えているようである。
　性別では、男性が「増えていると思う」が 44.6％と半数を割るのに対して、女性は「増えて
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いると思う」が 57.9％で半数を超えていた。また、「減っていると思う」という回答でも、男
性が 7.5％、女性は 3.5％と少年の非行・犯罪が減っているという回答が女性で少なかったこと
から、少年の非行・犯罪が増えているという意識は女性の方が高いようである。

②これまでの調査結果（2002 年～ 2014 年、第 1 回～第 5 回）との経年比較
　本不安感調査では、「（周囲を見回して、）あなたは少年の非行・犯罪が増えていると思いま
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40～ 49歳（N=314）

30～ 39歳（N=232）

70歳以上（N=366）

60～ 69歳（N=339）

20～ 29歳（N=161）

50～ 59歳（N=306）

■ 増えていると思う　■ 変わらないと思う　■ 減っていると思う　■ 分からない　■ 無回答

図Ⅱ-5-2-①　少年の非行・犯罪が増えていると思うか
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（周囲を見回して、）あなたは少年の犯罪・非行が増えていると思いますか

図Ⅱ-5-2-②　少年非行の量的動向に関する認識（2002 年～ 2018 年）
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すか」という質問で、「増えていると思う」、「変わらないと思う」、「減っていると思う」、「分
からない」の 4 選択で回答してもらっている。この質問は、第 1 回調査（2002 年）、第 2 回調
査（2004 年）第 3 回調査（2007 年）第 4 回調査（2010 年）第 5 回調査（2014 年）ともに、質
問項目も回答項目も同じである。（ただし、第 1 回調査から第 3 回調査までの質問文には、最
初に「周囲を見回して、」という文言が付くため、括弧書きにしている。）第 1 回から第 6 回ま
での調査結果を経年比較でまとめて示したものが、図Ⅱ -5-2- ②である。
　図Ⅱ -5-2-②に見るとおり、2002 年→ 2004 年→ 2007 年→ 2010 年→ 2014 年→ 2018 年の順に、

「増えている」という回答比率を表示すると、54.6 → 66.3％→ 58.2％→ 66.0％→ 56.4％→ 51.6％
となる。この 16 年間に＜増→減→増→減→減＞という推移であり、2002 年から 2010 年までは、
増→減を繰り返していたが、2010 年から 2014 年、さらに 2014 年から 2018 年では、減少が連
続するという特徴が示された。本不安感調査の経年比較の観点では、少年の犯罪・非行が増え
ているという人々の意識が減少傾向にあるといえる。
　この少年の犯罪・非行が増えているかという認識を性別でみると表Ⅱ -5-2- ①となる。

表Ⅱ -5-2- ①　少年の非行・犯罪が増えているか（性別）

「増えていると思う」の回答比率・性別（2002 年～ 2018 年）（単位：％）

年 男 女
2002 年 55.4 53.8
2004 年 68.3 64.5
2007 年 56.8 59.6
2010 年 64.2 67.6
2014 年 52.7 59.9
2018 年 44.6 57.9

（注）「増えていると思う」という回答の比率のみを表示した。

　性別での少年非行・犯罪が増えているという回答の推移は、2010 年→ 2014 年→ 2018 年の
順に、男性は 64.2％→ 52.7％→ 44.6％、女性は 67.6％→ 59.9％→ 57.9％であり、男性も女性も、
＜減→減＞と推移し、減少傾向が続いている。ただし、女性では 2014 年→ 2018 年が 2 ポイン
トの減少であったのに対して、男性が約 8 ポイントの減少で半数を割っていることから、性別
では男性において少年の非行・犯罪が増えているという意識の減少がよりみられる。この少年
の犯罪・非行が増えているかという認識を年齢層別でみると表Ⅱ -5-2- ②となる。

表Ⅱ -5-2- ②　少年の非行・犯罪が増えているか（性別）

「増えていると思う」の回答比率・性別（2002 年～ 2018 年）（単位：％）

年 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
2002 年 52.5 58.0 59.8 52.6 57.0 44.0
2004 年 65.4 67.4 65.5 66.9 66.8 65.7
2007 年 59.1 54.3 59.7 61.0 60.0 52.2
2010 年 62.9 65.5 61.0 69.6 72.4 64.4
2014 年 47.7 50.7 49.7 60.0 60.9 64.9
2018 年 47.8 52.2 45.9 54.2 56.6 51.1

（注）「増えていると思う」という回答の比率のみを表示した。
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　年齢層別での少年非行・犯罪が増えているという回答の推移は、2010 年→ 2014 年→ 2018
年の順に、20 代は 62.9％→ 47.7％→ 47.8％、30 代は 65.5％→ 50.7％→ 52.2％、40 代は 61.0％
→ 49.7％→ 45.9％、50 代は 69.6％→ 60.0％→ 54.2％、60 代は 72.4％→ 60.9％→ 56.6％、70 歳
以上は 64.4％→ 64.9％→ 51.1％であった。年齢層別の変化では、20 代が＜減→ほぼ変わらず＞、
30 代が＜減→増＞、40 代が＜減→減＞、50 代が＜減→減＞、60 代が＜減→減＞、70 代が＜
ほぼ変わらず→減＞となっていた。これらの結果から、年齢層別でみると 40 代以降の高い年
齢層、特に 70 歳以上において少年の非行・犯罪が増えているという意識の減少がみられた。
　次に、この少年の犯罪・非行が増えているかという認識を都市規模別でみたところ、表 II-5-
2- ③のとおり、2014 年→ 2018 年は東京 23 区（55.4％→ 49.5％）、政令指定都市（52.4％
→ 46.5％）、さらに町村（55.7％→ 52.7％）でも減少傾向がみられた。

表Ⅱ -5-2- ③　少年の非行・犯罪が増えているか（都市規模別）

「増えていると思う」の回答比率・都市規模別（2002 年～ 2018 年）（単位：％）

年 東京都区部 政令指定都市 人口 10 万
以上の市

人口 10 万
未満の市 町村

2002 年 56.4 56.0 58.0 51.6 49.3
2004 年 65.7 70.6 66.4 67.1 62.2
2007 年 62.3 57.6 60.7 55.1 54.9
2010 年 63.1 65.7 66.4 65.8 67.0
2014 年 55.4 52.4 59.0 55.9 55.7

年 23 区 政令市 中核市 中核市以外の市 町村
2018 年 49.5 46.5 51.0 54.0 52.7

（注）「増えていると思う」という回答の比率のみを表示した。
　　都市規模名は、第６回（2018 年）は別名称で表記している。

（２）少年の非行・犯罪に対する認識の質的動向
①本調査（2018 年、第 6 回）の結果
　本調査の問 30 では「あなたは、少年の非行・犯罪が悪質になっていると思いますか。」と質
問し、「悪質になっていると思う」、「変わらないと思う」、「良くなっていると思う」、「分から
ない」という 4 選択で回答を求めている。図Ⅱ -5-2- ③は、調査対象者全体・性別・年齢層別
で回答割合を示したものである（無回答を含む）。
　少年の非行・犯罪が悪質になっていると思うかという問いへの回答は、「悪質になっている
と思う」が 64.8％、「変わらないと思う」が 21.4％であった。他方で、「良くなっていると思う」
は 2.1％、「分からない」は 10.6％であった。このことから回答者の 6 割以上が、少年の非行・
犯罪は悪質化の傾向にあると考えているようである。
　性別では、男性の「悪質になっていると思う」という回答が 58.7％であったのに対して、女
性の「悪質になっていると思う」という回答は 70.3％であり 7 割を超えていた。他方で、「良
くなっていると思う」という回答は、男性が 3.0％、女性は 1.3％と大きな差はみられなかった
が、少年の非行・犯罪が悪質化しているという意識は、どちらかといえば女性において高いよ
うである。
　年齢層別では、「悪質になっていると思う」という回答は、30 代は 64.7％、40 代は 66.2％、
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50 代は 69.6％、60 代は 65.8％、70 代は 62.8％と 6 割を超えていたのに対して、20 代は、
55.9％と 6 割を割り、5 割半にとどまった。このことから、少年に近い 20 代の世代では、他の
世代に比べて、悪質になっていると思う人の割合が少ないようである。

②これまでの調査結果（2002 年～ 2014 年、第 1 回～第 5 回）との経年比較
　本不安感調査では、「（周囲を見回して、）あなたは少年の非行・犯罪が悪質になっていると
思いますか」という質問で、「悪質になっていると思う」、「変わらないと思う」、「良くなって
いると思う」、「分からない」の 4 選択で回答してもらっている。この質問は、第 1 回調査（2002
年）、第 2 回調査（2004 年）第 3 回調査（2007 年）第 4 回調査（2010 年）第 5 回調査（2014 年）
とともに、質問項目と回答項目が同じである。（ただし、第 2 回調査から第 3 回調査までの質
問文には、最初に「周囲を見回して、」という文言が付くため、括弧書きにしている。）なお、
第 1 回調査（2002 年）は、質問項目は同じであるが、回答項目は、「悪質になっていると思う」、

「悪質になっているとは思わない」、「分からない」の 3 選択である。
　第 1 回から第 6 回までの調査結果による経年比較が図Ⅱ -5-2- ④である。
　図Ⅱ -5-2-④に見るとおり、2002 年→ 2004 年→ 2007 年→ 2010 年→ 2014 年→ 2018 年の順に、

「悪質になっていると思う」という回答比率を表示すると、63.4 → 71.2％→ 64.7％→ 74.6％
→ 66.9％→ 64.8％となる。この 16 年間に＜悪質増→悪質減→悪質増→悪質減→悪質減＞とい
う推移であり、2002 年から 2010 年までは、＜悪質増→悪質減＞を繰り返していたが、2010 年
から 2014 年、さらに 2014 年から 2018 年では、悪質減が連続するという特徴が示された。本
不安感調査の経年比較の観点では、「増えている」という量的動向と同様に、質的動向も少年
の犯罪・非行が悪化しているという人々の意識が減少傾向にあるといえる。
　この少年の犯罪・非行が悪質になっているかという認識を性別でみると表Ⅱ -5-2- ④となる。

全体（N=1,718）

女性（N=907）

男性（N=881）

40～ 49歳（N=314）

30～ 39歳（N=232）

70歳以上（N=366）

60～ 69歳（N=339）

20～ 29歳（N=161）

50～ 59歳（N=306）

■ 悪質になっていると思う　■ 変わらないと思う　■ 良くなっていると思う　■ 分からない　■ 無回答

図Ⅱ-5-2-③　少年の非行・犯罪が悪質になっていると思うか
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表Ⅱ -5-2- ④　少年の非行・犯罪が悪質になっているか（性別）

「悪質になっていると思う」の回答比率・性別（2002 年～ 2018 年）（単位：％）

年 男 女
2002 年 64.8 62.2
2004 年 73.0 69.5
2007 年 63.9 65.4
2010 年 72.8 76.2
2014 年 62.0 70.6
2018 年 58.7 70.3

（注）「悪質になっていると思う」という回答の比率のみを表示した。

　性別での少年非行・犯罪が「悪質になっていると思う」という回答の推移は、2010 年
→ 2014 年→ 2018 年の順に、男性は 72.8％→ 62.0％→ 58.7％、女性は 76.2％→ 70.6％→ 70.3％
であり、男性は＜減→減＞と推移しているが、他方で、女性では＜減→ほぼ同＞という結果で
あった。このことから、性別では男性では、少年非行・犯罪の量的、質的ともに減少傾向がみ
られるが、女性では少年非行・犯罪の質的動向についての認識はあまり変わっていないようで
ある。
　この少年の犯罪・非行が悪質になっているかという認識を年齢層別でみると表Ⅱ -5-2- ⑤と
なる。

2002 年（N=1,455）

2007 年（N=1,779）

2004 年（N=1,782）

2018 年（N=1,718）

2014 年（N=2,028）

2010 年（N=1,978）

■ 悪質になっていると思う
■ 変わらないと思う（2002 年は「悪質になっているとは思わない」）
■ 良くなっていると思う（2002 年は選択肢になし）
■ 分からない　■ 無回答

（周囲を見回して、）あなたは少年の犯罪・非行が悪質になっていると思いますか

図Ⅱ-5-2-④　少年非行の質的動向に関する認識（2002 年～ 2018 年）
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表Ⅱ -5-2- ⑤　少年の非行・犯罪が悪質になっているか（年齢層別）

「悪質になっていると思う」の回答比率・年齢層別（2002 年～ 2018 年）（単位：％）

年 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
2002 年 67.3 71.6 69.3 60.7 61.9 44.6
2004 年 72.8 74.1 71.3 71.8 71.2 64.9
2007 年 71.2 63.7 63.1 67.0 63.4 55.9
2010 年 71.8 76.8 75.7 78.1 79.1 66.6
2014 年 58.1 64.2 67.6 68.6 69.0 70.6
2018 年 55.9 64.7 66.2 69.6 65.8 62.8

（注）「悪質になっていると思う」という回答の比率のみを表示した。

　年齢層別での少年非行・犯罪が「悪質になっていると思う」という回答の推移は、2010 年
→ 2014 年 → 2018 年 の 順 に、20 代 は 71.8 ％ → 58.1 ％ → 55.9 ％、30 代 は 76.8 ％ → 64.2 ％
→ 64.7％、40 代は 75.7％→ 67.6％→ 66.2％、50 代は 78.1％→ 68.6％→ 69.6％、60 代は 79.1％
→ 69.0％→ 65.8％、70 歳以上は 66.6％→ 70.6 → 62.8％であった。年齢層別の変化では、20 代
が＜減→減＞、30 代が＜減→ほぼ同＞、40 代が＜減→減＞、50 代が＜減→増＞、60 代が＜減
→減＞、70 歳以上が＜増→減＞となっていた。これらの結果から、少年の非行・犯罪の質的
動向への認識の傾向は、年齢層で異なっていた。2014 年→ 2018 年での推移でいえば、60 代、
70 歳以上の高齢者層において減少傾向がみられた。
　次に、この少年の犯罪・非行が悪質になっているかという認識を都市規模別でみたところ、
表Ⅱ -5-2- ⑥のとおり、2014 年→ 2018 年の推移でみると、東京 23 区（69.4％→ 59.6％）、政
令指定都市（66.5％→ 61.2％）では減少傾向がみられたが、他方で、町村では増加傾向がみら
れた（64.9％→ 68.7％）。

表Ⅱ -5-2- ⑥　少年の非行・犯罪が悪質になっているか（都市規模別）

「悪質になっていると思う」の回答比率・都市規模別（2002 年～ 2018 年）（単位：％）

年 東京都区部 政令指定都市 人口 10 万
以上の市

人口 10 万
未満の市 町村

2002 年 64.1 67.9 67.0 58.9 57.3
2004 年 74.1 72.0 70.9 72.2 69.5
2007 年 65.8 64.5 67.5 61.4 61.5
2010 年 66.2 76.2 76.2 71.8 76.2
2014 年 69.4 66.5 67.2 66.4 64.9

年 23 区 政令市 中核市 中核市以外の市 町村
2018 年 59.6 61.2 65.0 66.1 68.7

（注）「悪質になっていると思う」という回答の比率のみを表示した。
　　都市規模名は、第６回（2018 年）は別名称で表記している。

（３）少年の非行・犯罪に対しての警察の取り締まりの強化に関しての意見
①本調査（2018 年、第 6 回）の結果
　本調査の問 31 では「あなたは、警察が少年の非行・犯罪をもっと厳しく取り締まるべきだ
と思いますか。」と質問し、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」、「どちらかといえばそ
う思わない」、「そう思わない」という 4 選択で回答を求めている。
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　図Ⅱ -5-2- ⑤は、調査対象者全体・性別・年齢層別で回答割合を示したものである（無回答
を含む）。
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40～49歳（N=314）
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70歳以上（N=366）

60～69歳（N=339）

20～29歳（N=161）

50～59歳（N=306）

■ そう思う　　　　　　　　　　　■ どちらかといえばそう思う
■ どちらかといえばそう思わない　■ そう思わない
■ 無回答

図Ⅱ-5-2-⑤　警察が少年の非行・犯罪をもっと厳しく取り締まるべきか
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　警察が少年の非行・犯罪をもっと厳しく取り締まるべきかという問いへの回答は、そう思う
（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」）が 91.4％で 9 割を超えた。他方で、そう思わ
ない（「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」）は 7.1％だった。
　性別では、男性が「そう思わない（「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」）
が 10.0％であったのに対して、女性は 4.5％と男性の約半数の割合であった。
　年齢層別では、20 代における「そう思わない」（「どちらかといえばそう思わない」を除く）
の回答が 5.0％であり、他の世代である 30 代（2.2％）、40 代（1.3％）、50 代（1.6％）、60 代（1.8％）、
70 歳以上（1.9％）に比べて倍の割合であった。
　これらの結果から、警察による少年の非行・犯罪の厳しい取り締まりの強化に賛成する態度
である者の割合が多いこと、男性では賛成する割合が多いが、女性より反対の割合が多いこと、
年齢別では、少年に近い 20 代において反対の割合が他の上の世代より多いことが示された。

②これまでの調査結果（2007 年～ 2014 年、第 3 回～第 5 回）との経年比較
　図Ⅱ -5-2- ⑥は、今回の第 6 回（2018 年）調査における少年非行・犯罪取り締まり強化に関
しての意見の結果を、過去の調査である第 3 回（2007 年）、第 4 回（2010 年）、第 5 回（2014 年）
の結果と経年比較した結果である。
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2007 年（N=1,779）

2014 年（N=2,028）

2010 年（N=1,978）

2018 年（N=1,718）

■ そう思う　■ どちらかといえばそう思う　■ どちらかというとそう思わない　■ そう思わない　■ 無回答

あなたは少年の非行・犯罪をもっと厳しく取り締まるべきだと思いますか

図Ⅱ-5-2-⑥　少年非行・犯罪取り締まり強化に関しての意見（2007 年～ 2018 年）
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　図Ⅱ -5-2- ⑥に見られるとおり、2007 年→ 2010 年→ 2014 年→ 2018 年の順に、「そう思う」
という回答比率を表示すると、57.9％→ 52.4％→ 47.9％→ 44.7％となる。この 12 年間に＜減→
減→減＞という推移であり、2007 年から 2018 年まで、「そう思う」という回答の減少が連続
するという特徴が示された。このことから、経年比較の観点からみると、少年の非行・犯罪を
警察が厳しく取り締まるべきという意見は減少傾向にあるといえる。
　この少年の非行・犯罪取り締まり強化に関しての意見を性別で経年比較すると表Ⅱ -5-2- ⑦
となる。

表Ⅱ -5-2- ⑦　少年の非行・犯罪取り締まり強化に関しての意見（性別）

「そう思う」の回答比率・性別（2007 年～ 2018 年）（単位：％）

年 男 女
2007 年 58.1 57.7
2010 年 54.3 50.6
2014 年 47.6 48.1
2018 年 43.3 46.0

（注）「そう思う」という回答の比率のみを表示した。

　表Ⅱ -5-2- ⑦に見られるとおり、少年の非行・犯罪をもっと厳しく取り締まるべきかについ
ての問いで、「そう思う」という回答の推移は、2007 年→ 2010 年→ 2014 年→ 2018 年の順に、
男性は 58.1％→ 54.3％→ 47.6％→ 43.3％、女性は 57.7％→ 50.6％→ 48.1％→ 46.0％であった。
男性は＜減→減→減＞、女性でも＜減→減→減＞という結果であった。これらの結果から、少
年の非行・犯罪をもっと厳しく取り締まるべきかの問いで「そう思う」という回答は、経年比
較の観点では、性別でも男女ともに減少傾向にあるといえる。
　そして、この少年の非行・犯罪取り締まり強化に関しての意見を年齢層別で経年比較すると
表Ⅱ -5-2- ⑧となる。
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表Ⅱ -5-2- ⑧　少年の非行・犯罪取り締まり強化に関しての意見（年齢層別）

「そう思う」の回答比率・年齢層別（2007 年～ 2018 年）（単位：％）

年 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
2007 年 61.6 61.3 56.6 53.8 55.1 62.1
2010 年 51.2 52.8 57.4 50.9 50.9 51.6
2014 年 45.0 52.5 45.3 46.9 47.2 49.2
2018 年 46.0 50.9 43.3 45.1 42.2 43.4

（注）「そう思う」という回答の比率のみを表示した。

　年齢層別での少年の非行・犯罪をもっと厳しく取り締まるべきかについての問いで、「そう
思う」という回答の推移は、2007 年→ 2010 年→ 2014 年→ 2018 年の順に、20 代は 61.6％
→ 51.2％→ 45.0％→ 46.0％、30 代は 61.3％→ 52.8％→ 52.5％→ 50.9％、40 代は 56.6％→ 57.4％
→ 45.3％→ 43.3％、50 代は 53.8％→ 50.9％→ 46.9％→ 45.1％、60 代は 55.1％→ 50.9％→ 47.2％
→ 42.2％、70 歳以上は 62.1％→ 51.6 → 49.2％→ 43.4％であった。
　年齢層別の変化では、20 代が＜減→減→増＞、30 代が＜減→ほぼ同→減＞、40 代が＜増→
減→減＞、50 代が＜減→減→減＞、60 代が＜減→減→減＞、70 歳以上が＜減→減→減＞となっ
ていた。
　これらの結果から、少年の非行・犯罪取り締まり強化に関しての意見の傾向は、年齢層で異
なっていた。2007 年から 2018 年にかけての 12 年間の推移でいえば、少年の非行・犯罪をもっ
と厳しく取り締まるべきかで「そう思う」という回答は、40 代以上の年齢層においては減少
傾向がみられた。そして、「そう思う」という回答は、2014 年から 2018 年にかけての変化では、
少年に近い 20 代では 1.0 ポイントの増加がみられたが、その他の 30 代、40 代、50 代、60 代、
70 歳以上の年齢層では減少していた。

（４）少年非行の抑止に重要な事柄
　本調査の問 32 では「あなたは、少年の非行を抑止するために、以下のそれぞれの事柄をど
の程度重要だと思いますか。」と質問し、a）～ f）の各項目について、「とても重要」、「重要
である」、「重要ではない」、「全く重要ではない」という 4 選択で回答を求めている。図Ⅱ
-5-2- ⑦は、回答の結果について、各項目別に割合を示したものである（無回答を含む）。
　少年非行の抑止に重要な事柄では、重要である（「とても重要」＋「重要である」）という回
答が、「a）家庭での保護者の子育て」（97.7％）、「b. 学校での教師の教育」（94.7％）、「e. 警察
による非行防止の取組み」（91.6％）において 9 割を超えていた。
　「とても重要」という回答（「重要である」という回答を除く）でも、「a）家庭での保護者の
子育て」の項目は、70.7％と 7 割を超えもっとも多くの割合を占めていた。次いで、「b. 学校
での教師の教育」（41.9％）、「e. 警察による非行防止の取組み」（39.3）の順で高かった。その
他の項目は、「c）地域の住民による少年とのかかわり」（24.9％）、「d）自治体による非行防止
の取組み」（22.2％）、「f）企業や事業所による地域の非行防止の取組み」（16.6％）であった。
これらの結果から、少年非行の抑止するためには、「家庭での保護者の子育て」がとても重要
であると考える者が多かったことが示された。
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３．児童虐待の通報

①本調査（2018 年、第 6 回）の結果
（１）児童虐待または虐待が疑われる場合の警察や児童相談所への通報
　本調査の問 33 では「あなたは、子供に対する虐待または虐待が疑われる状況を見たり聞い
たりした場合、警察や児童相談所に通報しますか。」と質問し、「通報する」、「どちらかといえ
ば通報する」、「どちらかといえば通報しない」、「通報しない」、「その場にならないと分からな
い」、という 5 選択で回答を求めている。図Ⅱ -5-3- ①は、回答の結果について、各項目別に
割合を示したものである（無回答を含む）。
　子供に対する虐待または虐待が疑われる状況を見たり聞いたりした場合、警察や児童相談所
に通報しますか。」という問いでは、通報する（「通報する」＋「どちらかといえば通報する」）
が 55.8％であった。他方で、通報しない（「通報しない」＋「どちらかといえば通報しない」）
が 5.9％であった。「その場にならないと分からない」は、37.1％であった。
　性別では、通報する（「通報する」＋「どちらかといえば通報する」）は男性 57.8％、女性
54.0％、他方で、通報しない（「通報しない」＋「どちらかといえば通報しない」）は男性 7.3％、
女性 4.6％、「その場にならないと分からない」は、男性 33.7％、女性 40.2％だった。
　年齢層別では、通報する（「通報する」＋「どちらかといえば通報する」）がもっとも割合が
高かったのは 60 代（62.2％（62.24％の小数第二位を四捨五入））で、低かったのは 40 代（48.4％）
であった。他方で、通報しない（「通報しない」＋「どちらかといえば通報しない」）でもっと
も割合が高かったのは 40 代（8.9％）、低かったのは 70 歳以上（2.7％）であった。
　子供に対する虐待または虐待が疑われる状況を警察や児童相談所に通報するかどうかでは、
通報する（「通報する」＋「どちらかといえば通報する」）が、通報しない（「通報しない」＋「ど
ちらかといえば通報しない」）よりも回答割合が高い結果であったが、「その場にならないと分
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d）自治体による非行防止の取組み

■ とても重要　■ 重要である　■ 重要ではない　■ 全く重要ではない　■ 無回答

図Ⅱ-5-2-⑦　少年の非行を抑止するために重要な事柄
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からない」の回答も少なくなかった。「虐待」だけでなく「虐待が疑われる状況」も通報の対
象になっていることを考えると、子供を虐待から守るために、社会において“子供の犯罪被害”
への意識をさらに高める必要があろう。

②これまでの調査結果（2010 年～ 2014 年、第 4 回～第 5 回）との経年比較
　図Ⅱ -5-3- ②は 2010 年（第 4 回）、2014 年（第 5 回）と本調査（2018 年、第 6 回）の経年
比較の結果である。
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2010 年（N=1,978）

2018 年（N=1,718）

2014 年（N=2,028）

■ 通報する　　■ どちらかといえば通報する　　　■ どちらかといえば通報しない
■ 通報しない　■ その場にならないと分からない　■ 無回答

あなたは子どもに対する虐待または虐待が疑われる状況を見たり、聞いたりした場合、警察や児童相談所に通報しますか

図Ⅱ-5-3-②　児童虐待または虐待が疑われる場合の通報（2010 年～ 2018 年）
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　図Ⅱ -5-3- ②に見られるとおり、2010 年→ 2014 年→ 2018 年の 3 回の調査の推移では、児童
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■ 通報する　　　　　　　　　　　■ どちらかといえば通報する
■ どちらかといえば通報しない　　■ 通報しない
■ その場にならないと分からない　■ 無回答

図Ⅱ-5-3-①　児童虐待または虐待が疑われる場合の警察や児童相談所への通報
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虐待または虐待が疑われる状況において「通報する」という回答の比率が、40.4％→ 37.7％
→ 30.4％＜減→減＞と減少している。通報する（「通報する」＋「どちらかといえば通報する」）
でも、69.3％→ 66.1％→ 55.8％＜減→減＞と減少している。「通報しない」という回答は、2.1％
→ 3.0％→ 0.7％＜増→減＞と増加から減少へと推移し、「その場にならないとわからない」と
いう回答は、25.0％→ 25.9％→ 37.1％＜増→増＞と増加傾向にあった。これらの結果から、児
童虐待や虐待かもしれない状況で、「通報する」という明確な態度をもっている人々は少なく
なり、あいまいな態度である人々が増えている傾向がみられた。
　表Ⅱ -5-3- ①は、児童虐待または虐待が疑われる場合に警察や児童相談所に通報するかどう
かの調査結果を性別で経年比較したものである。

表Ⅱ -5-3- ①　児童虐待または虐待が疑われる場合の通報（性別）

「通報する」の回答比率・性別（2010 年～ 2018 年）（単位：％）

年 男 女
2010 年 43.2 37.8
2014 年 41.0 34.6
2018 年 31.8 29.1

（注）「通報する」という回答の比率のみを表示した。

　表Ⅱ -5-3- ①に見られるとおり、児童虐待または虐待が疑われる状況において「通報する」
という回答は、2010 年→ 2014 年→ 2018 年では、男性が 43.2％→ 41.0％→ 31.8％で＜減→減＞、
女性が 37.8％→ 34.6％→ 29.1％で＜減→減＞であった。これらの経年比較の結果から、児童虐
待または虐待が疑われる状況において「通報する」という回答は、男女ともに減少傾向がみら
れた。
　次に、表Ⅱ -5-3- ②は、児童虐待または虐待が疑われる場合に警察や児童相談所に通報する
かどうかの調査結果を年齢層別で経年比較したものである。

表Ⅱ -5-1- ②　児童虐待または虐待が疑われる場合の通報（年齢層別）

「通報する」の回答比率・年齢層別（2010 年～ 2018 年）（単位：％）

年 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
2010 年 39.5 34.8 38.7 42.5 42.3 44.4
2014 年 32.7 34.9 35.9 32.4 46.9 40.3
2018 年 31.7 24.6 26.4 31.0 32.2 34.7

（注）「通報する」という回答の比率のみを表示した。

　表Ⅱ -5-3- ②に見られるとおり、児童虐待または虐待が疑われる状況において「通報する」
という回答は、2010 年→ 2014 年→ 2018 年では、20 代が 39.5％→ 32.7％→ 31.7％で＜減→減＞、
30 代が 34.8％→ 34.9％→ 24.6％で＜ほぼ同→減＞、40 代が 38.7％→ 35.9％→ 26.4％で＜減→
減＞、50 代が 42.5％→ 32.4％→ 31.0％で＜減→減＞、60 代が 42.3％→ 46.9％→ 32.2％で＜増
→減＞、70 歳以上が 44.4％→ 40.3％→ 34.7％で＜減→減＞であった。前回調査 2014 年から今
回調査 2018 年までの減少の幅は、60 代の 14.7 ポイント、30 代の 10.3 ポイント、40 代の 9.5
ポイント、70 歳以上の 5.6 ポイントの順で大きかった。前回調査との比較の結果から、児童虐
待または虐待が疑われる状況において「通報する」という回答は、20 代～ 70 歳以上までどの
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年齢層でも減少傾向がみられた。

４．子供たちだけでの学校からの帰宅

（１）小学生における子供たちだけでの学校からの帰宅
　本調査の問 34 では「小学校を子供たちだけで学校から帰宅させるべきではない、という意
見があります。あなたはその意見に対してどう思いますか。（〇はひとつ）」と質問し、「そう
思う」、「ある程度そう思う」、「どちらともいえない」、「あまりそう思わない」、「そう思わない」、
という 5 選択で回答を求めている。図Ⅱ -5-4は、無回答を含む回答の結果について調査対象
者全体・性別・年齢層別で割合を示したものである。

0 20 40 60 80 100（％）

全体（N=1,718）

女性（N=907）

男性（N=881）

40～49歳（N=314）

30～39歳（N=232）

70歳以上（N=366）

60～69歳（N=339）

20～29歳（N=161）

50～59歳（N=306）

■ そう思う　　　　　　■ ある程度そう思う　■ どちらともいえない
■ あまりそう思わない　■ そう思わない　　　■ 無回答

図Ⅱ-5-4　小学生を子供たちだけで学校から帰宅させるべきではない
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27.3 38.3 6.0

38.2 21.0 6.7 1.2
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　小学生を子供たちだけで学校から帰宅させるべきではないという問いでは、そう思う（「そ
う思う」＋「ある程度そう思う」）が 33.0％であった。他方で、そう思わない（「そう思わない」
＋「どちらかといえばそう思わない」）が 27.6％（27.64％の小数第二位を四捨五入）であった。

「どちらともいえない」は、38.2％であった。
　性別では、そう思う（「そう思う」＋「ある程度そう思う」）は男女ともに 33.0％であったが、
そう思わない（「そう思わない」＋「あまりそう思わない」）は男性 31.8％（31.81％の小数第
二位を四捨五入）、女性 23.9％（23.92％の小数第二位を四捨五入）で、男性の方が約 8 ポイン
ト高かった。
　年齢層別では、そう思う（「そう思う」＋「ある程度そう思う」）は 30 代が 38.8％でもっと
も高く、他方で 40 代が 25.8％でもっとも低かった。そう思わない（「そう思わない」＋「あま
りそう思わない」）は、20 代が 36.6％でもっとも高く、70 歳以上が 24.0％でもっとも低かった。
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第５章　犯罪における子供の加害と被害

　小学生を子供たちだけで学校から帰宅させるべきではないについては、そう思う（「そう思う」
＋「ある程度そう思う」）が、そう思わない（「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わ
ない」）より約 5 ポイント高かったが、「どちらともいえない」の回答の割合がもっと多かった
ことから、対象者においては賛成または反対といったはっきりとした態度の意見が顕著に示さ
れたとはいえないという結果であったと思われる。

まとめ

　本章では、犯罪における子供の加害と被害についての調査結果を取り上げたが、要約は以下
の通りである。

１．子供を狙った犯罪被害の抑止
（１）　子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪）
　子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために重要な
事柄では、「家庭での子育て」が重要であると９割強が回答した。
２．犯罪における子供の加害（少年の非行・犯罪）
（１）少年の非行・犯罪に対する認識の量的動向
　少年の非行・犯罪が増えていると思うかは、「増えていると思う」が 51.6％と回答者全体の
約半数が少年の非行・犯罪は増加傾向にあると認識していた。しかし、経年比較では、2010
年より少年の非行・犯罪増加の認識は減少している。性別では、男性が「増えていると思う」
が 44.6％と半数を割るのに対して、女性は 57.9％で半数を超えていたことから、少年の非行・
犯罪が増えているという認識は女性の方が高かった。
（２）少年の非行・犯罪に対する認識の質的動向
　少年の非行・犯罪が悪質になっているかは、「悪質になっていると思う」が 64.8％で、回答
者の６割以上が、少年の非行・犯罪は悪質化の傾向にあると考えていた。性別では、少年の非
行・犯罪が悪質化しているという意識は、どちらかといえば女性において高かった。
年齢層別では、非行・犯罪が悪質化しているという意識は 30 代、40 代、50 代、60 代、70 代
はすべて６割を超え、少年に近い 20 代は６割を割り、他の世代に比べて少なかった。
（３）少年の非行・犯罪に対しての警察の取り締まりの強化に関しての意見
　警察による少年の非行・犯罪の厳しい取り締まりの強化に賛成する態度である者は、そう思
う（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」）が 91.4％で９割を超えた。また、性別では、
賛成が占める割合において女性の方が多かった。年齢別では、少年に近い 20 代において反対
の割合が他の上の世代より多いことが示された。
（４）　少年非行の抑止に重要な事柄
　少年非行の抑止に重要な事柄では、重要である（「とても重要」＋「重要である」）という回
答で「家庭での保護者の子育て」、「学校での教師の教育」、「警察による非行防止の取組み」が
９割を超えていた。そのなかでも、「家庭での保護者の子育て」は、「とても重要」という回答
が７割を超え、少年非行の抑止するためには、「家庭での保護者の子育て」がとても重要であ
ることが示された。
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３．児童虐待の通報
　子供に対する虐待または虐待が疑われる状況を警察や児童相談所に通報するかどうかでは、
通報する（「通報する」＋「どちらかといえば通報する」）が５割半（55.8％）、通報しない（「通
報しない」＋「どちらかといえば通報しない」）の１割未満（5.9％）よりも回答割合が高い結
果であった。しかしながら、「その場にならないと分からない」の回答も３割強（37.1％）と
少なくなかった。「虐待」だけでなく「虐待が疑われる状況」も通報の対象になっていること
から、子供を犯罪から守るために、社会における児童虐待への意識を高める必要がある。
４．子供たちだけでの学校からの帰宅
　小学生を子供たちだけで学校から帰宅させるべきではないの意見は、そう思う（「そう思う」
＋「ある程度そう思う」）が３割（33.0％）、そう思わない（「そう思わない」＋「どちらかと
いえばそう思わない」）が２割強（27.6％）、「どちらともいえない」は３割強（38.2％）という
結果であり、賛成または反対の意見が顕著に多いといった傾向は示されなかった。

引用文献
矢島正見　2015 「第 5 章 少年非行」『犯罪に対する不安感等に関する調査研究－第 5 回調査報

告書－』公益財団法人日工組社会安全財団：69-84.
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資料 1　挨拶状とＱ＆Ａ
　　　　インターネット回答の手引き





安全・安⼼な社会⽣活をおくるためのアンケート
ご協⼒のお願い

拝啓 皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
私ども公益財団法⼈⽇⼯組(にっこうそ)社会安全研究財団は、市⺠⽣活の安全と平穏を確

保する上で解決すべき社会安全問題について調査・研究を⾏い、公共の安全と秩序の維持
に寄与することを⽬的に設⽴された団体です。このたび、当財団では、全国の満20歳以上
（2018年9⽉1⽇現在）の3,300⼈の⽅々を対象に、「安全・安⼼な社会⽣活をおくるため
のアンケート」を実施することになり、あなた様にもご協⼒をいただきたく、アンケート
⽤紙を送らせていただきました。住⺠基本台帳法に基づき、正当な⼿続きを経て、くじの
要領であなた様を選ばせていただきました。
このアンケートは、地域の治安および防犯対策等に関する皆さまのお考えや意識につい

てお尋ねし、住⺠の皆様の治安に関する意識を知る基礎資料とすることを⽬的としており
ます。また、アンケート結果は、警察⾏政等において活⽤される予定です。回答後のセー
ルスを⽬的とするアンケートでは決してございません。
ご回答いただいた内容は、「○○と答えた⼈が20％」といったように、個⼈が特定され

ない形で集計されます（裏⾯もご参照ください）。また、アンケートの集計結果は、報告
書としてとりまとめ、警察庁をはじめとする関係機関に配布するとともに、ホームページ
にて公表させていただきます（2019年５⽉頃を予定）。
このアンケートの実施業務は、世論調査や学術調査の専⾨機関である⼀般社団法⼈新情

報センターが担当しております。アンケートの対象者となられた⽅の個⼈情報の提供は、
当財団に対して⼀切⾏われず、個⼈情報は、新情報センターにおいて、集計作業後、速や
かに裁断・焼却処分されます。
ご回答に際しましては、インターネットでのご回答、郵送でのご返送、もしくは担当調

査員が訪問する⽅法のいずれかを⾃由にお選びいただけます。インターネットや郵送での
回答が確認できなかった⽅々には、9⽉中旬以降、順次調査員が訪問いたします。アンケー
トへのご協⼒は任意ではございますが、このような趣旨をどうかご理解いただき、ぜひ、
ご協⼒をお願い申し上げます。

敬具

 些少ではございますが、ご回答くださった⽅には回答⽅法にかかわらず、お礼として、
クオカード（500円分）を進呈させていただきます。

 当財団のリーフレットも同封しておりますので、ご参照ください。
 同封のボールペンはご回答⽤にお使いください(返却不要です)。

２０１８年９⽉

調査主体

調査実施機関
お問い合わせ先

⼀般社団法⼈新情報センター
東京都渋⾕区恵⽐寿１−１９−１５
フリーダイヤル：０１２０−２１−５２３１
平⽇９〜１７時（昼休み除く）（担当：平栗、⽜島）
ホームページ：https://www.sjc.or.jp/

公益財団法⼈ ⽇⼯組（にっこうそ）社会安全研究財団
東京都千代⽥区内神⽥１−７−８ （担当：⽯⽥）
ホームページ：https://www.syaanken.or.jp/

⼀般社団法⼈新情報センターは、⼀般財団法⼈⽇本情報経済社会推進協会より｢プライバ
シーマーク｣の付与認定を受けております。調査の実施にあたりましては、調査の対象に
なった⽅の個⼈情報の保護を徹底いたします。

アンケート調査のお問い合わせは、下記までお願いいたします
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資料1　挨拶状とＱ＆Ａインターネット回答の手引き



このアンケートは対象者となった皆さま⾃⾝に
ご協⼒いただくことによって、⽇本全国にお住
まいの⽅々の治安に関する意識や実態の全体が
推測できるようになっています。このため、回
答は任意ですが、ぜひともご協⼒をお願い申し
あげます。また、このような理由から、封筒の
お宛名のご本⼈様がお答えくださいますよう、
お願い申し上げます。

この紙を読んでもよくわからないことがありましたら、下記の窓口までお問い合わせください

⼀般社団法⼈ 新情報センター「安全・安⼼な社会⽣活をおくるためのアンケート」担当
電話：０１２０−２１−５２３１ 平⽇９〜１７時（昼休みを除く）（担当：平栗、⽜島）

あなた様へのご説明（Q & A）
アンケートの対象者となった

アンケートの集計結果は、⽇⼯組社会安全研究財団のウェブサイトで公表予定です。
https://www.syaanken.or.jp/（2019年５⽉頃予定）

Q1 これは
何のためのアンケートですか？

Q2 なぜ
私に送られてきたのですか？

Q3
関⼼がないので答えたくありませ
ん。家族の誰かが代わりに答えて
も構いませんか？

Q4
住⺠基本台帳から住所や名前など
（個⼈情報）を抜き出すのはプラ
イバシーの侵害ではないですか？

Q5 回答から個⼈を特定できるのでは
ないですか？

Q6
インターネットで回答したら、
誰の端末から送られたのかが
わかるのではないですか？

地域の治安および防犯対策等に関する皆さまの
お考えや⾏動についてお尋ねし、住⺠の皆様の
治安に関する意識や実態を把握することを⽬的
としております。「○○と答えた⼈が20パーセ
ント」などといった形で集計し、割合や傾向を
分析するためのアンケートです。また、アン
ケート結果は、警察⾏政等において活⽤される
予定です。回答後のセールスを⽬的とするアン
ケートでは決してございません。

国や⾃治体が法令等で定めた住⺠基本台帳の利
⽤に関する⼿続きにのっとって、アンケートの
ご協⼒依頼と送付に必要な情報のみを抽出して
います。
アンケート書類を送付するための個⼈情報（住
所・⽒名）は、調査研究の終了時まで個⼈情報
保護制度のもとで調査会社が預かりますが、集
計作業後、適切な形で速やかに裁断・焼却しま
す。

どの⽅にアンケートをお願いするかは、全国に
お住まいの20歳以上の⽅々から3,300⼈を無作
為抽出法※によって抽出し、決めさせていただ
きました。

※ 無作為抽出法とは、「くじびき」のよう
に、誰が選ばれるかを偶然にゆだねる、科学的
な調査の標準的な抽出⽅法です。

回答いただいたアンケートから回答者を特定す
ることは決していたしません。このアンケート
は実施会社である新情報センターから直接皆さ
まに送られるため、調査主体の⽇⼯組社会安全
研究財団の分析チームは、皆さまの住所や名前
の情報を持ちません。どなたの回答かを特定で
きない仕組みの下で分析をすることになります。
なおそうした理由から、アンケートや返信⽤封
筒には記名なさらないようお願い申し上げます。

インターネットの回答を集めるサーバーには端
末の情報が届くことになりますが、回答が出そ
ろった時点で、まず端末に関する情報を完全に
除去し、そののちに、集計を⾏います。また、
回答の送信には暗号化がほどこされますので、
安⼼してご回答ください。
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 このたびは、公益財団法⼈ ⽇⼯組（にっこうそ）社会安全研究財団が実施いたします
「安全・安⼼な社会⽣活をおくるためのアンケート」へのご協⼒、誠にありがとうござい
ます。 
 このアンケートは、インターネットでの回答が可能です。アンケートにご協⼒いただい
た⽅に、10 ⽉中旬ごろ謝礼（500 円分のクオカード）を郵送させていただきます。 
 簡単で便利なインターネット回答をぜひご利⽤ください。 

（※インターネット回答については株式会社マーシュ（D STYLE WEB）と共同で実施しております） 
 

インターネットでの回答は次の⼿順に従って⾏ってください。 

①インターネットアンケート画⾯にアクセスする 

【アクセス⽅法】※⽅法１または⽅法２のいずれかでアクセスしてください。 
⽅法１インターネット画⾯上で、下記ＵＲＬを直接⼊⼒してください。 

【ＵＲＬ】anzen.link (アンゼン ドット リンク) 
     （⼊⼒後 cgi1.dstyleweb.com のサーバーに接続します） 
 
⽅法２ＱＲコードリーダーで読み取れる場合、 

右のＱＲコードを読み取ってください。 

 

②画⾯の案内に従って、次のＩＤ、パスワードを⼊⼒してください。 

あなたのログイン ID・パスワードは以下の通りです。 

  

 

 

2018 年 10 ⽉ 9 ⽇（⽕） 

 

ログイン ID  パスワード  

ご回答期限 

裏⾯もご覧ください
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■パソコン ■スマートフォン 
■タブレット（Android, iOS）  （フィーチャーフォンでのご回答はお控えください） 
 
以下の利⽤環境を推奨しておりますのでご確認ください。 

ＯＳ ・Windows 7 以降 ・Macintosh OS X ・iOS ・Android 

Ｗｅｂブラウザ 
・InternetExplorer（バージョン 10 以降） ・Google Chrome ・Firefox 
・Safari（iOS） ・Android Browser（バージョン 4.1.2 以降） 

 

 

 
 
◆必ず、対象となったご本⼈がご回答ください。 
◆ご回答はお⼀⼈につき１回でお願いします。 
◆ログイン ID やパスワードは第三者に伝えないなど、取扱いには⼗分にご注意ください。 
◆本アンケートは１つ前の画⾯の⼊⼒情報までが⾃動保存されますので、仮に回答を中断した場合でも

ログイン ID とパスワードを⼊れることでご回答の続⾏が可能です。（ご⾃宅のパソコンで途中まで回
答をし、ログイン ID とパスワードを⼊れてスマートフォンで回答を続⾏することも可能です。） 

◆画⾯をさかのぼる際は、ページの中に設けられた                    ボタンをご使⽤ください。 
（ブラウザの「戻る」ボタンや「戻る」メニューをご使⽤になりますと、それまでの回答がクリアさ
れてしまうことがございますのでご注意ください） 

◆⽂字のサイズは調整することができます。詳しくは画⾯上の案内に従い、読みやすい表⽰に変更して
ご回答ください。 

 

 

 

  
ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。 

■［調査実施機関］ ⼀般社団法⼈ 新情報センター 
管 理 部 担当 ︓平栗・⽜島 
電話番号 ０１２０－２１－５２３１ 
受付時間 平⽇９〜１７時（昼休み除く） 
ホームページ https://www.sjc.or.jp/ 
電⼦メール kanri@sjc.or.jp  

  ホームページもご覧ください 

利用可能な機器 

ご回答にあたって 

お問い合わせ先 

アンケートへのご協⼒をよろしくお願い申し上げます 
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート

年 月

【回答方法】 このアンケートは、次の３つの方法で、ご回答いただけます。
① インターネット回答（簡単で便利です）：このアンケート票を使わず、パソコンやスマート

フォン、タブレットからご回答いただく
（同封の「インターネット回答のご案内」をご参照ください。）

② 郵送：このアンケート票に記入し、同封の返信用封筒にて郵送する
（ 月 日までに、最寄りの郵便ポストにご投函ください。）

③ 訪問調査員に渡す：このアンケート票に記入し、訪問調査員にお渡しいただく
（訪問調査員は、 月 日 月 日の間に巡回訪問いたします。）

・このアンケートは、全国の満 歳以上の男女 人を対象にして実施し、皆様方の日常生活
の中で危険と思っていることや不安に思っていることについてたずね、その実態や意識をとらえ、
安全な生活をおくるために、どのように行政や法律に働きかけていったらよいかを調査、分析す
ることを目的としております。回答者個人がどのように回答したかが特定されることはありませ
ん。

・ご回答の途中でやめたくなった場合には、途中でやめてくださっても構いません。回答をしない
ことによって生じる不利益や、回答者が特定されることは一切ございません。なお、ご回答をも
ちまして、アンケートへの参加（回答内容の分析）に同意したものとさせていただきます。

・ご回答いただいた方全員に、謝礼（ 円分のクオカード）をお渡しします（インターネットで
回答した方、アンケート票を郵送された方には、後日お送りいたします）。

・アンケートの実施は、世論調査・統計調査の専門機関である一般社団法人新情報センターが担当
しております。ご不明な点、問い合わせ等がございましたら、下記までお問い合わせください。

【ご記入にあたってのお願い】
（１）すべての質問に必ず、お宛名のご本人様ご自身が記入してください。
（２）ボールペンや濃いエンピツなどで、はっきりとご記入ください。
（３）質問の番号順にお答えください。質問には回答選択肢が用意されています。あなたの状況、

お考えなどに近い選択肢を選び、その番号などに○をつけてください。
（４）人数、回数については、 の中に数字でご記入ください。
 
【アンケート実施事務局 （アンケートに関するお問い合わせ）】

一般社団法人 新情報センター

〒 東京都渋谷区恵比寿１－１９－１５ 担当：平栗・牛島
ホームページ
お問い合わせ電話番号 （平日 時～ 時、昼休み除く）
お問い合わせメールアドレス

【研究主体】 にっこうそ

公益財団法人 日工組社会安全研究財団

〒 東京都千代田区内神田１ ７ ８ 担当：石田
ホームページ
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はじめに、犯罪の被害にあった経験及び犯罪の被害にあうのではないかという不安についてお伺いします 

問１ あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１

日まで）に以下に示す1 から17 の犯罪の被害にあったことがありますか。 
付問１ 被害にあった場合は、その犯罪の番号すべてに○を、ない場合は「18」に○をつけてください。 
付問２ 次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。 
付問３ その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入

してください。 
付問１ 付問２ 付問３

被害にあった犯罪の種類の番号に○をつけてください。 被害の回数 届けた回数 

○4 例） 自転車が盗まれた → １ 回 ０ 回

 
1 暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあった → 回 回

2 自宅にどろぼう（空き巣など）に入られた → 回 回

3 ひったくりにあった → 回 回

4 自転車が盗まれた → 回 回

5 自動車やオートバイが盗まれた → 回 回

6 すりにあった → 回 回

7 自動車内の金品を盗まれた → 回 回

8 痴漢にあった → 回 回

9 特殊詐欺（振り込め詐欺等）にあった → 回 回

10 悪質商法などでお金を取られた → 回 回

11 自宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりした → 回 回

12 自宅や敷地内に無断で侵入された → 回 回

13 人につきまとわれたり、のぞかれたりした → 回 回

14 インターネットを利用した犯罪の被害にあった → 回 回

15 凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強制性交等）にまきこまれた → 回 回

16 （ 歳未満のお子さんと同居している方のみお答えください）

子供が不審者に声をかけられたり、追いかけられたりした
→

回 回

17 その他（交通事故を除く ） → 回 回

18 １年間被害にあったことはない

 
問２ 問１の付問３で、この１年間に犯罪の被害にあったのに、被害を警察に届けなかったことのある方に

お伺いします。どうして届け出なかったのですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

1 事件がそれほど重大ではなかった 8 届け出るのが面倒くさい

2 未遂だった、損失がなかった、被害が少なかった 9 面倒に巻き込まれるのがいや

3 自分で解決した、家族が解決した 10 仕返しされる恐れがある

4 犯人が知り合いだった 11 自分や家族の恥になる、事件に触れて欲しくない

5 警察は何もしてくれない、届けてもむだ 12 代わりに別の機関に届け出た

6 証拠がない、信じてもらえない  （具体的に ）

7 警察が嫌い、警察とかかわりたくない 13 その他（具体的に ）
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問３ あなたは、日頃、ご自身が犯罪の被害にあうのではないかという不安を感じることがありますか。 

1 よくある 2 たまにある 3 ほとんどない 4 全くない  （〇は１つ）

 
問４ あなたは、日頃、同居の家族が犯罪の被害にあうのではないかという不安を感じることがありますか。 

（〇は１つ） 
1 よくある 2 たまにある 3 ほとんどない 4 全くない 5 同居の家族はいない

問５ あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じて

いますか。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 
非常に

不安

かなり

不安

やや

不安

不安は

ない

ａ） 暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあう不安 1 2 3 4 
ｂ） 自宅にどろぼう（空き巣など）に入られる不安 1 2 3 4 
ｃ） ひったくりにあう不安 1 2 3 4 
ｄ） 自転車が盗まれる不安 1 2 3 4 
ｅ） 自動車やオートバイが盗まれる不安 1 2 3 4 
ｆ） すりにあう不安 1 2 3 4 
ｇ） 自動車内の金品を盗まれる不安 1 2 3 4 
ｈ） 痴漢にあう不安 1 2 3 4 
ｉ） 特殊詐欺（振り込め詐欺等）にあう不安 1 2 3 4 
ｊ） 悪質商法などでお金を取られる不安 1 2 3 4 
ｋ） 自宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりする不安 1 2 3 4 
ｌ） 自宅や敷地内に無断で侵入される不安 1 2 3 4 
ｍ） 人につきまとわれたり、のぞかれたりする不安 1 2 3 4 
ｎ） インターネットを利用した犯罪の被害にあう不安 1 2 3 4 
ｏ） 凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強制性交等）にまきこまれる不安 1 2 3 4 
ｐ） テロに巻き込まれる不安 1 2 3 4 

ｑ）
飲酒運転による交通事故、ひき逃げなどの悪質・危険な
交通法令違反の被害にあう不安

1 2 3 4 

ｒ）
（ 歳未満のお子さんと同居している方のみお答えください）
子供が不審者に声をかけられたり、追いかけられたりする不安 1 2 3 4 

ｓ） その他の不安（具体的に ） 1 2 3 4 

問６ あなたは、同じ性別の同じ年代の人に比べて、犯罪の被害にあう可能性が高いと思いますか、低いと思

いますか、それとも同じ程度だと思いますか。下の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

1 とても

低い
2 低い 3 どちらかと

いえば低い
4 同じ程度 5 どちらかと

いえば高い
6 高い 7 とても

高い

 
問７ あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。

ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 
かなり

ある

少し

ある

ほとんど

ない

全く

ない

ａ） 暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあう可能性 1 2 3 4 
ｂ） 自宅にどろぼう（空き巣など）に入られる可能性 1 2 3 4 
ｃ） ひったくりにあう可能性 1 2 3 4 
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（問７ 続き） （あなた自身や同居の家族が今後１年

間に、犯罪の被害にあう可能性）

かなり

ある

少し

ある

ほとんど

ない

全く

ない

ｄ） 自転車が盗まれる可能性 1 2 3 4 
ｅ） 自動車やオートバイが盗まれる可能性 1 2 3 4 
ｆ） すりにあう可能性 1 2 3 4 
ｇ） 自動車内の金品を盗まれる可能性 1 2 3 4 
ｈ） 痴漢にあう可能性 1 2 3 4 
ｉ） 特殊詐欺（振り込め詐欺等）にあう可能性 1 2 3 4 
ｊ） 悪質商法などでお金を取られる可能性 1 2 3 4 
ｋ） 自宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりする可能性 1 2 3 4 
ｌ） 自宅や敷地内に無断で侵入される可能性 1 2 3 4 
ｍ） 人につきまとわれたり、のぞかれたりする可能性 1 2 3 4 
ｎ） インターネットを利用した犯罪の被害にあう可能性 1 2 3 4 
ｏ） 凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強制性交等）にまきこまれる可能性 1 2 3 4 
ｐ） テロに巻き込まれる可能性 1 2 3 4 

ｑ）
飲酒運転による交通事故、ひき逃げなどの悪質・危険な
交通法令違反の被害にあう可能性

1 2 3 4 

ｒ）
（ 歳未満のお子さんと同居している方のみお答えください）
子供が不審者に声をかけられたり、追いかけられたりする可能性 1 2 3 4 

ｓ） その他の可能性（具体的に ） 1 2 3 4 

 
問８ あなたは日常の行動範囲にあるどのような場所で、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのでは

ないかという不安を感じることがありますか。不安を感じる場所すべてに○をつけてください。 

1 駅 8 路上

2 繁華街 9 ゲームセンター、パチンコ店、映画館等の娯楽施設

3 電車やバスなどの乗り物の中 10 インターネット空間

4 駐車場 11 エレベーター

5 公園 12 コンビニ、スーパー

6 職場、学校 13 デパート、ショッピングモールなどの大型商業施設

7 自宅（庭や車庫、マンション共用 14 空き家、空き店舗、廃ビルなどの管理されていない所

 部分を含む） 15 その他（具体的に ）

 
問９ あなたは夜１１時を過ぎてから、住んでいる地域を１人で歩いているとき、犯罪にあう不安をどの程度

感じていますか。（〇は１つ） 

1 非常に不安を感じる 3 あまり不安を感じない 5 出歩かないから分からない

2 ある程度不安を感じる 4 全く不安を感じない  

問 あなたは、同居の家族が夜１１時を過ぎてから、住んでいる地域を１人で歩いているとき、犯罪にあう

不安をどの程度感じていますか（〇は１つ）。なお、同居のご家族がいない場合は「6」に○をしてください。 

1 非常に不安を感じる 3 あまり不安を感じない 5 出歩かないから分からない

2 ある程度不安を感じる 4 全く不安を感じない 6 同居の家族はいない

次に、治安全般と防犯対策についてお伺いします。 
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問 あなたが今お住まいの地域は１年前と比べて治安が良くなったと思いますか、悪くなったと思いますか。 
（〇は１つ）

1 良くなった 2 変わらない 3 悪くなった 4 分からない

問 日本は１年前と比べて治安が良くなったと思いますか、悪くなったと思いますか。 （〇は１つ） 

1 良くなった 2 変わらない 3 悪くなった 4 分からない

問 ５年前に比べて、以下の犯罪が増えたと思いますか、減ったと思いますか。ａ）～ｄ）のそれぞれにつ

いて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

増えた
変わら

ない
減った

分から

ない

ａ） お住まいの地域での高齢者を狙った犯罪 1 2 3 4 
ｂ） お住まいの地域での子供を狙った犯罪 1 2 3 4 
ｃ） 日本での高齢者を狙った犯罪 1 2 3 4 
ｄ） 日本での子供を狙った犯罪 1 2 3 4 

 
問 あなたは、過去１年間に、次のような、迷惑電話を受けたことはありますか。（あてはまるもの全てに○） 

1 商品やサービスについての、しつこいセールス電話 2 無言電話

 
問 あなたは、過去１年間に、次のような詐欺の電話やハガキを受けとったことはありますか。 
（それぞれについて、あてはまるものすべてに○） 

1 あなたの子や孫を装
よそお

った人間からの「電話番号が変わった」「鞄
かばん

をなくした」などの電話

2 公的機関を装った人間からの「税金や医療費が還付される」などの電話

3 あなたが覚えのない、未払い代金を要求する電話

4 あなたが覚えのない、未払い代金を要求するハガキ

5 そのような電話やハガキを受けとったことはない

1 2 3 の電話をどれか１つでも受けたことがある方は次の付問１～３
もお答えください。もし、そのような電話を複数回受けたことのある
方は、一番大変だったと感じた時の電話を思い出してください。

1 2 3 の電話をいずれも
受けたことがない方は
問 にお進みください

付問１ その電話がかかってきた時、どういう対応になりましたか。（○は１つ） 

1 電話で相手と話している時に詐欺だと気がついた

2 電話で相手と話している時は詐欺だと気がつかなかったが、お金は取られなかった

3 詐欺であることを最後まで気がつかずにお金をだましとられた

付問２ あなたはどうやってその電話が詐欺だと気づきましたか。（あてはまるものすべてに○） 

1 自分自身で 2 家族に

話して
3 近所の人に

話して 4 金融機関に 
言われて 5 警察官に 

言われて

付問３ あなたはその電話が詐欺だと分かった後に、他の人に話しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

1 家族に

話した
2 近所の人に

話した
3 警察に 

通報した 4 誰にも話さな

かった 

 

問 は
次ページ 
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問 次の中に、あなたが現在、特殊詐欺（振り込め詐欺や還付金等詐欺など）の被害を防ぐために行ってい

ることはありますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

1 電話のそばに標語などを置いている 5 家に居る時も留守番機能を使っている

2 家族と電話で話す際の合言葉を決めている 6 防犯用電話（自動通話録音機）を使っている

3 
電話帳（ハローページ）から名前を外してい

る
7 その他（具体的に ）

4 ナンバーディスプレイを使っている 8 特に心がけていることはない

問 あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答

欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

とても
そう思う

やや
そう思う

あまりそう
思わない

全くそう思
わない

ａ） 対策をすれば犯罪の被害にはあわない 1 2 3 4 
ｂ） 自分は犯罪の被害にあわないよう行動できる 1 2 3 4 
ｃ） 何か防犯対策をしてみたい 1 2 3 4 
ｄ） 犯罪の被害にあうかどうかは運次第だ 1 2 3 4 
ｅ） 隣近所の問題は自分たちで解決できる 1 2 3 4 
ｆ） ほとんどの人は信頼できる 1 2 3 4 
ｇ） ほとんどの隣近所の人は信頼できる 1 2 3 4 
ｈ） ほとんどの警察官は公正だ 1 2 3 4 
ｉ） ほとんどの警察官は有能だ 1 2 3 4 
ｊ） 警察は住民と同じ思いを持っている 1 2 3 4 
ｋ） 警察に治安を任せることができる 1 2 3 4 
ｌ） 隣近所の人たちは困ったときに助けてくれる 1 2 3 4 
ｍ） 警察は困った時に助けてくれる 1 2 3 4 

 
問 あなたは、現在お住まいの地域で、以下のような地域の活動を見かけますか。ａ）～ｅ）のそれぞれに

ついて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 
よく

見かける
たまに

見かける
あまり見
かけない

全く見か
けない

ａ） 住民による防犯パトロール 1 2 3 4 
ｂ） 青色パトロール車などによる防犯パトロール 1 2 3 4 
ｃ） 警察のパトカー 1 2 3 4 
ｄ） 警察官によるパトロール 1 2 3 4 
ｅ） 交番や民間交番で勤務している警察官・交番相談員 1 2 3 4 

 
問 過去１年間に、あなたのご自宅に警察官が訪問して非常時の連絡先などをお伺いしたこと（巡回連絡）

はありましたか。あてはまる番号ひとつに○をつけてください。 

1 自分が応対した 2 家族が応対した 3 直接会っていないが
連絡はあった

4 なかった

 
問 あなたは、警察が定期的に発行している広報紙（交番ニュースなど）を見たことがありますか。あては

まる番号ひとつに○をつけてください。 

1 見たことがない 2 見たことがあるが
読んだことはない

3 たまに読んでいる 4 いつも読んでいる
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問 あなたは、過去１年間に、防犯に関するノウハウや、注意を呼びかける情報（事件のニュースは除いてく

ださい）を、次のような手段でご覧になったことはありますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

1 自治体の広報紙 7 警察からの防犯メール

2 チラシ・パンフレット 8 警察のツイッター等

3 学校・ＰＴＡの配布物 9 自治体や学校からの防犯メール

4 テレビ・ラジオ 10 自治体や学校のツイッター等

5 新聞・雑誌・書籍 11 屋外の広告や電光掲示板

6 インターネットのホームページ 12 その他（具体的に ）

 13 特に見たことはない

 
問 あなたは、過去１カ月間にそれぞれ次のようなことはありましたか、それともありませんでしたか。 

ａ） 訪問者が誰かを確認せずに自宅のドアを開けたこと あった なかった 

ｂ） 窓やドアの戸締りをせずに 10 分以上自宅を留守にしたこと あった なかった 

ｃ） 自動車やオートバイのエンジンキーをつけたまま車から離れたこと あった なかった 

ｄ） 自転車を駐輪した際に鍵をかけなかったこと あった なかった 

ｅ） 携帯電話・スマートフォン・音楽プレーヤーを使いながら道を歩いたこと あった なかった 

 
問 犯罪の被害にあわないためにあなた個人は何をしていますか（しましたか）。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

1 鍵をかえるなど戸締りを厳重にする 7 地域の防犯活動・講演会等に参加する

2 防犯グッズなどで身を守る 8 インターネットの性的な情報に注意する

3 危ないとされる場所に近づかない 9 インターネットでの買い物に注意する

4 夜遅く出歩かない 10 ホームセキュリティを導入する

5 誰かに迎えに来てもらう 11 その他（具体的に ）

6 隣近所と声をかけあいお互いに注意する 12 特に何もしていない

 
問 あなたは、犯罪の被害にあわないために警察に何をして欲しいですか。あてはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

1 厳しい取り締まり 7 防犯に役立つ情報の提供

2 警察官によるパトロールの強化 8 交番に警察官がいつもいること

3 犯罪被害に至る前の相談活動の強化 9 住民による防犯活動への支援

4 犯罪発生に関する情報の公表 10 インターネット空間のパトロール

5 警察官による各家庭への訪問活動 11 その他（具体的に ）

6 防犯講話・護身術などに関する講習 12 特に何も希望はない

 
問 あなたは、地域の安全を守るために行政に何をして欲しいですか。あてはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

1 住民による防犯活動への支援 5 専門家による自宅や街路の防犯性能の診断

2 地域をパトロールする警備員を雇う 6 被害にあわないための情報提供

3 街灯や防犯灯を増やす 7 その他（具体的に ）

4 防犯カメラを設置する 8 特に何も希望はない
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問 あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それぞ

れの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ） 
参加経

験はありま
すか

（どちらかに
○）

参加不参加にかかわらず、こうした
活動へのご関心は （それぞれ１つに○）

ある
どちらか
といえば
ある

どちらか
といえば
ない

ない

ａ） 地域のお祭りなど地域行事活動 ある ない 1 2 3 4 

ｂ） 地域でのスポーツ活動 ある ない 1 2 3 4 

ｃ） 地域での芸術・文化活動 ある ない 1 2 3 4 

ｄ） 高齢者の見守りなどの地域福祉活動 ある ない 1 2 3 4 

ｅ） 子供の育成活動 ある ない 1 2 3 4 

ｆ） 清掃などのまちづくりの活動 ある ない 1 2 3 4 

ｇ） 地域での防犯活動 ある ない 1 2 3 4 

ｈ） 防災訓練などの災害対策の活動 ある ない 1 2 3 4 

 
問 あなたは地域での犯罪の被害を抑止するために以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）

～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ） 

とても
重要

重要
である

重要
ではない

全く重要
ではない

ａ） 個人の防犯対策 1 2 3 4 

ｂ） 学校での防犯教育 1 2 3 4 

ｃ） 地域住民の防犯ボランティア活動 1 2 3 4 

ｄ） 自治体の防犯活動への取り組み 1 2 3 4 

ｅ） 警察の防犯活動の充実 1 2 3 4 

ｆ） 企業や事業所による地域の防犯活動への取り組み 1 2 3 4 

次に、子供を狙った犯罪、続いて、少年の非行や犯罪についてお伺いします。 

問 あなたは子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために、以下のそ

れぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけて

ください。（それぞれ○は１つずつ） 

とても
重要

重要
である

重要
ではない

全く重要
ではない

ａ） 家庭での子育て 1 2 3 4 

ｂ） 学校での教育 1 2 3 4 

ｃ） 警察による取り締まり 1 2 3 4 

ｄ） 携帯電話事業者等による違法・有害情報の削除などの取組み 1 2 3 4 

ｅ） 携帯電話販売店などによるフィルタリング普及などの取組み 1 2 3 4 

ｆ） その他（具体的に ） 1 2 3 4 
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問 あなたは少年の非行・犯罪が増えていると思いますか。（○は１つ） 

1 増えていると思う 2 変わらないと思う 3 減っていると思う 4 分からない

問 あなたは少年の非行・犯罪が悪質になっていると思いますか。（○は１つ） 

1 悪質になって
いると思う

2 変わらないと思う 3 良くなっている
と思う

4 分からない

 
問 あなたは警察が少年の非行・犯罪をもっと厳しく取り締まるべきだと思いますか。（○は１つ） 

1 そう思う 2 どちらかといえば
そう思う

3 どちらかといえば
そう思わない

4 そう思わない

問 あなたは少年の非行を抑止するために、以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）

について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ） 

とても
重要

重要
である

重要
ではない

全く重要
ではない

ａ） 家庭での保護者の子育て 1 2 3 4 

ｂ） 学校での教師の教育 1 2 3 4 

ｃ） 地域の住民による少年とのかかわり 1 2 3 4 

ｄ） 自治体による非行防止の取組み 1 2 3 4 

ｅ） 警察による非行防止の取組み 1 2 3 4 

ｆ） 企業や事業所による地域の非行防止の取組み 1 2 3 4 
 

問 あなたは子供に対する虐待または虐待が疑われる状況を見たり聞いたりした場合、警察や児童相談所に通報

しますか。（○は１つ） 

1 通報する 3 どちらかといえば 
通報しない 5 その場にならないと

分からない

2 どちらかといえば
通報する

4 通報しない  

 
問 小学生を子供たちだけで学校から帰宅させるべきではない、という意見があります。あなたはその意見に対

してどう思いますか。（〇は１つ） 

1 そう思う 2 ある程度

そう思う
3 どちらとも

いえない
4 あまり

そう思わない
5 そう思わない

 

続いて、あなたがお住まいの地域のことについてお伺いします。 

問 あなたは、現在の地域にどれくらい住んでいますか。ここでいう「地域」は、小・中学校区くらいの範囲を

お考えください。（○は１つ）

1 １年未満 3 ５年以上１０年未満 5 ２０年以上

2 １年以上５年未満 4 １０年以上２０年未満  
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問 あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回答欄

のあてはまる番号に○をつけてください。 

とてもそう

思う 
ややそう

思う 
あまりそう

思わない 
全くそう

思わない 

ａ） 通勤・通学、日常の買い物などの便がよい 1 2 3 4 

ｂ） 子供の遊び場・公園などが充実している 1 2 3 4 

ｃ） 緑・水辺など自然とふれあえる場所が多い 1 2 3 4 

ｄ） まちなみ、景観がよい 1 2 3 4 

ｅ） 子供がのびのびと遊べる場所が多い 1 2 3 4 

ｆ） 空き家、空き店舗などの管理されていない所が多い 1 2 3 4 

ｇ） 夜、街灯が貧弱で暗いところが多い 1 2 3 4 

ｈ） 木や茂みなどの管理が行き届いていない 1 2 3 4 

ｉ） ゴミやタバコの吸い殻が落ちていることが多い 1 2 3 4 

ｊ） スプレーによる落書きが多い 1 2 3 4 

ｋ） 風俗産業などの有害環境が目につく 1 2 3 4 

ｌ） 非行少年のたまり場が多い 1 2 3 4 

ｍ） たばこを吸っている中学生や高校生が多い 1 2 3 4 

ｎ） 路上に乗り捨てられた自転車やバイクが多い 1 2 3 4 

ｏ） トラブルを起こす人がいる 1 2 3 4 

ｐ） 昼、学校をさぼっている中高生が目につく 1 2 3 4 

ｑ） 夜、たむろしている若者が目につく 1 2 3 4 

ｒ） 暴力団とかかわりのある人がいる 1 2 3 4 

ｓ） 総合的にみて、住みよい 1 2 3 4 

ｔ） この地域に住み続けたい 1 2 3 4 

問 あなたには、ご近所に、お互いに相談したり助け合ったりしている人がいますか。（○は１つ） 

1 たくさんいる 2 ある程度いる 3 あまりいない 4 ほとんどいない

 
問 あなたは、近所の小・中学生がどこの家の子供か知っていますか。（○は１つ） 

1 ほとんど
知っている

2 だいたい
知っている

3 あまり
知らない

4 ほとんど
知らない

 
問 あなたは、お住まいの地域で、自治体等による以下の取り組みは、どの程度必要であると思いますか（それ

ぞれ○は１つ） 

必要
ある程度

必要

あまり
必要では

ない

必要では
ない

ａ） 女性のための取り組み（男女共同参画など） 1 2 3 4 
ｂ） 外国籍の住民との共生のための取り組み 1 2 3 4 
ｃ） 刑務所を出所した人の更生のための取り組み 1 2 3 4 
ｄ） 同性愛者・性同一性障害の人々のための取り組み 1 2 3 4 
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最後に、調査を統計的に分析するために、あなたご自身に関することについてお聞かせください。 

問 あなたの性別と年齢を教えてください。（それぞれ〇は１つ）

男 女 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

問 あなたは結婚していらっしゃいますか。（○は１つ）

1 未婚 2 既婚（現在、配偶者がいる） 3 既婚の経験あり（離・死別）

問 現在、あなたと一緒にお住まいのご家族についておうかがいします。あなたを含めて何人家族になりますか。

自分も含めて 人家族 （一人暮らしの方は １ 人家族 とお答えください）。

問 今お住まいの住宅の形態は、次のどれにあてはまりますか。（○は１つ） 

1 持ち家 2 公共（公営）の
賃貸住宅

3 民間（民営）の
賃貸住宅

4 その他（具体的に
）

 
問 今お住まいの住宅の建て方は、次のどれにあてはまりますか。（○は１つ） 

1 一戸建て 2 集合住宅 3 その他（具体的に ）

 
問 集合住宅にお住まいの方にお伺いします。建物は何階建てですか。また、あなたのお住まいがあるのは何階で

すか。（複数階にお住まいの方は、玄関のある階をお答えください。）

建物は 階建て 住んでいるのは 階

 
問 あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えください。 

ａ） 同居している家族に、未就学児がいる はい いいえ

ｂ） 同居している家族に、小学生の女の子がいる はい いいえ 

ｃ） 同居している家族に、小学生の男の子がいる はい いいえ 

ｄ） 同居している家族に、中学・高等学校相当年齢の女子がいる はい いいえ 

ｅ） 同居している家族に、中学・高等学校相当年齢の男子がいる はい いいえ 

ｆ） 同居している家族に、６５歳以上の人がいる はい いいえ 

ｇ） 同居のご家族は、あなたを含めて全員６５歳以上である はい いいえ 

ｈ） あなたまたは同居のご家族は、自動車を所有している はい いいえ 

ｉ） あなたまたは同居のご家族は、オートバイを所有している はい いいえ 

ｊ） あなたまたは同居のご家族は、自転車を所有している はい いいえ 

ｋ） あなたまたは同居のご家族は、犬を飼っている はい いいえ 

ｌ） あなたまたは同居のご家族は、インターネットを利用している はい いいえ 

ｍ） あなたまたは同居のご家族は、町内会・自治会（マンション管理組合）に加入している はい いいえ 
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問 現在のあなたの健康状態はいかがですか。（○は１つ） 

1 とてもよい 2 まあよい 3 あまりよくない 4 よくない

問 あなたは、ふだん次のようなことはどの程度ありますか。ａ）～ｇ）のそれぞれについて、右の回答欄のあて

はまる番号に○をつけてください。 
１日数回

以上
１日１回

程度 週に数回 週に１回
以下 全くない

ａ） 自宅の固定電話で電話をすること 1 2 3 4 5 

ｂ） 自宅の固定電話に電話がかかってくること 1 2 3 4 5 

ｃ）
携帯電話・スマートフォンで通話すること
（ＬＩＮＥ通話、スカイプ等を含みます）

1 2 3 4 5 

ｄ）
メールやＬＩＮＥ等のメッセージを送受信
すること

1 2 3 4 5 

ｅ） インターネットのサイトを見ること 1 2 3 4 5 

ｆ）
ツイッター、フェイスブック等のソーシャル
メディアを見ること

1 2 3 4 5 

ｇ）
ツイッター、フェイスブック等のソーシャル
メディアに投稿すること

1 2 3 4 5 

問 あなたは、以下のメディアで記事やニュースをどの程度見ますか。ａ）～ｃ）のそれぞれについて、右の

回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

よく見る たまに見る あまり見ない ほとんど見ない

ａ） 新聞記事 1 2 3 4 
ｂ） テレビのニュース 1 2 3 4 
ｃ） インターネットのニュース 1 2 3 4 

 
問 あなたの職業はどれにあたりますか。1～14 の番号の中からあてはまるもの１つに○をつけてください。 

 【自営業・家族従事者の方】 【常勤の勤め人の方】 【その他の方】

1 自営業・家族従事者 4 経営・管理職 10 専業主婦・主夫

 （農林漁業、工業、加工製造業など） 5 専門職、教育職 11 学生

2 自営業・家族従事者 6 事務的職業 12 アルバイト、パートタイマー

 （商業、サービス業など） 7 生産・技能職 13 無職

3 自由業 8 営業・販売・サービス業 14 その他

 （具体的に ） 9 その他（具体的に ）  （具体的に  ）

学生でアルバイトをされている方は、「11 学生」に○をしてください。 

問 あなたの世帯の合計年収額（税込み、含む年金）は、およそおいくらでしょうか。（○は１つ） 

1 ２００万円未満 4 ６００万円～８００万円未満 7 １２００万円以上

2 ２００万円～４００万円未満 5 ８００万円～１０００万円未満 8 分からない

3 ４００万円～６００万円未満 6 １０００万円～１２００万円未満

 
問 最後に、このアンケートにご回答いただいた日にちをご記入ください。 

月 日 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。
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1 

安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート 

  2018 年 9 ⽉ 
（N＝1,718） 

 

【回答方法】 このアンケートは、次の３つの⽅法で、ご回答いただけます。 
① インターネット回答（簡単で便利です）︓このアンケート票を使わず、パソコンやスマート

フォン、タブレットからご回答いただく 
 （同封の「インターネット回答のご案内」をご参照ください。） 

② 郵送︓このアンケート票に記⼊し、同封の返信⽤封筒にて郵送する 
 （10 ⽉ 8 ⽇までに、最寄りの郵便ポストにご投函ください。） 

③ 訪問調査員に渡す︓このアンケート票に記⼊し、訪問調査員にお渡しいただく 
 （訪問調査員は、9 ⽉ 13 ⽇~9 ⽉ 24 ⽇の間に巡回訪問いたします。） 

・このアンケートは、全国の満 20 歳以上の男⼥ 3,300 ⼈を対象にして実施し、皆様⽅の⽇常⽣活
の中で危険と思っていることや不安に思っていることについてたずね、その実態や意識をとらえ、
安全な⽣活をおくるために、どのように⾏政や法律に働きかけていったらよいかを調査、分析す
ることを⽬的としております。回答者個⼈がどのように回答したかが特定されることはありませ
ん。 

・ご回答の途中でやめたくなった場合には、途中でやめてくださっても構いません。回答をしない
ことによって⽣じる不利益や、回答者が特定されることは⼀切ございません。なお、ご回答をも
ちまして、アンケートへの参加（回答内容の分析）に同意したものとさせていただきます。 

・ご回答いただいた⽅全員に、謝礼（500 円分のクオカード）をお渡しします（インターネットで
回答した⽅、アンケート票を郵送された⽅には、後⽇お送りいたします）。 

・アンケートの実施は、世論調査・統計調査の専⾨機関である⼀般社団法⼈新情報センターが担当
しております。ご不明な点、問い合わせ等がございましたら、下記までお問い合わせください。 

 

【ご記入にあたってのお願い】 
（１）すべての質問に必ず、お宛名のご本⼈様ご⾃⾝が記⼊してください。 
（２）ボールペンや濃いエンピツなどで、はっきりとご記⼊ください。 
（３）質問の番号順にお答えください。質問には回答選択肢が⽤意されています。あなたの状況、

お考えなどに近い選択肢を選び、その番号などに○をつけてください。 
（４）⼈数、回数については、  の中に数字でご記⼊ください。 
 
【アンケート実施事務局 （アンケートに関するお問い合わせ）】 

一般社団法人 新情報センター 

〒150-0013 東京都渋⾕区恵⽐寿１－１９－１５ 担当︓平栗・⽜島 
ホームページ  https://www.sjc.or.jp/ 

お問い合わせ電話番号 0120-21-5231（平⽇ 9 時〜17 時、昼休み除く） 
お問い合わせメールアドレス kanri@sjc.or.jp 

【研究主体】        にっこうそ 
 公益財団法人 日工組社会安全研究財団 

〒101-0047 東京都千代⽥区内神⽥１-７-８    担当︓⽯⽥ 
ホームページ  https://www.syaanken.or.jp/ 
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はじめに、犯罪の被害にあった経験及び犯罪の被害にあうのではないかという不安についてお伺いします 

問１ あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日まで）に 
以下に示す 1 から 17 の犯罪の被害にあったことがありますか。 

付問１ 被害にあった場合は、その犯罪の番号すべてに○を、ない場合は「18」に○をつけてください。 
付問２ 次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。 
付問３ その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してくださ

い。 

付問１（N＝1,718） 付問２ 付問３ 

被害にあった犯罪の種類の番号に○をつけてください。 被害の回数 届けた回数 

0.9 暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあった N=16 平均 1.73 回 平均 0.44 回

1.5 自宅にどろぼう（空き巣など）に入られた N=25 平均 1.72 回 平均 0.75 回

0.2 ひったくりにあった N= 4 平均 1.00 回 平均 0.33 回

3.1 自転車が盗まれた N=54 平均 1.49 回 平均 0.76 回

0.6 自動車やオートバイが盗まれた N=11 平均 1.20 回 平均 1.09 回

0.3 すりにあった N= 5 平均 1.60 回 平均 0.75 回

0.4 自動車内の金品を盗まれた N= 7 平均 1.00 回 平均 0.86 回

0.9 痴漢にあった N=15 平均 2.47 回 平均 0.15 回

0.9 特殊詐欺（振り込め詐欺等）にあった N=16 平均 1.31 回 平均 0.33 回

0.6 悪質商法などでお金を取られた N=11 平均 1.36 回 平均 0.63 回

1.6 自宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりした N=28 平均 1.86 回 平均 0.70 回

3.3 自宅や敷地内に無断で侵入された N=57 平均 3.88 回 平均 0.61 回

1.9 人につきまとわれたり、のぞかれたりした N=32 平均 2.69 回 平均 0.36 回

1.0 インターネットを利用した犯罪の被害にあった N=18 平均 1.33 回 平均 0.27 回

0.2 凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強制性交等）にまきこまれた N= 3 平均 1.00 回 平均 0.67 回

0.5 （18 歳未満のお子さんと同居している方のみお答えください） 

子供が不審者に声をかけられたり、追いかけられたりした 
N= 9 平均 1.22 回 平均 0.25 回

0.5 その他（交通事故を除く            ） N= 8 平均 1.00 回 平均 0.57 回

82.1 １年間被害にあったことはない        

5.3 無回答 ※１年間に被害経験あり 12.6（N＝216） 

 
(N=128) 
問２ 問１の付問３で、この１年間に犯罪の被害にあったのに、被害を警察に届けなかったことのある方にお伺いしま 

す。どうして届け出なかったのですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

28.1 事件がそれほど重大ではなかった 19.5 届け出るのが面倒くさい 

20.3 未遂だった、損失がなかった、被害が少なかった  7.0 面倒に巻き込まれるのがいや 

10.9 自分で解決した、家族が解決した  7.8 仕返しされる恐れがある 

10.9 犯人が知り合いだった  2.3 自分や家族の恥になる、事件に触れて欲しくない 

15.6 警察は何もしてくれない、届けてもむだ  6.3 代わりに別の機関に届け出た（具体的に   ）

18.8 証拠がない、信じてもらえない  5.5 その他（具体的に          ） 

 3.1 警察が嫌い、警察とかかわりたくない 18.8 無回答  （Multiple Total 以下 M.T.=175.0）
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（N＝1,718） 

問３ あなたは、日頃、ご自身が犯罪の被害にあうのではないかという不安を感じることがありますか。（〇は１つ） 

3.0 よくある 35.3 たまにある 47.9 ほとんどない 12.5 全くない 1.2 無回答 
 
問４ あなたは、日頃、同居の家族が犯罪の被害にあうのではないかという不安を感じることがありますか。 

（〇は１つ） 

4.9 よくある 40.8 たまにある 35.7 ほとんどない 7.7 全くない 8.1 同居の家族はいない 

        2.6 無回答 
 

問５ あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じていますか。 
ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

  非常に

不安 

かなり

不安 

やや 

不安 

不安は 

ない 
無回答

ａ） 暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあう不安 1.6 5.8 45.8 41.3 5.5 

ｂ） 自宅にどろぼう（空き巣など）に入られる不安 3.7 10.2 56.8 25.4 4.0 

ｃ） ひったくりにあう不安 1.7 5.1 44.6 43.1 5.4 

ｄ） 自転車が盗まれる不安 2.2 6.5 32.5 53.3 5.4 

ｅ） 自動車やオートバイが盗まれる不安 1.9 4.7 31.8 56.0 5.6 

ｆ） すりにあう不安 1.1 3.9 40.3 49.5 5.2 

ｇ） 自動車内の金品を盗まれる不安 2.0 6.1 36.2 50.1 5.6 

ｈ） 痴漢にあう不安 1.7 4.2 27.1 61.8 5.1 

ｉ） 特殊詐欺（振り込め詐欺等）にあう不安 2.7 6.6 36.6 49.5 4.7 

ｊ） 悪質商法などでお金を取られる不安 2.8 6.8 35.6 50.0 4.9 

ｋ） 自宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりする不安 2.6 7.3 39.3 45.8 4.9 

ｌ） 自宅や敷地内に無断で侵入される不安 4.3 9.7 44.6 36.6 4.8 

ｍ） 人につきまとわれたり、のぞかれたりする不安 2.5 5.4 34.7 52.3 5.2 

ｎ） インターネットを利用した犯罪の被害にあう不安 4.5 11.8 41.3 37.1 5.3 

ｏ） 凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強制性交等）にまきこまれる不安 2.9 4.5 39.5 47.8 5.4 

ｐ） テロに巻き込まれる不安 2.2 3.7 32.0 56.3 5.8 

ｑ） 
飲酒運転による交通事故、ひき逃げなどの悪質・危険

な交通法令違反の被害にあう不安 
6.1 12.8 54.8 21.8 4.5 

ｒ） 
（18 歳未満のお子さんと同居している方のみお答えください） 

子供が不審者に声をかけられたり、追いかけられたりする不安 
5.2 7.0 15.7 7.5 64.6 

ｓ） その他の不安（具体的に           ） 0.4 0.4 2.9 27.1 69.2 

 

問６ あなたは、同じ性別の同じ年代の人に比べて、犯罪の被害にあう可能性が高いと思いますか、低いと思いますか、 
それとも同じ程度だと思いますか。下の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

とても 
低い 低い どちらかと 

いえば低い 同じ程度
どちらかと

いえば高い
高い とても 

高い 無回答 

9.0 19.8 24.6 40.2 3.8 0.8 0.3 1.5 
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問７ あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）～ｓ） 
の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

  かなり

ある 

少し 

ある 

ほとん

ど 

ない 

全く 

ない 

 

無回答

ａ） 暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあう可能性 0.9 20.0 56.3 20.1 2.6 

ｂ） 自宅にどろぼう（空き巣など）に入られる可能性 2.8 32.9 49.8 12.4 2.1 

ｃ） ひったくりにあう可能性 1.0 22.4 55.8 18.5 2.4 

ｄ） 自転車が盗まれる可能性 4.0 25.1 34.3 33.3 3.4 

ｅ） 自動車やオートバイが盗まれる可能性 2.2 18.2 45.7 29.9 4.0 

ｆ） すりにあう可能性 1.3 19.6 50.8 24.1 4.1 

ｇ） 自動車内の金品を盗まれる可能性 2.1 20.8 44.1 28.9 4.1 

ｈ） 痴漢にあう可能性 1.7 14.4 41.7 38.2 4.0 

ｉ） 特殊詐欺（振り込め詐欺等）にあう可能性 2.9 19.7 44.3 29.7 3.4 

ｊ） 悪質商法などでお金を取られる可能性 2.6 19.2 43.8 31.0 3.5 

ｋ） 自宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりする可能性 2.6 23.6 45.5 24.9 3.4 

ｌ） 自宅や敷地内に無断で侵入される可能性 4.6 28.5 43.1 20.6 3.3 

ｍ） 人につきまとわれたり、のぞかれたりする可能性 1.6 17.3 49.2 28.2 3.7 

ｎ） インターネットを利用した犯罪の被害にあう可能性 4.1 26.4 38.6 26.9 3.9 

ｏ） 凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強制性交等）にまきこまれる可能性 1.5 17.3 47.4 29.7 4.1 

ｐ） テロに巻き込まれる可能性 1.1 13.9 44.5 36.6 4.0 

ｑ） 
飲酒運転による交通事故、ひき逃げなどの悪質・危険な交

通法令違反の被害にあう可能性 
4.3 34.6 42.6 14.9 3.6 

ｒ） 
（18 歳未満のお子さんと同居している方のみお答えください） 

子供が不審者に声をかけられたり、追いかけられたりする可能性 
3.3 13.0 13.8 6.9 63.0 

ｓ） その他の可能性（具体的に           ） 0.3 1.9 9.9 18.6 69.3 

 
問８ あなたは日常の行動範囲にあるどのような場所で、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではないかという 

不安を感じることがありますか。不安を感じる場所すべてに○をつけてください。 

36.4 駅 59.7 路上 

41.7 繁華街 17.5 ゲームセンター、パチンコ店、映画館等の娯楽施設 

29.6 電車やバスなどの乗り物の中 26.5 インターネット空間 

23.2 駐車場 16.1 エレベーター 

17.3 公園 17.7 コンビニ、スーパー 

10.0 職場、学校 20.6 デパート、ショッピングモールなどの大型商業施設 

21.1 自宅（庭や車庫、マンション共用 15.7 空き家、空き店舗、廃ビルなどの管理されていない所 

 部分を含む） 
0.8 

10.4

その他（具体的に                               ） 

無回答                            M.T.=364.3 

 
問９ あなたは夜１１時を過ぎてから、住んでいる地域を１人で歩いているとき、犯罪にあう不安をどの程度感じています 

か。（〇は１つ） 

5.5 非常に不安を感じる 22.9 あまり不安を感じない 35.4 出歩かないから分からない 

28.0 ある程度不安を感じる 6.8 全く不安を感じない 1.4 無回答 

 

第Ⅲ部　資料

－ 132 －



5 

問 10 あなたは、同居の家族が夜１１時を過ぎてから、住んでいる地域を１人で歩いているとき、犯罪にあう不安を 

どの程度感じていますか（〇は１つ）。なお、同居のご家族がいない場合は「同居の家族はいない」に○をして 

ください。 

8.9 非常に不安を感じる 16.1 あまり不安を感じない 22.8 出歩かないから分からない 

37.3 ある程度不安を感じる 3.4 全く不安を感じない 9.9 同居の家族はいない 

    1.6 無回答 

次に、治安全般と防犯対策についてお伺いします。 

問11 あなたが今お住まいの地域は１年前と比べて治安が良くなったと思いますか、悪くなったと思いますか。 
（〇は１つ）  

2.8 良くなった 72.2 変わらない 8.1 悪くなった 15.6 分からない   1.3 無回答 

 

問 12 日本は１年前と比べて治安が良くなったと思いますか、悪くなったと思いますか。 （〇は１つ） 

1.9 良くなった 34.1 変わらない 47.7 悪くなった 15.0 分からない    1.4  無回答 
 

問 13 ５年前に比べて、以下の犯罪が増えたと思いますか、減ったと思いますか。ａ）～ｄ）のそれぞれについて、右の回 
答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

  
増えた 

変わら 

ない 
減った 

分から 

ない 
無回答 

ａ） お住まいの地域での高齢者を狙った犯罪 19.9 29.2 0.8 48.0 2.1 

ｂ） お住まいの地域での子供を狙った犯罪 14.0 31.9 1.7 49.8 2.6 

ｃ） 日本での高齢者を狙った犯罪 66.7 13.7 0.9 17.0 1.7 

ｄ） 日本での子供を狙った犯罪 59.1 18.0 1.0 19.8 1.9 

 
問14 あなたは、過去１年間に、次のような、迷惑電話を受けたことはありますか。（あてはまるもの全てに○） 

48.9 商品やサービスについての、しつこいセールス電話 16.2 無言電話            44.2  無回答 

 
問15 あなたは、過去１年間に、次のような詐欺の電話やハガキを受けとったことはありますか。 

（それぞれについて、あてはまるものすべてに○） 

2.1 あなたの子や孫を 装
よそお

った人間からの「電話番号が変わった」「 鞄
かばん

をなくした」などの電話 

2.2 公的機関を装った人間からの「税金や医療費が還付される」などの電話 

3.8 あなたが覚えのない、未払い代金を要求する電話 

7.8 あなたが覚えのない、未払い代金を要求するハガキ 

71.2 そのような電話やハガキを受けとったことはない                            15.8   無回答 

 

1 2 3 の電話をどれか１つでも受けたことがある方は次の付問１～３もお答

えください。もし、そのような電話を複数回受けたことのある方は、一番大変

だったと感じた時の電話を思い出してください。 

1 2 3 の電話をいずれも受

けたことがない方は問 16

にお進みください 

 

 

 

 

 

問 16 は 
次ページ
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（N＝121） 

付問１ その電話がかかってきた時、どういう対応になりましたか。（○は１つ） 

78.5 電話で相手と話している時に詐欺だと気がついた 

14.9 電話で相手と話している時は詐欺だと気がつかなかったが、お金は取られなかった 

1.7 詐欺であることを最後まで気がつかずにお金をだましとられた 

5.0 無回答 

（N＝121） 

付問２ あなたはどうやってその電話が詐欺だと気づきましたか。（あてはまるものすべてに○） 

78.5 自分自身で 18.2
家族に 
話して 

0.8
近所の人

に話して 
1.7

金融機関に

言われて 
1.7 

警察官に 
言われて 

     5.8 無回答 

 

（N＝121） 

付問３ あなたはその電話が詐欺だと分かった後に、他の人に話しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

74.4 
家族に 
話した 

24.0 
近所の人

に話した 
9.1

警察に 
通報した 

11.6
誰にも話さな

かった 
5.8 無回答 

 

（N＝1,718） 

問16 次の中に、あなたが現在、特殊詐欺（振り込め詐欺や還付金等詐欺など）の被害を防ぐために行っていることはあり 
ますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

2.9 電話のそばに標語などを置いている 1.9 固定電話を使用しない* 

1.9 家族と電話で話す際の合言葉を決めている 0.4 こちらから名乗らない* 

15.3 電話帳（ハローページ）から名前を外している 1.0 早く切る* 

30.4 ナンバーディスプレイを使っている 0.8 家族に代わる・家族と話す* 

24.9 家に居る時も留守番機能を使っている 4.5 その他（具体的に          ） 

1.9 防犯用電話（自動通話録音機）を使っている 39.9 特に心がけていることはない 

  3.6 無回答 

  *「その他」で挙げられた回答のうち、内容の重複するものを集計項目として新設した。 
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問 17 あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答欄のあてはま 
る番号に○をつけてください。 

  とても 
そう思う

やや 
そう思う

あまりそ
う思わな

い 

全くそう
思わない 

無回答 

ａ） 対策をすれば犯罪の被害にはあわない 10.5 48.1 33.3 5.8 2.3 

ｂ） 自分は犯罪の被害にあわないよう行動できる 7.0 49.8 34.5 6.1 2.5 

ｃ） 何か防犯対策をしてみたい 12.7 56.6 23.6 2.9 4.2 

ｄ） 犯罪の被害にあうかどうかは運次第だ 8.8 45.3 31.8 11.3 2.8 

ｅ） 隣近所の問題は自分たちで解決できる 3.4 27.1 54.1 12.3 3.1 

ｆ） ほとんどの人は信頼できる 2.6 33.5 49.2 12.0 2.7 

ｇ） ほとんどの隣近所の人は信頼できる 7.2 47.4 35.6 7.5 2.4 

ｈ） ほとんどの警察官は公正だ 7.1 42.3 36.9 10.9 2.9 

ｉ） ほとんどの警察官は有能だ 5.6 36.6 44.0 11.0 2.7 

ｊ） 警察は住民と同じ思いを持っている 4.9 41.4 41.3 9.2 3.1 

ｋ） 警察に治安を任せることができる 11.1 53.6 26.1 6.8 2.4 

ｌ） 隣近所の人たちは困ったときに助けてくれる 7.9 51.2 32.5 6.3 2.2 

ｍ） 警察は困った時に助けてくれる 9.7 51.2 29.9 7.3 2.0 

 
問18 あなたは、現在お住まいの地域で、以下のような地域の活動を見かけますか。ａ）～ｅ）のそれぞれについて、 

右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

  よく 
見かける

たまに 
見かける

あまり見
かけない 

全く見か
けない 

無回答 

ａ） 住民による防犯パトロール 13.8 33.9 33.7 16.8 1.8 

ｂ） 青色パトロール車などによる防犯パトロール 7.7 30.6 39.2 20.0 2.6 

ｃ） 警察のパトカー 20.0 52.5 18.9 6.5 2.2 

ｄ） 警察官によるパトロール 8.3 36.2 38.0 15.4 2.2 

ｅ） 交番や民間交番で勤務している警察官・交番相談員 9.3 30.9 39.6 17.2 3.0 

 
問19 過去１年間に、あなたのご自宅に警察官が訪問して非常時の連絡先などをお伺いしたこと（巡回連絡）はありました 

か。あてはまる番号ひとつに○をつけてください。 

17.2 自分が応対した 10.7 家族が応対した 3.4 直接会っていない

が連絡はあった 67.6 なかった 

      1.1 無回答 
 
問20 あなたは、警察が定期的に発行している広報紙（交番ニュースなど）を見たことがありますか。あてはまる番号ひと 

つに○をつけてください。 

66.2 見たことがない 8.5 見たことがあるが 
読んだことはない 17.8 たまに読んでいる 6.5 いつも読んでいる 

      1.0 無回答 

－ 135 －

資料3　単純集計結果付き調査票



8 

 
問21 あなたは、過去１年間に、防犯に関するノウハウや、注意を呼びかける情報（事件のニュースは除いてください）を、 

次のような手段でご覧になったことはありますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

52.2 自治体の広報紙 13.4 自治体や学校からの防犯メール 

19.5 チラシ・パンフレット 1.9 自治体や学校のツイッター等 

14.5 学校・ＰＴＡの配布物 12.5 屋外の広告や電光掲示板 

49.9 テレビ・ラジオ 0.5 回覧板 

29.1 新聞・雑誌・書籍 0.8 防災無線 

10.4 インターネットのホームページ 0.2 町会等地域の集まり 

4.1 警察からの防犯メール 1.0 その他（具体的に               ） 

1.3 警察のツイッター等 16.1 特に見たことはない 

  1.1 無回答                M.T.=228.4 

 
問22 あなたは、過去１カ月間にそれぞれ次のようなことはありましたか、それともありませんでしたか。 

あった なかった 無回答 

ａ） 訪問者が誰かを確認せずに自宅のドアを開けたこと 24.7 74.3 0.9 

ｂ） 窓やドアの戸締りをせずに 10 分以上自宅を留守にしたこと 35.9 63.3 0.8 

ｃ） 自動車やオートバイのエンジンキーをつけたまま車から離れたこと 16.5 80.7 2.8 

ｄ） 自転車を駐輪した際に鍵をかけなかったこと 18.7 76.0 5.2 

ｅ） 携帯電話・スマートフォン・音楽プレーヤーを使いながら道を歩いたこと 34.2 64.4 1.4 

 
問23 犯罪の被害にあわないためにあなた個人は何をしていますか（しましたか）。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

42.1 鍵をかえるなど戸締りを厳重にする 5.4 地域の防犯活動・講演会等に参加する 

4.6 防犯グッズなどで身を守る 7.8 インターネットの性的な情報に注意する 

58.9 危ないとされる場所に近づかない 22.5 インターネットでの買い物に注意する 

55.6 夜遅く出歩かない 5.0 ホームセキュリティを導入する 

12.4 誰かに迎えに来てもらう 1.0 その他（具体的に            ） 

15.7 隣近所と声をかけあいお互いに注意する 12.7 特に何もしていない 

  0.8 無回答              M.T.=244.5 

 
問24 あなたは、犯罪の被害にあわないために警察に何をして欲しいですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

28.8 厳しい取り締まり 33.6 防犯に役立つ情報の提供 

70.3 警察官によるパトロールの強化 45.6 交番に警察官がいつもいること 

24.2 犯罪被害に至る前の相談活動の強化 11.9 住民による防犯活動への支援 

34.3 犯罪発生に関する情報の公表 17.1 インターネット空間のパトロール 

11.3 警察官による各家庭への訪問活動 0.8 その他（具体的に            ） 

7.6 防犯講話・護身術などに関する講習 6.8 特に何も希望はない 

  1.0 無回答              M.T.=293.2 
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問 25 あなたは、地域の安全を守るために行政に何をして欲しいですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

22.5 住民による防犯活動への支援 12.8 専門家による自宅や街路の防犯性能の診断 

15.8 地域をパトロールする警備員を雇う 41.1 被害にあわないための情報提供 

68.5 街灯や防犯灯を増やす 1.4 その他（具体的に               ） 

63.0 防犯カメラを設置する 6.3 特に何も希望はない 

  1.1 無回答                 M.T.=232.5 

 

問 26 あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それぞれの活動への 
参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ） 

  (1) 参加経験はあります

か 

（どちらかに○） 

ある   ない   無回答

(2) 参加不参加にかかわらず、こうした 

活動へのご関心は （それぞれ１つに○） 

  ある 
どちらかと

いえばある

どちらかと

いえばない 
ない 無回答

ａ） 
地域のお祭りなど地域

行事活動 
49.7  47.1     3.3 20.4 36.0 25.5 12.0 6.2 

ｂ） 地域でのスポーツ活動 22.2   73.6     4.2 12.0 27.9 33.1 20.3 6.8 

ｃ） 
地域での芸術・文化活

動 
 18.6   76.4     5.1 11.1 30.3 33.5 18.5 6.6 

ｄ） 
高齢者の見守りなどの

地域福祉活動 
  8.1   86.6     5.2 9.9 33.9 33.8 15.9 6.5 

ｅ） 子供の育成活動 19.9   74.6     5.5 14.8 36.2 26.3 15.7 7.0 

ｆ） 
清掃などのまちづくり

の活動 
 43.5   52.8     3.7 16.3 40.3 25.4 11.2 6.7 

ｇ） 地域での防犯活動  11.7   82.7     5.6 11.9 40.9 27.4 13.2 6.6 

ｈ） 
防災訓練などの災害対

策の活動 
25.7   69.7     4.6 16.2 41.2 24.1 12.2 6.3 

 
問27 あなたは地域での犯罪の被害を抑止するために以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、 

右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ） 

  
とても 

重要 

重要 

である 

重要 

ではない 

全く重要 

ではない 
無回答 

ａ） 個人の防犯対策 45.6 49.8 2.2 0.2 2.1 

ｂ） 学校での防犯教育 43.7 51.9 1.6 0.4 2.3 

ｃ） 地域住民の防犯ボランティア活動 16.5 69.9 10.2 0.9 2.5 

ｄ） 自治体の防犯活動への取り組み 24.9 65.8 5.9 0.6 2.8 

ｅ） 警察の防犯活動の充実 48.3 47.2 1.6 0.6 2.2 

ｆ） 企業や事業所による地域の防犯活動への取り組み 20.3 63.4 12.2 1.1 3.1 
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次に、子供を狙った犯罪、続いて、少年の非行や犯罪についてお伺いします。 

問28 あなたは子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために、以下のそれぞれの事柄を 
どの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

（それぞれ○は１つずつ） 

  
とても 

重要 

重要 

である 

重要 

ではない 

全く重要

ではない
無回答 

ａ） 家庭での子育て 63.6 33.4 0.7 0.3 1.9 

ｂ） 学校での教育 48.8 47.1 2.0 0.3 1.9 

ｃ） 警察による取り締まり 46.1 47.8 3.1 0.8 2.2 

ｄ） 携帯電話事業者等による違法・有害情報の削除などの取組み 53.3 39.4 3.4 0.9 3.1 

ｅ） 携帯電話販売店などによるフィルタリング普及などの取組み 48.0 41.3 5.6 0.8 4.4 

ｆ） その他（具体的に             ） 2.7 3.0 1.4 2.7 90.2 

ｇ） 地域社会での啓発・防犯活動* 0.3 0.4 - - 99.3 

ｈ） 有害情報のゾーニング* 0.1 0.1 - - 99.9 

ｉ） 厳罰化* 0.3 0.1 - - 99.6 

*「その他」で挙げられた回答のうち、内容の重複するものを集計項目として新設した。 
問29 あなたは少年の非行・犯罪が増えていると思いますか。（○は１つ） 

51.6 増えていると思う 29.2 変わらないと思う 5.4 減っていると思う 12.7 分からない 

     1.0 無回答 
 

問 30 あなたは少年の非行・犯罪が悪質になっていると思いますか。（○は１つ） 

64.8 悪質になって 
いると思う 21.4 変わらないと思う 2.1 良くなっている 

と思う 10.6 分からない 

      1.0 無回答 
 
問31 あなたは警察が少年の非行・犯罪をもっと厳しく取り締まるべきだと思いますか。（○は１つ） 

44.7 そう思う 46.7 どちらかといえ

ばそう思う 5.1 どちらかといえば 
そう思わない 2.0 そう思わない 

      1.5 無回答 
 

問 32 あなたは少年の非行を抑止するために、以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、 
右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ） 

  
とても 

重要 

重要 

である 

重要 

ではない 

全く重要 

ではない 
無回答 

ａ） 家庭での保護者の子育て 70.7 27.0 0.6 0.1 1.6 

ｂ） 学校での教師の教育 41.9 52.8 2.8 0.5 2.0 

ｃ） 地域の住民による少年とのかかわり 24.9 63.9 7.9 0.9 2.4 

ｄ） 自治体による非行防止の取組み 22.2 62.1 12.1 1.1 2.5 

ｅ） 警察による非行防止の取組み 39.3 52.2 5.4 0.9 2.1 

ｆ） 企業や事業所による地域の非行防止の取組み 16.6 57.2 20.5 2.5 3.1 

第Ⅲ部　資料
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問 33 あなたは子供に対する虐待または虐待が疑われる状況を見たり聞いたりした場合、警察や児童相談所に通報しますか。 
（○は１つ） 

30.4 通報する 5.2 どちらかといえば 
通報しない 37.1 その場にならないと 

分からない 

25.4 どちらかといえば 
通報する 0.7 通報しない 1.2 無回答 

 
問34 小学生を子供たちだけで学校から帰宅させるべきではない、という意見があります。あなたはその意見に対してどう思いま 

すか。（〇は１つ） 

6.9 そう思う 26.1 
ある程度 
そう思う 

38.2
どちらとも 
いえない 

21.0
あまり 
そう思わない 

6.7 そう思わない 

      1.2 無回答 
 

続いて、あなたがお住まいの地域のことについてお伺いします。 

問35 あなたは、現在の地域にどれくらい住んでいますか。ここでいう「地域」は、小・中学校区くらいの範囲をお考えください。

（○は１つ） 

2.5 １年未満 10.6 ５年以上１０年未満 56.3 ２０年以上 

9.5 １年以上５年未満 20.0 １０年以上２０年未満 1.1 無回答 

 

問 36 あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回答欄のあてはまる 
番号に○をつけてください。 

 
 

とてもそ

う思う

ややそう

思う

あまりそう

思わない

全くそう 

思わない
無回答 

ａ） 通勤・通学、日常の買い物などの便がよい 34.3 41.1 19.0 5.2 0.5 

ｂ） 子供の遊び場・公園などが充実している 11.1 35.0 43.1 10.0 0.9 

ｃ） 緑・水辺など自然とふれあえる場所が多い 17.1 40.6 34.8 6.5 1.0 

ｄ） まちなみ、景観がよい 9.5 39.5 43.8 6.2 1.1 

ｅ） 子供がのびのびと遊べる場所が多い 6.8 29.3 50.8 11.9 1.3 

ｆ） 空き家、空き店舗などの管理されていない所が多い 8.7 31.6 49.1 9.1 1.5 

ｇ） 夜、街灯が貧弱で暗いところが多い 18.2 46.4 30.6 3.8 0.9 

ｈ） 木や茂みなどの管理が行き届いていない 9.1 32.1 51.4 5.9 1.4 

ｉ） ゴミやタバコの吸い殻が落ちていることが多い 7.2 27.3 56.9 7.9 0.8 

ｊ） スプレーによる落書きが多い 1.2 5.9 52.2 39.9 0.8 

ｋ） 風俗産業などの有害環境が目につく 0.9 3.1 35.2 59.8 1.0 

ｌ） 非行少年のたまり場が多い 0.8 4.5 52.2 41.3 1.1 

ｍ） たばこを吸っている中学生や高校生が多い 1.1 6.1 45.6 46.2 1.0 

ｎ） 路上に乗り捨てられた自転車やバイクが多い 1.4 10.0 46.0 41.3 1.3 

ｏ） トラブルを起こす人がいる 2.3 12.2 54.1 30.1 1.3 

ｐ） 昼、学校をさぼっている中高生が目につく 0.3 2.7 46.7 48.9 1.3 

ｑ） 夜、たむろしている若者が目につく 0.9 8.2 45.9 43.6 1.4 

－ 139 －

資料3　単純集計結果付き調査票



12 

ｒ） 暴力団とかかわりのある人がいる 0.8 3.5 40.3 53.8 1.6 

ｓ） 総合的にみて、住みよい 25.1 60.9 10.0 3.1 0.9 

ｔ） この地域に住み続けたい 28.0 52.4 14.3 3.6 1.6 

 

問 37 あなたには、ご近所に、お互いに相談したり助け合ったりしている人がいますか。（○は１つ） 

3.6 たくさんいる 47.8 ある程度いる 28.4 あまりいない 20.0 ほとんどいない 

     0.2 無回答 
 
問38 あなたは、近所の小・中学生がどこの家の子供か知っていますか。（○は１つ） 

3.8 ほとんど 
知っている 25.5 だいたい 

知っている 41.1 あまり 
知らない 29.3 ほとんど 

知らない 0.3 無回答

 
問39 あなたは、お住まいの地域で、自治体等による以下の取り組みは、どの程度必要であると思いますか（それぞれ○は１つ） 

  
必要 

ある程度

必要 

あまり 

必要では 

ない 

必要では 

ない 
無回答 

ａ） 女性のための取り組み（男女共同参画など） 13.3 58.8 22.1 3.8 2.0 

ｂ） 外国籍の住民との共生のための取り組み 12.0 53.9 26.1 5.6 2.4 

ｃ） 刑務所を出所した人の更生のための取り組み 14.4 48.3 26.0 8.3 3.0 

ｄ） 同性愛者・性同一性障害の人々のための取り組み 11.7 43.8 31.9 9.5 3.1 

最後に、調査を統計的に分析するために、あなたご自身に関することについてお聞かせください。 

〔都市規模別〕 大都市（計） 
東京都区部 

政令指定 
都市 

中核市 中核市以外の市 町村 

 
25.3 6.3 18.9 17.1 47.0 10.6 

 

 

問 40 あなたの性別と年齢を教えてください。（それぞれ〇は１つ） 

男 女  20代   30代   40代   50代   60代   70歳以上 

47.2 52.8  9.4     13.5     18.3     17.8     19.7      21.3  

 

問 41 あなたは結婚していらっしゃいますか。（○は１つ） 

19.4 未婚 67.5 既婚（現在、配偶者がいる） 12.7 既婚の経験あり（離・死別） 

    0.4 無回答 
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問 42 現在、あなたと一緒にお住まいのご家族についておうかがいします。あなたを含めて何人家族になりますか。 

自分も含めて   人家族 （一人暮らしの方は  １ 人家族 とお答えください）。 

  平均同居人数：3.15人 

  １人（ 9.4） ２人（27.8） ３人（22.9） ４人（21.0） ５人（ 9.8） ６人以上（ 6.1） 

  無効回答（ 2.4） 無回答（ 0.6） 

 

問 43 今お住まいの住宅の形態は、次のどれにあてはまりますか。（○は１つ） 

80.3 持ち家 2.1 公共（公営）の 
賃貸住宅 16.0 民間（民営）の 

賃貸住宅 0.9 その他 
（具体的に   ） 

     0.6 無回答 

 
問44 今お住まいの住宅の建て方は、次のどれにあてはまりますか。（○は１つ） 

78.3 一戸建て 20.8 集合住宅 0.3 その他（具体的に         ） 

    0.5 無回答 
 
問45 集合住宅にお住まいの方にお伺いします。建物は何階建てですか。また、あなたのお住まいがあるのは何階ですか。（ 

複数階にお住まいの方は、玄関のある階をお答えください。） 

建物は   階建て 住んでいるのは   階 

平均建物階数：4.65階建て                平均建物階数：2.86階建て 
４階以下（56.4）、５階以上（41.6）、無回答（ 2.0）    ４階以下（79.1）、５階以上（17.9）、無回答（3.1） 

 
問46 あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えください。 

はい    いいえ   無回答 

ａ） 同居している家族に、未就学児がいる 11.8 84.8 3.4 

ｂ） 同居している家族に、小学生の女の子がいる 6.2 90.3 3.4 

ｃ） 同居している家族に、小学生の男の子がいる 7.3 89.1 3.7 

ｄ） 同居している家族に、中学・高等学校相当年齢の女子がいる 8.5 88.0 3.6 

ｅ） 同居している家族に、中学・高等学校相当年齢の男子がいる 8.4 87.9 3.7 

ｆ） 同居している家族に、６５歳以上の人がいる 40.0 56.7 3.3 

ｇ） 同居のご家族は、あなたを含めて全員６５歳以上である 17.3 79.4 3.3 

ｈ） あなたまたは同居のご家族は、自動車を所有している 79.3 17.3 3.4 

ｉ） あなたまたは同居のご家族は、オートバイを所有している 15.7 80.4 3.9 

ｊ） あなたまたは同居のご家族は、自転車を所有している 68.0 28.3 3.6 

ｋ） あなたまたは同居のご家族は、犬を飼っている 13.9 82.2 4.0 

ｌ） あなたまたは同居のご家族は、インターネットを利用している 76.9 19.3 3.8 

ｍ） あなたまたは同居のご家族は、町内会・自治会（マンション管理組合）に加入して

いる 
75.4 21.0 3.6 

 
問47 現在のあなたの健康状態はいかがですか。（○は１つ） 

17.0 とてもよい 66.9 まあよい 12.4 あまりよくない 1.6 よくない 2.1 無回答

－ 141 －
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問 48 あなたは、ふだん次のようなことはどの程度ありますか。ａ）～ｇ）のそれぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に 
○をつけてください。 

  １日数
回以上

１日１
回程度

週に数
回 

週に１
回以下 

全くな
い 

無回答

ａ） 自宅の固定電話で電話をすること 3.0 3.7 14.9 30.6 46.4 1.3 

ｂ） 自宅の固定電話に電話がかかってくること 9.8 12.2 31.0 21.4 24.0 1.6 

ｃ） 
携帯電話・スマートフォンで通話すること（ＬＩ

ＮＥ通話、スカイプ等を含みます） 
31.7 18.7 27.9 12.6 7.0 2.1 

ｄ） 
メールやＬＩＮＥ等のメッセージを送受信する

こと 
54.4 11.2 13.0 5.0 14.6 1.7 

ｅ） インターネットのサイトを見ること 52.3 10.2 7.4 3.8 24.5 1.8 

ｆ） 
ツイッター、フェイスブック等のソーシャルメデ

ィアを見ること 
25.6 6.9 6.5 6.2 52.9 1.9 

ｇ） 
ツイッター、フェイスブック等のソーシャルメデ

ィアに投稿すること 
4.8 2.6 6.1 10.1 74.5 1.9 

 

問 49 あなたは、以下のメディアで記事やニュースをどの程度見ますか。ａ）～ｃ）のそれぞれについて、右の回答欄のあて 
はまる番号に○をつけてください。 

  よく見る たまに見る あまり見ない ほとんど見ない 無回答 

ａ） 新聞記事 46.6 16.5 11.2 24.6 1.2 

ｂ） テレビのニュース 76.0 16.2 4.2 3.1 0.5 

ｃ） インターネットのニュース 46.4 20.3 6.0 24.8 2.5 

 

問 50 あなたの職業はどれにあたりますか。1～14 の番号の中からあてはまるもの１つに○をつけてください。 

【自営業・家族従事者の方】 【常勤の勤め人の方】 【その他の方】 

4.9 自営業・家族従事者 3.6 経営・管理職 14.4 専業主婦・主夫 

 （農林漁業、工業、加工製造業など） 10.2 専門職、教育職 2.0 学生 

5.1 自営業・家族従事者 8.4 事務的職業 13.2 アルバイト、パートタイマー 

 （商業、サービス業など） 9.1 生産・技能職 16.9 無職 

0.3 自由業 9.6 営業・販売・サービス業 0.6 その他 

 （具体的に         ） 0.4 その他（具体的に      ） （具体的に       ）

学生でアルバイトをされている方は、「学生」に○をしてください。 
 

問 51 あなたの世帯の合計年収額（税込み、含む年金）は、およそおいくらでしょうか。（○は１つ） 

13.0 ２００万円未満 13.0 ６００万円～８００万円未満 3.6 １２００万円以上 

24.4 ２００万円～４００万円未満 6.8 ８００万円～１０００万円未満 12.6 分からない 

18.5 ４００万円～６００万円未満 3.9 １０００万円～１２００万円未満 4.2 無回答 

 
問52 最後に、このアンケートにご回答いただいた日にちをご記入ください。 

   月    日 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
はじめに、犯罪の被害にあった経験及び犯罪の被害にあうのではないかという不安についてお伺いします                          
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問１　被害にあった場合は、その犯罪の番号すべてに○を、ない場合は「１８」に○をつけてください。                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

自動車や
オートバ
イが盗ま

れた

すりにあ
った

自動車内
の金品を
盗まれた

痴漢にあ
った

自転車が
盗まれた

総数 暴行や傷
害等の暴
力的犯罪
にあった

自宅にど
ろぼうに
入られた

ひったく
りにあっ

た

－1－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
はじめに、犯罪の被害にあった経験及び犯罪の被害にあうのではないかという不安についてお伺いします                          
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問１　被害にあった場合は、その犯罪の番号すべてに○を、ない場合は「１８」に○をつけてください。                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

その他（
交通事故
を除く）

子供が不
審者に声
かけられ
たりした

特殊詐欺
にあった

悪質商法
などでお
金を取ら

れた

自宅や自
動車など
を落書、
壊された

自宅や敷
地内に無
断で侵入
された

人につき
まとわれ
たり、の
ぞかれた

インター
ネット犯
罪の被害
にあった

凶悪犯罪
にまきこ
まれた

－2－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
はじめに、犯罪の被害にあった経験及び犯罪の被害にあうのではないかという不安についてお伺いします                          
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問１　被害にあった場合は、その犯罪の番号すべてに○を、ない場合は「１８」に○をつけてください。                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

１年間被
害にあっ
たことは

ない

無回答 １年間に
被害経験

あり
（計）

回答計

－3－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
１　暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあった                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－4－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
２　自宅にどろぼう（空き巣など）に入られた                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－5－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
３　ひったくりにあった                                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－6－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
４　自転車が盗まれた                                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－7－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
５　自動車やオートバイが盗まれた                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－8－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
６　すりにあった                                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－9－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
７　自動車内の金品を盗まれた                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－10－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
８　痴漢にあった                                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－11－

－ 153 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
９　特殊詐欺（振り込め詐欺等）にあった                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－12－

第Ⅲ部　資料

－ 154 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
１０　悪質商法などでお金を取られた                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－13－

－ 155 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
１１　自宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりした                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－14－

第Ⅲ部　資料

－ 156 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
１２　自宅や敷地内に無断で侵入された                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－15－

－ 157 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
１３　人につきまとわれたり、のぞかれたりした                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－16－

第Ⅲ部　資料

－ 158 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
１４　インターネットを利用した犯罪の被害にあった                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－17－

－ 159 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
１５　凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強制性交等）にまきこまれた                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－18－

第Ⅲ部　資料

－ 160 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
１６　（１８歳未満のお子さんと同居している方のみお答えください）子供が不審者に声をかけられたり、追い                    
      かけられたりした                                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－19－

－ 161 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問２　次に、○をつけた犯罪の被害に何回あったかお伺いします。被害の回数を書いてください。                              
１７　その他（交通事故を除く）                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（回）

該当数 １回 ２回 ３回以上 無回答

－20－

第Ⅲ部　資料

－ 162 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
１　暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあった                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－21－

－ 163 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
２　自宅にどろぼう（空き巣など）に入られた                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－22－

第Ⅲ部　資料

－ 164 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
３　ひったくりにあった                                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－23－

－ 165 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
４　自転車が盗まれた                                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－24－
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－ 166 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
５　自動車やオートバイが盗まれた                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－25－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
６　すりにあった                                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－26－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
７　自動車内の金品を盗まれた                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－27－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
８　痴漢にあった                                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－28－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
９　特殊詐欺（振り込め詐欺等）にあった                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－29－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
１０　悪質商法などでお金を取られた                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－30－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
１１　自宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりした                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－31－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
１２　自宅や敷地内に無断で侵入された                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－32－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
１３　人につきまとわれたり、のぞかれたりした                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－33－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
１４　インターネットを利用した犯罪の被害にあった                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－34－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
１５　凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強制性交等）にまきこまれた                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－35－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
１６　（１８歳未満のお子さんと同居している方のみお答えください）子供が不審者に声をかけられたり、追い                    
      かけられたりした                                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－36－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１　あなた、あるいは同居の家族のだれかが、この１年間（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日ま                    
      で）に以下に示す１から１７の犯罪の被害にあったことがありますか。                                                  
付問３　その被害を警察に届けましたか。届けた回数を書いてください。届けなかった人は「０」を記入してく                    
        ださい。                                                                                                        
１７　その他（交通事故を除く）                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答 平均
（回）

該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－37－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２　問１の付問３で、この１年間に犯罪の被害にあったのに、被害を警察に届けなかったことのある方にお伺                    
      いします。どうして届け出なかったのですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

該当数 事件がそ
れほど重
大ではな
かった

未遂、損
失なし、
被害が少
なかった

自分で解
決した、
家族が解
決した

犯人が知
り合いだ

った

警察は何
もしてく
れない、
届けむだ

証拠がな
い、信じ
てもらえ

ない

警察が嫌
い、警察
と関わり
たくない

届け出る
のが面倒
くさい

－38－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２　問１の付問３で、この１年間に犯罪の被害にあったのに、被害を警察に届けなかったことのある方にお伺                    
      いします。どうして届け出なかったのですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

自分や家
族の恥、
触れて欲
しくない

代わりに
別の機関
に届け出

た

その他 無回答 回答計仕返しさ
れる恐れ
がある

面倒に巻
き込まれ
るのがい

や

－39－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３　あなたは、日頃、ご自身が犯罪の被害にあうのではないかという不安を感じることがありますか。（〇は                    
      １つ）                                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 よくある たまにあ
る

ほとんど
ない

全くない

－40－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４　あなたは、日頃、同居の家族が犯罪の被害にあうのではないかという不安を感じることがありますか。（                    
      〇は１つ）                                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

同居の家
族はいな

い

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 よくある たまにあ
る

ほとんど
ない

全くない

－41－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ａ）暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあう不安                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－42－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｂ）自宅にどろぼう（空き巣など）に入られる不安                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－43－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｄ）自転車が盗まれる不安                                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－45－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｅ）自動車やオートバイが盗まれる不安                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－46－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｆ）すりにあう不安                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－47－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｇ）自動車内の金品を盗まれる不安                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－48－

第Ⅲ部　資料

－ 190 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｈ）痴漢にあう不安                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－49－

－ 191 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｉ）特殊詐欺（振り込め詐欺等）にあう不安                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－50－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｊ）悪質商法などでお金を取られる不安                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－51－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｋ）自宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりする不安                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－52－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｌ）自宅や敷地内に無断で侵入される不安                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－53－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｍ）人につきまとわれたり、のぞかれたりする不安                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－54－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｎ）インターネットを利用した犯罪の被害にあう不安                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－55－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｏ）凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強制性交等）にまきこまれる不安                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－56－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｐ）テロに巻き込まれる不安                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－57－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｑ）飲酒運転による交通事故、ひき逃げなどの悪質・危険な交通法令違反の被害にあう不安                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－58－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｒ）（１８歳未満のお子さんと同居している方のみお答えください）子供が不審者に声をかけられたり、追いか                    
    けられたりする不安                                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５　あなたは、日頃、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではという不安をどの程度感じています                    
      か。ａ）～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                            
ｓ）その他の不安                                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 不安
（計）

総数 非常に不
安

かなり不
安

やや不安 不安はな
い

－60－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問６　あなたは、同じ性別の同じ年代の人に比べて、犯罪の被害にあう可能性が高いと思いますか、低いと思い                    
      ますか、それとも同じ程度だと思いますか。下の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 とても低
い

低い どちらか
といえば

低い

同じ程度 どちらか
といえば

高い

高い とても高
い

無回答

－61－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問６　あなたは、同じ性別の同じ年代の人に比べて、犯罪の被害にあう可能性が高いと思いますか、低いと思い                    
      ますか、それとも同じ程度だと思いますか。下の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

高い
（計）

低い
（計）

－62－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ａ）暴行や傷害などの暴力的な犯罪にあう可能性                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｂ）自宅にどろぼう（空き巣など）に入られる可能性                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－64－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｃ）ひったくりにあう可能性                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｄ）自転車が盗まれる可能性                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－66－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｅ）自動車やオートバイが盗まれる可能性                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｆ）すりにあう可能性                                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－68－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｇ）自動車内の金品を盗まれる可能性                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－69－

－ 211 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｈ）痴漢にあう可能性                                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－70－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｉ）特殊詐欺（振り込め詐欺等）にあう可能性                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－71－

－ 213 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｊ）悪質商法などでお金を取られる可能性                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－72－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｋ）自宅や自動車などに落書きされたり、壊されたりする可能性                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－73－

－ 215 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｌ）自宅や敷地内に無断で侵入される可能性                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－74－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｍ）人につきまとわれたり、のぞかれたりする可能性                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－75－

－ 217 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｎ）インターネットを利用した犯罪の被害にあう可能性                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－76－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｏ）凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強制性交等）にまきこまれる可能性                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－77－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｐ）テロに巻き込まれる可能性                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－78－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｑ）飲酒運転による交通事故、ひき逃げなどの悪質・危険な交通法令違反の被害にあう可能性                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－79－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｒ）（１８歳未満のお子さんと同居している方のみお答えください）子供が不審者に声をかけられたり、追いか                    
    けられたりする可能性                                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－80－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問７　あなた自身や同居の家族が今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性がどの程度あると思っていますか。ａ）                  
      ～ｓ）の犯罪それぞれについて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                    
ｓ）その他の可能性                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 かなりあ
る

少しある ほとんど
ない

全くない

－81－

－ 223 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問８　あなたは日常の行動範囲にあるどのような場所で、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではな                    
      いかという不安を感じることがありますか。不安を感じる場所すべてに○をつけてください。                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 駅 繁華街 電車やバ
スなどの
乗り物の

中

駐車場 公園 職場、学
校

自宅（庭
や車庫、
ﾏﾝｼｮﾝ共
有部含）

路上

－82－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問８　あなたは日常の行動範囲にあるどのような場所で、あなた自身や同居の家族が犯罪の被害にあうのではな                    
      いかという不安を感じることがありますか。不安を感じる場所すべてに○をつけてください。                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

回答計エレベー
ター

コンビニ
、スーパ

ー

デパート
、モール
等の大型
商業施設

空き家、
空き店舗
、廃ビル

など

その他 無回答インター
ネット空

間

－83－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問９　あなたは夜１１時を過ぎてから、住んでいる地域を１人で歩いているとき、犯罪にあう不安をどの程度感                    
      じていますか。（〇は１つ）                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

出歩かな
いから分
からない

無回答 不安を感
じる

（計）

不安を感
じない
（計）

総数 非常に不
安を感じ

る

ある程度
不安を感
じる

あまり不
安を感じ

ない

全く不安
を感じな

い

－84－

第Ⅲ部　資料

－ 226 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１０　あなたは、同居の家族が夜１１時を過ぎてから、住んでいる地域を１人で歩いているとき、犯罪にあう                    
        不安をどの程度感じていますか（〇は１つ）。なお、同居のご家族がいない場合は「６」に○をしてく                    
        ださい。                                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 非常に不
安を感じ

る

ある程度
不安を感
じる

あまり不
安を感じ

ない

全く不安
を感じな

い

出歩かな
いから分
からない

同居の家
族はいな

い

無回答 不安を感
じる

（計）

－85－

－ 227 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１０　あなたは、同居の家族が夜１１時を過ぎてから、住んでいる地域を１人で歩いているとき、犯罪にあう                    
        不安をどの程度感じていますか（〇は１つ）。なお、同居のご家族がいない場合は「６」に○をしてく                    
        ださい。                                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

不安を感
じない
（計）

－86－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
次に、治安全般と防犯対策についてお伺いします。                                                                          
問１１　あなたが今お住まいの地域は１年前と比べて治安が良くなったと思いますか、悪くなったと思いますか。                  
        （〇は１つ）                                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 良くなっ
た

変わらな
い

悪くなっ
た

分からな
い

－87－

－ 229 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１２　日本は１年前と比べて治安が良くなったと思いますか、悪くなったと思いますか。（〇は１つ）                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 良くなっ
た

変わらな
い

悪くなっ
た

分からな
い

－88－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１３　５年前に比べて、以下の犯罪が増えたと思いますか、減ったと思いますか。ａ）～ｄ）のそれぞれにつ                    
        いて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                          
ａ）お住まいの地域での高齢者を狙った犯罪                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 増えた 変わらな
い

減った 分からな
い

－89－

－ 231 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１３　５年前に比べて、以下の犯罪が増えたと思いますか、減ったと思いますか。ａ）～ｄ）のそれぞれにつ                    
        いて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                          
ｂ）お住まいの地域での子供を狙った犯罪                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 増えた 変わらな
い

減った 分からな
い

－90－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１３　５年前に比べて、以下の犯罪が増えたと思いますか、減ったと思いますか。ａ）～ｄ）のそれぞれにつ                    
        いて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                          
ｃ）日本での高齢者を狙った犯罪                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 増えた 変わらな
い

減った 分からな
い

－91－

－ 233 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１３　５年前に比べて、以下の犯罪が増えたと思いますか、減ったと思いますか。ａ）～ｄ）のそれぞれにつ                    
        いて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                          
ｄ）日本での子供を狙った犯罪                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 増えた 変わらな
い

減った 分からな
い

－92－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１４　あなたは、過去１年間に、次のような、迷惑電話を受けたことはありますか。（あてはまるもの全てに                    
        ○）                                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

回答計総数 商品等に
ついての
セールス

電話

無言電話 無回答

－93－

－ 235 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１５　あなたは、過去１年間に、次のような詐欺の電話やハガキを受けとったことはありますか。（それぞれ                    
        について、あてはまるものすべてに○）                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

受けとっ
たことは

ない

無回答 詐欺の電
話を受け
とった
（計）

回答計総数 あなたの
子孫装っ
た人間か
らの電話

公的機関
を装った
人間から
の電話

覚えのな
い未払い
代金要求
する電話

覚えのな
い未払い
代金要求
するﾊｶﾞｷ

－94－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１５付問１　その電話がかかってきた時、どういう対応になりましたか。（○は１つ）                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答該当数 話してい
る時に詐
欺だと気
がついた

気つかな
かったが
金取られ
なかった

最後まで
気つかず
金だまし
とられた

－95－

－ 237 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１５付問２　あなたはどうやってその電話が詐欺だと気づきましたか。（あてはまるものすべてに○）                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

警察官に
言われて

無回答 回答計該当数 自分自身
で

家族に話
して

近所の人
に話して

金融機関
に言われ

て

－96－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１５付問３　あなたはその電話が詐欺だと分かった後に、他の人に話しましたか。（あてはまるものすべてに                    
              ○）                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 回答計該当数 家族に話
した

近所の人
に話した

警察に通
報した

誰にも話
さなかっ

た

－97－

－ 239 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１６　次の中に、あなたが現在、特殊詐欺（振り込め詐欺や還付金等詐欺など）の被害を防ぐために行ってい                    
        ることはありますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 電話のそ
ばに標語
などを置
いている

家族と電
話する際
合言葉決
めている

電話帳か
ら名前を
外してい

る

ナンバー
ディスプ
レイを使
っている

家に居る
時も留守
番機能使
っている

防犯用電
話を使っ
ている

（新設）
固定電話
を使用し

ない

（新設）
こちらか
ら名乗ら

ない

－98－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１６　次の中に、あなたが現在、特殊詐欺（振り込め詐欺や還付金等詐欺など）の被害を防ぐために行ってい                    
        ることはありますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

その他 特に心が
けている
ことはな

い

無回答 行ってい
ることが

ある
（計）

回答計（新設）
家族に代
わる・家
族と話す

（新設）
早く切る

－99－

－ 241 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ａ）対策をすれば犯罪の被害にはあわない                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－100－

第Ⅲ部　資料

－ 242 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｂ）自分は犯罪の被害にあわないよう行動できる                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－101－

－ 243 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｃ）何か防犯対策をしてみたい                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－102－

第Ⅲ部　資料

－ 244 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｄ）犯罪の被害にあうかどうかは運次第だ                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－103－

－ 245 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｅ）隣近所の問題は自分たちで解決できる                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－104－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｆ）ほとんどの人は信頼できる                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－105－

－ 247 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｇ）ほとんどの隣近所の人は信頼できる                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－106－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｈ）ほとんどの警察官は公正だ                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－107－

－ 249 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｉ）ほとんどの警察官は有能だ                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－108－

第Ⅲ部　資料

－ 250 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｊ）警察は住民と同じ思いを持っている                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－109－

－ 251 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｋ）警察に治安を任せることができる                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－110－

第Ⅲ部　資料

－ 252 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｌ）隣近所の人たちは困ったときに助けてくれる                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－111－

－ 253 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１７　あなたは、次の意見についてどのようにお考えでしょうか。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、右の回答                    
        欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                        
ｍ）警察は困った時に助けてくれる                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－112－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１８　あなたは、現在お住まいの地域で、以下のような地域の活動を見かけますか。ａ）～ｅ）のそれぞれに                    
        ついて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                        
ａ）住民による防犯パトロール                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 見かける
（計）

見かけな
い（計）

総数 よく見か
ける

たまに見
かける

あまり見
かけない

全く見か
けない

－113－

－ 255 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１８　あなたは、現在お住まいの地域で、以下のような地域の活動を見かけますか。ａ）～ｅ）のそれぞれに                    
        ついて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                        
ｂ）青色パトロール車などによる防犯パトロール                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 見かける
（計）

見かけな
い（計）

総数 よく見か
ける

たまに見
かける

あまり見
かけない

全く見か
けない

－114－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１８　あなたは、現在お住まいの地域で、以下のような地域の活動を見かけますか。ａ）～ｅ）のそれぞれに                    
        ついて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                        
ｃ）警察のパトカー                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 見かける
（計）

見かけな
い（計）

総数 よく見か
ける

たまに見
かける

あまり見
かけない

全く見か
けない

－115－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１８　あなたは、現在お住まいの地域で、以下のような地域の活動を見かけますか。ａ）～ｅ）のそれぞれに                    
        ついて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                        
ｄ）警察官によるパトロール                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 見かける
（計）

見かけな
い（計）

総数 よく見か
ける

たまに見
かける

あまり見
かけない

全く見か
けない

－116－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１８　あなたは、現在お住まいの地域で、以下のような地域の活動を見かけますか。ａ）～ｅ）のそれぞれに                    
        ついて、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                        
ｅ）交番や民間交番で勤務している警察官・交番相談員                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 見かける
（計）

見かけな
い（計）

総数 よく見か
ける

たまに見
かける

あまり見
かけない

全く見か
けない

－117－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１９　過去１年間に、あなたのご自宅に警察官が訪問して非常時の連絡先などをお伺いしたこと（巡回連絡）                    
        はありましたか。あてはまる番号ひとつに○をつけてください。                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 あった
（計）

総数 自分が応
対した

家族が応
対した

直接会っ
ていない
が連絡は
あった

なかった

－118－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２０　あなたは、警察が定期的に発行している広報紙（交番ニュースなど）を見たことがありますか。あては                    
        まる番号ひとつに○をつけてください。                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 見たこと
がある
（計）

読んでい
る（計）

総数 見たこと
がない

見たこと
があるが
読んだこ
とはない

たまに読
んでいる

いつも読
んでいる

－119－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２１　あなたは、過去１年間に、防犯に関するノウハウや、注意を呼びかける情報（事件のニュースは除いて                    
        ください）を、次のような手段でご覧になったことはありますか。あてはまる番号すべてに○をつけて                    
        ください。                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 自治体の
広報紙

チラシ・
パンフレ

ット

学校・Ｐ
ＴＡの配

布物

テレビ・
ラジオ

新聞・雑
誌・書籍

インター
ネットの
ホームペ

ージ

警察から
の防犯メ

ール

警察のツ
イッター

等

－120－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２１　あなたは、過去１年間に、防犯に関するノウハウや、注意を呼びかける情報（事件のニュースは除いて                    
        ください）を、次のような手段でご覧になったことはありますか。あてはまる番号すべてに○をつけて                    
        ください。                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

屋外の広
告や電光
掲示板

（新設）
回覧板

（新設）
防災無線

（新設）
町会等地
域の集ま

り

その他 特に見た
ことはな

い

無回答自治体や
学校のツ
イッター

等

自治体や
学校から
の防犯メ

ール
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２１　あなたは、過去１年間に、防犯に関するノウハウや、注意を呼びかける情報（事件のニュースは除いて                    
        ください）を、次のような手段でご覧になったことはありますか。あてはまる番号すべてに○をつけて                    
        ください。                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

見たこと
がある
（計）

回答計

－122－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２２　あなたは、過去１カ月間にそれぞれ次のようなことはありましたか、それともありませんでしたか。                      
ａ）訪問者が誰かを確認せずに自宅のドアを開けたこと                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 あった なかった 無回答

－123－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２２　あなたは、過去１カ月間にそれぞれ次のようなことはありましたか、それともありませんでしたか。                      
ｂ）窓やドアの戸締りをせずに１０分以上自宅を留守にしたこと                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 あった なかった 無回答

－124－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２２　あなたは、過去１カ月間にそれぞれ次のようなことはありましたか、それともありませんでしたか。                      
ｃ）自動車やオートバイのエンジンキーをつけたまま車から離れたこと                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 あった なかった 無回答

－125－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２２　あなたは、過去１カ月間にそれぞれ次のようなことはありましたか、それともありませんでしたか。                      
ｄ）自転車を駐輪した際に鍵をかけなかったこと                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 あった なかった 無回答

－126－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２２　あなたは、過去１カ月間にそれぞれ次のようなことはありましたか、それともありませんでしたか。                      
ｅ）携帯電話・スマートフォン・音楽プレーヤーを使いながら道を歩いたこと                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 あった なかった 無回答
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２３　犯罪の被害にあわないためにあなた個人は何をしていますか（しましたか）。あてはまる番号すべてに                    
        ○をつけてください。                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 鍵をかえ
るなど戸
締りを厳
重にする

防犯グッ
ズなどで
身を守る

危ないと
される場
所に近づ
かない

夜遅く出
歩かない

誰かに迎
えに来て
もらう

隣近所に
声をかけ
て互いに
注意する

地域の防
犯活動・
講演会に
参加する

インター
ネットの
性的な情
報に注意

－128－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２３　犯罪の被害にあわないためにあなた個人は何をしていますか（しましたか）。あてはまる番号すべてに                    
        ○をつけてください。                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

その他 特に何も
していな

い

無回答 何かをし
ている
（計）

回答計ホームセ
キュリテ
ィを導入

する

インター
ネットで
の買物に
注意する

－129－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２４　あなたは、犯罪の被害にあわないために警察に何をして欲しいですか。あてはまる番号すべてに○をつ                    
        けてください。                                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

警察官に
よる各家
庭への訪
問活動

防犯講話
・護身術
などに関
する講習

防犯に役
立つ情報
の提供

交番に警
察官がい
つもいる

こと

犯罪発生
に関する
情報の公

表

総数 厳しい取
り締まり

警察官に
よるパト
ロールの

強化

犯罪被害
に至る前
の相談活
動の強化

－130－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２４　あなたは、犯罪の被害にあわないために警察に何をして欲しいですか。あてはまる番号すべてに○をつ                    
        けてください。                                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

その他 特に何も
希望はな

い

無回答 回答計住民によ
る防犯活
動への支

援

インター
ネット空
間のパト
ロール

－131－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２５　あなたは、地域の安全を守るために行政に何をして欲しいですか。あてはまる番号すべてに○をつけて                    
        ください。                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 住民によ
る防犯活
動への支

援

地域をパ
トロール
する警備
員を雇う

街灯や防
犯灯を増

やす

防犯カメ
ラを設置

する

専門家に
よる自宅
等の防犯
性能診断

被害にあ
わないた
めの情報

提供

その他 特に何も
希望はな

い

－132－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２５　あなたは、地域の安全を守るために行政に何をして欲しいですか。あてはまる番号すべてに○をつけて                    
        ください。                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

回答計無回答

－133－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（１）参加経験はありますか（どちらかに○）                                                                              
ａ）地域のお祭りなど地域行事活動                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 ある ない 無回答

－134－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（１）参加経験はありますか（どちらかに○）                                                                              
ｂ）地域でのスポーツ活動                                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 ある ない 無回答

－135－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（１）参加経験はありますか（どちらかに○）                                                                              
ｃ）地域での芸術・文化活動                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 ある ない 無回答

－136－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（１）参加経験はありますか（どちらかに○）                                                                              
ｄ）高齢者の見守りなどの地域福祉活動                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 ある ない 無回答

－137－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（１）参加経験はありますか（どちらかに○）                                                                              
ｅ）子供の育成活動                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 ある ない 無回答

－138－

第Ⅲ部　資料

－ 280 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（１）参加経験はありますか（どちらかに○）                                                                              
ｆ）清掃などのまちづくりの活動                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 ある ない 無回答

－139－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（１）参加経験はありますか（どちらかに○）                                                                              
ｇ）地域での防犯活動                                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 ある ない 無回答

－140－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（１）参加経験はありますか（どちらかに○）                                                                              
ｈ）防災訓練などの災害対策の活動                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 ある ない 無回答

－141－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（２）参加不参加にかかわらず、こうした活動へのご関心は（それぞれ１つに○）                                              
ａ）地域のお祭りなど地域行事活動                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 ある どちらか
といえば

ある

どちらか
といえば

ない

ない

－142－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（２）参加不参加にかかわらず、こうした活動へのご関心は（それぞれ１つに○）                                              
ｂ）地域でのスポーツ活動                                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 ある どちらか
といえば

ある

どちらか
といえば

ない

ない

－143－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（２）参加不参加にかかわらず、こうした活動へのご関心は（それぞれ１つに○）                                              
ｃ）地域での芸術・文化活動                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 ある どちらか
といえば

ある

どちらか
といえば

ない

ない

－144－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（２）参加不参加にかかわらず、こうした活動へのご関心は（それぞれ１つに○）                                              
ｄ）高齢者の見守りなどの地域福祉活動                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 ある どちらか
といえば

ある

どちらか
といえば

ない

ない
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（２）参加不参加にかかわらず、こうした活動へのご関心は（それぞれ１つに○）                                              
ｅ）子供の育成活動                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 ある どちらか
といえば

ある

どちらか
といえば

ない

ない

－146－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（２）参加不参加にかかわらず、こうした活動へのご関心は（それぞれ１つに○）                                              
ｆ）清掃などのまちづくりの活動                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 ある どちらか
といえば

ある

どちらか
といえば

ない

ない
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（２）参加不参加にかかわらず、こうした活動へのご関心は（それぞれ１つに○）                                              
ｇ）地域での防犯活動                                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 ある どちらか
といえば

ある

どちらか
といえば

ない

ない

－148－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２６　あなたは、過去３年間に、以下のａ～ｈのような地域での活動への参加経験はありますか。また、それ                    
        ぞれの活動への参加の関心がおありかどうかもおたずねいたします。（それぞれ○は１つずつ）                          
（２）参加不参加にかかわらず、こうした活動へのご関心は（それぞれ１つに○）                                              
ｈ）防災訓練などの災害対策の活動                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ある
（計）

ない
（計）

総数 ある どちらか
といえば

ある

どちらか
といえば

ない

ない
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２７　あなたは地域での犯罪の被害を抑止するために以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。                    
        ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                    
ａ）個人の防犯対策                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－150－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２７　あなたは地域での犯罪の被害を抑止するために以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。                    
        ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                    
ｂ）学校での防犯教育                                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－151－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２７　あなたは地域での犯罪の被害を抑止するために以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。                    
        ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                    
ｃ）地域住民の防犯ボランティア活動                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－152－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２７　あなたは地域での犯罪の被害を抑止するために以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。                    
        ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                    
ｄ）自治体の防犯活動への取り組み                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－153－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２７　あなたは地域での犯罪の被害を抑止するために以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。                    
        ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                    
ｅ）警察の防犯活動の充実                                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－154－

第Ⅲ部　資料

－ 296 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２７　あなたは地域での犯罪の被害を抑止するために以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。                    
        ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                    
ｆ）企業や事業所による地域の防犯活動への取り組み                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－155－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
次に、子供を狙った犯罪、続いて、少年の非行や犯罪についてお伺いします。                                                  
問２８　あなたは子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために、以下の                    
        それぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に                    
        ○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                                                                    
ａ）家庭での子育て                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－156－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２８　あなたは子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために、以下の                    
        それぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に                    
        ○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                                                                    
ｂ）学校での教育                                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－157－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２８　あなたは子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために、以下の                    
        それぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に                    
        ○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                                                                    
ｃ）警察による取り締まり                                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－158－

第Ⅲ部　資料

－ 300 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２８　あなたは子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために、以下の                    
        それぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に                    
        ○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                                                                    
ｄ）携帯電話事業者等による違法・有害情報の削除などの取組み                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－159－

－ 301 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２８　あなたは子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために、以下の                    
        それぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に                    
        ○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                                                                    
ｅ）携帯電話販売店などによるフィルタリング普及などの取組み                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－160－

第Ⅲ部　資料

－ 302 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２８　あなたは子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために、以下の                    
        それぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に                    
        ○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                                                                    
ｆ）その他                                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－161－

－ 303 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２８　あなたは子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために、以下の                    
        それぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に                    
        ○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                                                                    
ｇ）（新設）地域社会での啓発・防犯活動                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－162－

第Ⅲ部　資料

－ 304 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２８　あなたは子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために、以下の                    
        それぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に                    
        ○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                                                                    
ｈ）（新設）有害情報のゾーニング                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－163－

－ 305 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２８　あなたは子供を狙った犯罪（児童ポルノ、児童買春などの犯罪など）の被害を抑止するために、以下の                    
        それぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に                    
        ○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                                                                    
ｉ）（新設）厳罰化                                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－164－

第Ⅲ部　資料

－ 306 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問２９　あなたは少年の非行・犯罪が増えていると思いますか。（○は１つ）                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 増えてい
ると思う

変わらな
いと思う

減ってい
ると思う

分からな
い

－165－

－ 307 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３０　あなたは少年の非行・犯罪が悪質になっていると思いますか。（○は１つ）                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 悪質にな
っている
と思う

変わらな
いと思う

良くなっ
ていると

思う

分からな
い

－166－

第Ⅲ部　資料

－ 308 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３１　あなたは警察が少年の非行・犯罪をもっと厳しく取り締まるべきだと思いますか。（○は１つ）                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 そう思う どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そう思わ

ない

そう思わ
ない

－167－

－ 309 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３２　あなたは少年の非行を抑止するために、以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～                    
        ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                          
ａ）家庭での保護者の子育て                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－168－

第Ⅲ部　資料

－ 310 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３２　あなたは少年の非行を抑止するために、以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～                    
        ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                          
ｂ）学校での教師の教育                                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－169－

－ 311 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３２　あなたは少年の非行を抑止するために、以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～                    
        ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                          
ｃ）地域の住民による少年とのかかわり                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－170－

第Ⅲ部　資料

－ 312 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３２　あなたは少年の非行を抑止するために、以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～                    
        ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                          
ｄ）自治体による非行防止の取組み                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－171－

－ 313 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３２　あなたは少年の非行を抑止するために、以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～                    
        ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                          
ｅ）警察による非行防止の取組み                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－172－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３２　あなたは少年の非行を抑止するために、以下のそれぞれの事柄をどの程度重要だと思いますか。ａ）～                    
        ｆ）について、右の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。（それぞれ○は１つずつ）                          
ｆ）企業や事業所による地域の非行防止の取組み                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 重要であ
る（計）

重要では
ない

（計）

総数 とても重
要

重要であ
る

重要では
ない

全く重要
ではない

－173－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３３　あなたは子供に対する虐待または虐待が疑われる状況を見たり聞いたりした場合、警察や児童相談所に                    
        通報しますか。（○は１つ）                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

その場に
ならない
と分から

ない

無回答 通報する
（計）

通報しな
い（計）

総数 通報する どちらか
といえば
通報する

どちらか
といえば
通報しな

い

通報しな
い

－174－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３４　小学生を子供たちだけで学校から帰宅させるべきではない、という意見があります。あなたはその意見                    
        に対してどう思いますか。（〇は１つ）                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

そう思わ
ない

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 そう思う ある程度
そう思う

どちらと
もいえな

い

あまりそ
う思わな

い

－175－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
続いて、あなたがお住まいの地域のことについてお伺いします。                                                              
問３５　あなたは、現在の地域にどれくらい住んでいますか。ここでいう「地域」は、小・中学校区くらいの範                    
        囲をお考えください。（○は１つ）                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

20年以上 無回答総数 １年未満 １年以上
５年未満

５年以上
10年未満

10年以上
20年未満

－176－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ａ）通勤・通学、日常の買い物などの便がよい                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－177－

－ 319 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｂ）子供の遊び場・公園などが充実している                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－178－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｃ）緑・水辺など自然とふれあえる場所が多い                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－179－

－ 321 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｄ）まちなみ、景観がよい                                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－180－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｅ）子供がのびのびと遊べる場所が多い                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－181－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｆ）空き家、空き店舗などの管理されていない所が多い                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－182－

第Ⅲ部　資料

－ 324 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｇ）夜、街灯が貧弱で暗いところが多い                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－183－

－ 325 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｈ）木や茂みなどの管理が行き届いていない                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－184－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｉ）ゴミやタバコの吸い殻が落ちていることが多い                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－185－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｊ）スプレーによる落書きが多い                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－186－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｋ）風俗産業などの有害環境が目につく                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－187－

－ 329 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｌ）非行少年のたまり場が多い                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－188－

第Ⅲ部　資料

－ 330 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｍ）たばこを吸っている中学生や高校生が多い                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－189－

－ 331 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｎ）路上に乗り捨てられた自転車やバイクが多い                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－190－

第Ⅲ部　資料

－ 332 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｏ）トラブルを起こす人がいる                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－191－

－ 333 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｐ）昼、学校をさぼっている中高生が目につく                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－192－

第Ⅲ部　資料

－ 334 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｑ）夜、たむろしている若者が目につく                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－193－

－ 335 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｒ）暴力団とかかわりのある人がいる                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－194－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｓ）総合的にみて、住みよい                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－195－

－ 337 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３６　あなたのお住まいの地域についてどう思うかをお聞きします。ａ）～ｔ）のそれぞれについて、右の回                    
        答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                      
ｔ）この地域に住み続けたい                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 そう思う
（計）

そう思わ
ない

（計）

総数 とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな

い

全くそう
思わない

－196－

第Ⅲ部　資料

－ 338 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３７　あなたには、ご近所に、お互いに相談したり助け合ったりしている人がいますか。（○は１つ）                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 いる
（計）

いない
（計）

総数 たくさん
いる

ある程度
いる

あまりい
ない

ほとんど
いない

－197－

－ 339 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３８　あなたは、近所の小・中学生がどこの家の子供か知っていますか。（○は１つ）                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 知ってい
る（計）

知らない
（計）

総数 ほとんど
知ってい

る

だいたい
知ってい

る

あまり知
らない

ほとんど
知らない

－198－

第Ⅲ部　資料
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３９　あなたは、お住まいの地域で、自治体等による以下の取り組みは、どの程度必要であると思いますか（                    
        それぞれ○は１つ）                                                                                              
ａ）女性のための取り組み（男女共同参画など）                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 必要
（計）

必要では
ない

（計）

総数 必要 ある程度
必要

あまり必
要ではな

い

必要では
ない

－199－

－ 341 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３９　あなたは、お住まいの地域で、自治体等による以下の取り組みは、どの程度必要であると思いますか（                    
        それぞれ○は１つ）                                                                                              
ｂ）外国籍の住民との共生のための取り組み                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 必要
（計）

必要では
ない

（計）

総数 必要 ある程度
必要

あまり必
要ではな

い

必要では
ない

－200－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３９　あなたは、お住まいの地域で、自治体等による以下の取り組みは、どの程度必要であると思いますか（                    
        それぞれ○は１つ）                                                                                              
ｃ）刑務所を出所した人の更生のための取り組み                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 必要
（計）

必要では
ない

（計）

総数 必要 ある程度
必要

あまり必
要ではな

い

必要では
ない

－201－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問３９　あなたは、お住まいの地域で、自治体等による以下の取り組みは、どの程度必要であると思いますか（                    
        それぞれ○は１つ）                                                                                              
ｄ）同性愛者・性同一性障害の人々のための取り組み                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 必要
（計）

必要では
ない

（計）

総数 必要 ある程度
必要

あまり必
要ではな

い

必要では
ない
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
最後に、調査を統計的に分析するために、あなたご自身に関することについてお聞かせください。                                
問４０　あなたの性別と年齢を教えてください。（それぞれ〇は１つ）                                                        
〔性別〕                                                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 男 女
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４０　あなたの性別と年齢を教えてください。（それぞれ〇は１つ）                                                        
〔年齢〕                                                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

60代 70歳以上総数 20代 30代 40代 50代
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４１　あなたは結婚していらっしゃいますか。（○は１つ）                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 未婚 既婚（現
在、配偶
者がいる

）

既婚の経
験あり（
離・死別

）
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４２　現在、あなたと一緒にお住まいのご家族についておうかがいします。あなたを含めて何人家族になりま                    
        すか。                                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無効回答 無回答
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４２　現在、あなたと一緒にお住まいのご家族についておうかがいします。あなたを含めて何人家族になりま                    
        すか。                                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

平均
（人）

－207－

－ 349 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４３　今お住まいの住宅の形態は、次のどれにあてはまりますか。（○は１つ）                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 持ち家 公共（公
営）の賃
貸住宅

民間（民
営）の賃
貸住宅

その他
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４４　今お住まいの住宅の建て方は、次のどれにあてはまりますか。（○は１つ）                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 一戸建て 集合住宅 その他
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４５　集合住宅にお住まいの方にお伺いします。建物は何階建てですか。また、あなたのお住まいがあるのは                    
        何階ですか。（複数階にお住まいの方は、玄関のある階をお答えください。）                                          
〔建物〕                                                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

５階 ６階 ７階 ８階４階該当数 １階 ２階 ３階
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４５　集合住宅にお住まいの方にお伺いします。建物は何階建てですか。また、あなたのお住まいがあるのは                    
        何階ですか。（複数階にお住まいの方は、玄関のある階をお答えください。）                                          
〔建物〕                                                                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ４階以下
（計）

５階以上
（計）

平均
（階）

９階 10階以上
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４５　集合住宅にお住まいの方にお伺いします。建物は何階建てですか。また、あなたのお住まいがあるのは                    
        何階ですか。（複数階にお住まいの方は、玄関のある階をお答えください。）                                          
〔居住階〕                                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

５階 ６階 ７階 ８階４階該当数 １階 ２階 ３階
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４５　集合住宅にお住まいの方にお伺いします。建物は何階建てですか。また、あなたのお住まいがあるのは                    
        何階ですか。（複数階にお住まいの方は、玄関のある階をお答えください。）                                          
〔居住階〕                                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 ４階以下
（計）

５階以上
（計）

平均
（階）

９階 10階以上
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ａ）同居している家族に、未就学児がいる                                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｂ）同居している家族に、小学生の女の子がいる                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答

－215－

－ 357 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｃ）同居している家族に、小学生の男の子がいる                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｄ）同居している家族に、中学・高等学校相当年齢の女子がいる                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｅ）同居している家族に、中学・高等学校相当年齢の男子がいる                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｆ）同居している家族に、６５歳以上の人がいる                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答

－219－

－ 361 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｇ）同居のご家族は、あなたを含めて全員６５歳以上である                                                                  

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答

－220－

第Ⅲ部　資料

－ 362 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｈ）あなたまたは同居のご家族は、自動車を所有している                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答

－221－

－ 363 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｉ）あなたまたは同居のご家族は、オートバイを所有している                                                                

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答

－222－

第Ⅲ部　資料

－ 364 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｊ）あなたまたは同居のご家族は、自転車を所有している                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答

－223－

－ 365 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｋ）あなたまたは同居のご家族は、犬を飼っている                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答

－224－

第Ⅲ部　資料

－ 366 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｌ）あなたまたは同居のご家族は、インターネットを利用している                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答

－225－

－ 367 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４６　あなたやご家族についてお聞きします。ａ）～ｍ）のそれぞれについて、はいかいいえでお答えくださ                    
        い。                                                                                                            
ｍ）あなたまたは同居のご家族は、町内会・自治会（マンション管理組合）に加入している                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 はい いいえ 無回答

－226－

第Ⅲ部　資料

－ 368 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４７　現在のあなたの健康状態はいかがですか。（○は１つ）                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 よい
（計）

よくない
（計）

総数 とてもよ
い

まあよい あまりよ
くない

よくない

－227－

－ 369 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４８　あなたは、ふだん次のようなことはどの程度ありますか。ａ）～ｇ）のそれぞれについて、右の回答欄                    
        のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                          
ａ）自宅の固定電話で電話をすること                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

全くない 無回答 あり
（計）

総数 １日数回
以上

１日１回
程度

週に数回 週に１回
以下

－228－

第Ⅲ部　資料

－ 370 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４８　あなたは、ふだん次のようなことはどの程度ありますか。ａ）～ｇ）のそれぞれについて、右の回答欄                    
        のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                          
ｂ）自宅の固定電話に電話がかかってくること                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

全くない 無回答 あり
（計）

総数 １日数回
以上

１日１回
程度

週に数回 週に１回
以下

－229－

－ 371 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４８　あなたは、ふだん次のようなことはどの程度ありますか。ａ）～ｇ）のそれぞれについて、右の回答欄                    
        のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                          
ｃ）携帯電話・スマートフォンで通話すること（ＬＩＮＥ通話、スカイプ等を含みます）                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

全くない 無回答 あり
（計）

総数 １日数回
以上

１日１回
程度

週に数回 週に１回
以下

－230－

第Ⅲ部　資料

－ 372 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４８　あなたは、ふだん次のようなことはどの程度ありますか。ａ）～ｇ）のそれぞれについて、右の回答欄                    
        のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                          
ｄ）メールやＬＩＮＥ等のメッセージを送受信すること                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

全くない 無回答 あり
（計）

総数 １日数回
以上

１日１回
程度

週に数回 週に１回
以下

－231－

－ 373 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４８　あなたは、ふだん次のようなことはどの程度ありますか。ａ）～ｇ）のそれぞれについて、右の回答欄                    
        のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                          
ｅ）インターネットのサイトを見ること                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

全くない 無回答 あり
（計）

総数 １日数回
以上

１日１回
程度

週に数回 週に１回
以下

－232－

第Ⅲ部　資料

－ 374 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４８　あなたは、ふだん次のようなことはどの程度ありますか。ａ）～ｇ）のそれぞれについて、右の回答欄                    
        のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                          
ｆ）ツイッター、フェイスブック等のソーシャルメディアを見ること                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

全くない 無回答 あり
（計）

総数 １日数回
以上

１日１回
程度

週に数回 週に１回
以下

－233－

－ 375 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４８　あなたは、ふだん次のようなことはどの程度ありますか。ａ）～ｇ）のそれぞれについて、右の回答欄                    
        のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                          
ｇ）ツイッター、フェイスブック等のソーシャルメディアに投稿すること                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

全くない 無回答 あり
（計）

総数 １日数回
以上

１日１回
程度

週に数回 週に１回
以下

－234－

第Ⅲ部　資料

－ 376 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４９　あなたは、以下のメディアで記事やニュースをどの程度見ますか。ａ）～ｃ）のそれぞれについて、右                    
        の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                  
ａ）新聞記事                                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 見る
（計）

見ない
（計）

総数 よく見る たまに見
る

あまり見
ない

ほとんど
見ない

－235－

－ 377 －

資料4　クロス集計表



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４９　あなたは、以下のメディアで記事やニュースをどの程度見ますか。ａ）～ｃ）のそれぞれについて、右                    
        の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                  
ｂ）テレビのニュース                                                                                                    

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 見る
（計）

見ない
（計）

総数 よく見る たまに見
る

あまり見
ない

ほとんど
見ない

－236－

第Ⅲ部　資料

－ 378 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問４９　あなたは、以下のメディアで記事やニュースをどの程度見ますか。ａ）～ｃ）のそれぞれについて、右                    
        の回答欄のあてはまる番号に○をつけてください。                                                                  
ｃ）インターネットのニュース                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答 見る
（計）

見ない
（計）

総数 よく見る たまに見
る

あまり見
ない

ほとんど
見ない

－237－

－ 379 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５０　あなたの職業はどれにあたりますか。１～１４の番号の中からあてはまるもの１つに○をつけてくださ                    
        い。                                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 自営業・
家族従業
者の方
（計）

農林漁業
、工業、
製造業等

商業・サ
ービス業

等

自由業
常勤の勤
め人の方
（計）

経営・管
理職

専門職、
教育職

事務的職
業

－238－

第Ⅲ部　資料

－ 380 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５０　あなたの職業はどれにあたりますか。１～１４の番号の中からあてはまるもの１つに○をつけてくださ                    
        い。                                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

その他
その他の
方（計） 専業主婦

・主夫
学生 ｱﾙﾊﾞｲﾄ、

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾏｰ
無職営業・販

売・サー
ビス業

生産・技
能職

－239－

－ 381 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５０　あなたの職業はどれにあたりますか。１～１４の番号の中からあてはまるもの１つに○をつけてくださ                    
        い。                                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

その他
無回答

－240－
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－ 382 －



安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔職業別〕                                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

生産・技
能職

営業・販
売・サー
ビス業

専業主婦
・主夫

学生事務的職
業

総数 自営業・
家族従業

者

経営・管
理職

専門職、
教育職

－241－

－ 383 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔職業別〕                                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

その他 無回答アルバイ
ト・パー
トタイマ

ー

無職

－242－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５１　あなたの世帯の合計年収額（税込み、含む年金）は、およそおいくらでしょうか。（○は１つ）                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 200万円
未満

200万円
～400万
円未満

400万円
～600万
円未満

600万円
～800万
円未満

800万円
～1000万
円未満

1000万円
～1200万
円未満

1200万円
以上

分からな
い

－243－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問５１　あなたの世帯の合計年収額（税込み、含む年金）は、およそおいくらでしょうか。（○は１つ）                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答

－244－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔地域ブロック〕                                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

北信越 東海 近畿 中国南関東総数 北海道 東北 北関東

－245－

－ 387 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔地域ブロック〕                                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

南九州四国 北九州

－246－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔都市規模別〕                                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

町村総数 政令市 23区 中核市 中核市以
外の市

－247－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔警察官区別〕                                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 北海道 東北管区 警視庁 関東管区 中部管区 近畿管区 中国管区 四国管区

－248－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔警察官区別〕                                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

九州管区

－249－

－ 391 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
［居住形態別］                                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

その他 無回答総数 一戸建て 集合住宅
（５階建
て以上）

集合住宅
（４階建
て以下）

集合住宅
（階数無
回答）

－250－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１付問２　被害の回数（全体合計）                                                                                      

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

無回答総数 被害なし １回 ２回 ３回以上

－251－

－ 393 －
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
問１付問３　届け出た回数（合計）                                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

届け出な
かった

無回答該当数 届け出た
（計） １回 ２回 ３回以上

－252－
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔正規対象者・予備対象者〕                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 正規対象
者（対象
番号１～

22）

予備対象
者（対象
番号23～

26）
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔回答週〕                                                                                                              

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

第４週
以降

総数 第１週 第２週 第３週
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔回答にかかった時間（インターネット回答のみ）〕                                                                        

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

40分以上該当数 10分未満 10分以上
20分未満

20分以上
30分未満

30分以上
40分未満
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔回答モード〕                                                                                                          

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

総数 訪問回収 郵送返送 インター
ネット回

答
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安全・安心な社会生活をおくるためのアンケート（平成30年度）
〔回答モード（デバイス別）〕                                                                                            

＊＊【　総　　数　】＊＊

〔性別〕
男

女

〔年齢別〕
20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

〔都市規模別〕
政令市

23区

中核市

中核市以外の市

町村

〔結婚の有無別〕
未婚

既婚（現在、配偶者がいる）

既婚の経験あり（離・死別）

無回答

〔住宅の形態別〕
持ち家

公共（公営）の賃貸住宅

民間（民営）の賃貸住宅

その他

無回答

〔住宅の建て方別〕
一戸建て

集合住宅

その他

無回答

パソコン総数 訪問回収 郵送返送 スマート
フォン

タブレッ
ト
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自由回答

女性から男性、若年齢層から高年齢層の順に掲載した。
誤字と思われるものもそのまま掲載した。

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問１　付問１　この１年間に被害にあった犯罪の種類－１７．その他（交通事故を除く）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「家内を名指しで誹謗中傷する内容のはがき ( 直筆 ) が自宅に届けられた。」（男性 60 代）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問２　この１年間に犯罪の被害があったのに、届け出なかった理由

　　　－１２．代わりに別の機関に届け出た
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「役場の地域協働課に届け出て、警察に連絡してもらった」（女性 20 代）
「小学校」（女性 30 代）
「アパートの隣人ののぞきの為、大家に苦情を入れた。」（女性 40 代）
「ドコモ」（女性 40 代）
「アルバイト先」（女性 50 代）
「自転車保管所」（男性 40 代）
「役場に届け出た」（男性 70 歳以上）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問２　この１年間に犯罪の被害があったのに、届け出なかった理由－１３．その他
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「自転車登録番号がわからなかった。」（女性 30 代）
「家庭の問題なので毎日、警察に相談は出来ない。病院には行くことはあるので病院でしんだん書も
らった。」（女性 30 代）

「つかまえる自信がない」（女性 30 代）
「届ける前に警察が解決してくれた」（女性 40 代）
「郵便物が（３通）自宅の一番奥裏に置いてあった（家の中が見わたせる所）。どろぼうが見つかた時
の言い訳にポストから抜いたとのこと。郵便局に聞きました。」（女性 70 歳以上）

「発見されない」（男性 40 代）
「信用出来ない」（男性 70 代）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問５　犯罪の被害にあうことへの不安　ｓ）その他の不安

　　　※「非常に不安」、「かなり不安」、「やや不安」に回答の方
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「痴漢などの冤罪」（女性 30 代）
「隣人の悪質な行為」（女性 30 代）
「クレジットカードの不正利用」（女性 40 代）
「出稼ぎ外国人のトラブル、マナー、騒音、犯罪」（女性 40 代）
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「性犯罪」（女性 50 代）
「中傷する言葉をかけてくるいやがらせ住人がいた。（数年前に）」（女性 50 代）
「結婚詐欺」（女性 50 代）
「近所の問題のお宅」（女性 60 代）
「近隣とのトラブル」（女性 60 代）
「自宅や敷地内に食べ物や飲み物のゴミをすてられる」（女性 60 代）
「痴漢のえん罪に巻き込まれる不安」（男性 30 代）
「会社内、パワハラ問題よる犯罪へ」（男性 30 代）
「外国人による犯罪」（男性 40 代）
「近所トラブル、いやがらせ」（男性 40 代）
「精神的に不安定な人からの危害」（男性 50 代）
「嫌がらせ電話等」（男性 50 代）
「近隣の迷惑行為」（男性 60 代）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問７　今後１年間に、犯罪の被害にあう可能性　ｓ）その他の犯罪被害の可能性

　　　※「かなりある」、「少しある」、「ほとんどない」に回答の方
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「痴漢などの冤罪」（女性 30 代）
「クレジットカードの不正利用」（女性 40 代）
「交友関係図のトラブル」（女性 50 代）
「会社、パワハラ問題よる犯罪へ」（男性 30 代）
「外国人による犯罪」（男性 40 代）
「近所トラブル、いやがらせ」（男性 40 代）
「精神的に不安定な人からの危害」（男性 50 代）
「嫌がらせ、無言電話等」（男性 50 代）
「近隣の迷惑行為」（男性 60 代）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問８　日常の行動範囲内で犯罪の被害にあうのではないかという不安を感じる場所

　　　－１５．その他
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「海外」（女性 30 代）
「電話（スマホ等でも）」（女性 40 代）
「介護施設や病院、銀行」（女性 50 代）
「友人宅」（女性 50 代）
「銀行」（女性 60 代）
「病院」（女性 70 歳以上）
「車中」（男性 30 代）
「旅行先」（男性 60 代）
「海外旅行」（男性 60 代）
「海外旅行」（男性 70 歳以上）
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「人気（ひとけ）のないあらゆる場所」（男性 70 歳以上）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問１６　特殊詐欺の被害を防ぐために行っていること－７．その他
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「知らない番号からかかってきても出ずに、番号をｇｏｏｇｌｅなどで検索してみる。」
（女性 20 代）
「知らない番号には出ない。ネットで番号検索して不用な電話はかけなおさない。」
（女性 20 代）
「知らない番号はしらべる」（女性 20 代）
「固定電話がないので携帯電話で登録していない番号からの電話はでない」
（女性 30 代）
「子供に出させない」（女性 30 代）
「知らない番号はネットで検索している」（女性 30 代）
「知らない番号にはでない」（女性 30 代）
「知らない方からの電話の話には基本用心して聞くようにする。」（女性 30 代）
「急ぎの用事の時はスマホに掛かる。」（女性 30 代）
「知っている相手としか受けた電話で話さない。」（女性 30 代）
「携帯電話のみ使用。登録番号以外、電話に出ない」（女性 40 代）
「電話番号から相手を調らべる」（女性 40 代）
「未登録の電話に出ない。・未登録かかってきたネットで調べる」（女性 40 代）
「登録のない番号は電話に出ない。」（女性 40 代）
「非通知の電話はかからないようにしている」（女性 40 代）
「ｗｅｂ上で相手の番号を通話中に調べる」（女性 40 代）
「知らない番号からの電話には極力出ない」（女性 40 代）
「非通知の電話はおことわり設定をしている」（女性 50 代）
「知らない電話番号はあまり出ないようにしている」（女性 50 代）
「知らない人や場所からのＴＥＬには答えない。」（女性 50 代）
「迷惑電話ゲキタイサービス利用」（女性 50 代）
「知らない番号からは出ない」（女性 50 代）
「迷惑電話着信拒否」（女性 60 代）
「知らない番号の電話に出ない」（女性 60 代）
「覚えのない番号は出ない」（女性 60 代）
「手伝いの者なので分らないと答えている」（女性 60 代）
「知らない番号は出ない」（女性 60 代）
「疑いをもって接する」（女性 60 代）
「留守番の者だから、解からないと断る」（女性 60 代）
「こちらから電話をかけ直すといふ事で相手の電話番号を聞く」（女性 60 代）
「子供からかかってくる電話にしか出ない」（女性 70 歳以上）
「家電は主人につながるようにしている」（女性 70 歳以上）
「登録している以外は出ない。」（女性 70 歳以上）
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「携帯電話のみで登録のない電話は出ない」（女性 70 歳以上）
「男性からのＴＥＬはすべて詐欺だと思って話す。」（女性 70 歳以上）
「非通知電話には出ない」（女性 70 歳以上）
「登録してないデンワに出ない」（女性 70 歳以上）
「消費者センターに聞く」（女性 70 歳以上）
「携帯電話だめ」（女性 70 歳以上）
「還付金などは信じない」（女性 70 歳以上）
「相手からの話を充分に良く聞く様にして居る」（女性 70 歳以上）
「保険料の還付金があると言われた時は市役所にすぐ問い合わせた。」（女性 70 歳以上）
「信用しない」（男性 20 代）
「お金のかかわることは基本的に無視」（男性 30 代）
「自分の事は自分でやれと伝えている。」（男性 30 代）
「携帯電話は、登録外は、出ない。」（男性 30 代）
「携帯電話しか持ってなく、知らない番号は出ない。」（男性 30 代）
「セキュリティソフト」（男性 30 代）
「携帯は迷惑防止機能アプリを利用。」（男性 40 代）
「身に覚えのないものは無視する」（男性 40 代）
「知らない人からＴＥＬが来たら疑う。本人を確かめる。」（男性 50 代）
「電話に子どもは出ない」（男性 50 代）
「未登録県外番号の電話には出ない」（男性 50 代）
「ニュースを話題にして注意点を確認する」（男性 50 代）
「フリーダイヤルは出ない」（男性 50 代）
「ナンバーディスプレイ上で知らないＴＥＬ番号には対応しない」（男性 60 代）
「会話を十分にしている」（男性 60 代）
「初めての電話には気をつけている。」（男性 60 代）
「詐欺の可能性を常に考える。」（男性 60 代）
「非通知はとらない（ケイタイ）」（男性 60 代）
「必要のないものには応じない」（男性 60 代）
「知らない人からの電話（勧誘など）の質問には、一切回答しない」（男性 70 歳以上）
「数年前に、オレオレ電話を経験あり常に注意しています。」（男性 70 歳以上）
「知らないＴＥＬは出ないか、すぐ切る。」（男性 70 歳以上）
「電話に出るのに一定時間まつ。ベル５回以上鳴ってから」（男性 70 歳以上）
「余り他人は信用していない。知らない他人」（男性 70 歳以上）
「登録外の電話番号以外は、電話に出ない。留守電に記録されていて必要な電話にはこちらから電話
する。」（男性 70 歳以上）

「番号変えた」（男性 70 歳以上）
「登録電話を活用している」（男性 70 歳以上）
「電話を持っているだけ使わない。」（男性 70 歳以上）
「消費者生活センターのＴＥＬ番号を手元に置いています。」（男性 70 歳以上）
「知らない人とは交信しない」（男性 70 歳以上）



－ 405 －

資料5　自由回答

「電話帳登録以外出ない」（男性 70 歳以上）
「銀行キャッシュカードをつくっていない」（男性 70 歳以上）
「あんしん応答機能」（男性 70 歳以上）
「話の内容や、話の状況より判断する」（男性 70 歳以上）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問２１　防犯に関するノウハウや、注意を呼びかける情報を得た手段－１２．その他
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「銀行」（女性 30 代）
「銀行ＡＴＭ」（女性 40 代）
「友人たちとのグループＳＮＳ」（女性 40 代）
「自治体からの情報」（女性 40 代）
「店に貼ってあるポスター」（女性 40 代）
「銀行のＡＴＭ」（女性 50 代）
「行政の講習会」（女性 50 代）
「団体で話し合った事がある」（女性 60 代）
「カーナビのアナウンス」（女性 60 代）
「電話によるおしらせがあった」（女性 70 歳以上）
「家族から色々な事を見たり、聞いたりする」（女性 70 歳以上）
「地域の交番からのｔｅｌ」（女性 70 歳以上）
「民生員の方から聞いた」（女性 70 歳以上）
「ＳＯＦＴＢＡＮＫのＨＰサイト」（男性 40 代）
「職場で「ウイルスメールを開かないように」」（男性 50 代）
「職場からの情報」（男性 50 代）
「見てるだろうが、記憶にない位の印象」（男性 70 歳以上）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問２３　犯罪の被害にあわないために個人でしていること－１１．その他
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「常に周りを気にする」（女性 30 代）
「通勤で止むを得ずパチンコ屋の裏や高架下を通らなくてはならない為夜間はできるだけ早足で通り
抜ける」（女性 40 代）

「公共の乗り物を使わない」（女性 40 代）
「人ごみの多い所では、神経を研ぎすます。」（女性 50 代）
「電車に乗り時なるべく人をみて、注意している」（女性 50 代）
「ひとりの時もただいまの声かけ」（女性 50 代）
「常に気をつけるようにしている。」（女性 50 代）
「時折、家族間で、話す。話しやすい環境を、保つ様に心がける。」（女性 50 代）
「駐車場にセンサーライト付けてる」（女性 60 代）
「防犯カメラ」（女性 60 代）
「知らない人は玄関のドアをあけない。」（女性 70 歳以上）
「モニター付きの玄関チャイムにした」（女性 70 歳以上）
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「自動照明」（男性 40 代）
「留守時も明かりを点ける」（男性 50 代）
「人間、組識とはかかわらないよう心がけている。」（男性 50 代）
「ハガキやメールが来たが無視して放置した」（男性 60 代）
「番犬」（男性 70 代以上）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問２４　犯罪の被害にあわないために警察にして欲しいこと－１１．その他
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「街灯の設置 ( 少なすぎる！ ) 防犯カメラ」（女性 40 代）
「近所に交番がない田舎なので、駅前に常駐する交番を作って欲しい。」（女性 40 代）
「住民とのふれあい」（女性 70 歳以上）
「問題発生する前に、パトロール実施して、地域住人と、コミュニケーションをとる。」
（男性 30 代）
「交番を増やし、パトロールを増やす」（男性 30 代）
「犯罪を未然に防ぐ取組。隠れて、交通違反を取り締まる時間が無駄にみえます。」（男性 30 代）
「具体的に何か被害を受けないと動いてくれず、事件が発生していることもあるので、そこは改善で
きればいいと思う」（男性 40 代）

「お役所仕事とサラリーマン意識と犯罪者擁護、被害者を責めるのをやめてほしい」（男性 40 代）
「警察官の教育。盗撮した警察のニュースを見てこんな人達は信用出来ないと思った」
（男性 40 代）
「交番を増やして欲しい。所轄まで３㎞はある。」（男性 50 代）
「弱者（地元）のための警察官」（男性 60 代）
「少くても警察官（関係者）の不祥事は０に。」（男性 70 歳以上）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問２５　地域の安全を守るために行政にして欲しいこと－７．その他
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「犯罪する前のこまった人の救済」（女性 30 代）
「何かあった時にすぐにかけこめる所（２４ｈ）」（女性 30 代）
「性犯罪者が近隣に往んでいないか知りたい。」（女性 40 代）
「外での飲酒をやめてほしい」（女性 40 代）
「交番を増やす」（女性 40 代）
「ウインカーを点灯せず交差点内で一時停車している車を取り締まりして下さい。」（女性 50 代）
「庭木、草などが、道路にはみ出ていると通行のじゃまだし、交通事故を誘発すると思う。公的な場
所に私的なものを出すな！→しっかり注意してほしい。法律で取り締まってほしい」

（女性 50 代）
「ボタン１つでケイサツにつながるでんわ」（女性 50 代）
「警察官、パトカーの巡回に勝るものなし」（女性 60 代）
「被害宅地域の防犯カメラ設置やパトロールで犯罪者をつかまえてほしい。」
（女性 60 代）
「住民とのふれあい」（女性 70 歳以上）
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「回覧板、町会のけい示板を良く見るので町会単位で具体的に書いて欲しい」（女性 70 歳以上）
「違法行為への厳罰化」（男性 20 代）
「ジャリ道の為道をきれいにしてほしい。雨の日かなりの水たまりがある。」（男性 30 代）
「見周りを多くしてほしい。あいさつもしてほしい」（男性 30 代）
「外国人の入国規制」（男性 40 代）
「警察官の路上歩き（パトカーにのりすぎ）」（男性 50 代）
「小中学生への（将来の）犯罪者にならないための教育。」（男性 60 代）
「地元苛めでなく、他方から来る者を取締強化。（地元に慕われる様になる。）」（男性 60 代）
「空家対策」（男性 70 歳以上）
「犯罪発生事の対策事例案を公開する。悪さは何だったのか。例えば交通事故発生した時加害者の「悪
さ」は何だったのかを公表してもらえれば「自分」もその事に気を付けるようしたい。」

（男性 70 歳以上）
「教育：常識ある社会人のあり方を教育の基本に据える」（男性 70 歳以上）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問２８　子供を狙った犯罪の被害を抑止するために重要だと思うこと－ｆ．その他
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「大人の意識の問題、大人の教育」（女性 40 代）
「子供にスマホを与えない」（女性 40 代）
「犯罪者への教育！？」（女性 50 代）
「子ども様子を把握する」（女性 50 代）
「ネットの取締」（女性 50 代）
「親子で指導を受ける。」（女性 50 代）
「子供の親世代への防犯教育」（女性 60 代）
「大人の取り締まり」（女性 60 代）
「ゴミの多い所の片づけ」（女性 60 代）
「親・本人の価値観」（女性 60 代）
「子供達が集まる場所のパトロール」（女性 70 歳以上）
「近所つきあい、コミニケーション」（女性 70 歳以上）
「先生による性犯罪が多いので、先生の教育」（男性 40 代）
「再犯防止のための監視・治療」（男性 50 代）
「18 歳以下のネット利用は全体として制限すべき。sns の利用は 22 時まで等。」（男性 50 代）
「義務教育でのボランティア活動」（男性 50 代）
「ボランティア等によるインターネット監視」（男性 50 代）
「子供自身がそっちにきょうみを持つ事」（男性 50 代）
「子どもが有害なものにつながる可能性のある電子機器は販売しない（フィルタリングではなく※）」
（男性 50 代）
「危険場所への特視」（男性 60 代）
「対策をしてもなお対策不十分という基本姿勢」（男性 60 代）
「一人にしない。友達をつくる」（男性 60 代）
「加害者の情報公開」（男性 60 代）
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「親の子供の防犯パトロール」（男性 70 歳以上）
「あいさつの重要」（男性 70 歳以上）
「口うるさい、おばちゃん・おっちゃん必要」（男性 70 歳以上）
「性犯罪者の公表」（男性 70 歳以上）
「自由の考え方について」（男性 70 歳以上）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問５０　職業－３．自由業
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「ピアノ個人教授」（女性 50 代）
「お寺」（女性 70 歳以上）
「文筆等」（男性 60 代）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問５０　職業－９．その他（常勤の勤め人）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「公務員」（男性 50 代）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

問５３　職業－１４．その他
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「兼業している」（女性 30 代）
「派遣社員」（女性 40 代）
「非常勤地方公務員」（女性 50 代）
「派遣社員」（女性 60 代）
「障害者の作業所」（男性 40 代）
「派遣社員」（男性 50 代）
「空手指導員」（男性 60 代）
「嘱託」（男性 60 代）
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